

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

エピローグ

あとがき



















口絵・本文イラスト　悠理なゆた

口絵・本文デザイン　伸童舎









[image: 第一章]











１






　俺はラブコメが好きだ。

　ラッキースケベ、最悪の出会いから発展する恋、複数の女子から好意を向けられるハーレム展開。

　そこには男の夢とロマンがこれでもかと詰め込まれている。

　ドタバタし、ちょっと痛い目をみたりしつつも、女の子との甘い恋を享受する──こんなの、憧れるなという方が無理な話だ。

　だが、ラブコメの最も重要な点はそこじゃない。

　俺がラブコメを好きな一番の理由は──

「ん？」

　そこで思考が一時中断された。曲がり角の向こうから、人の気配を感じる。

　これはもしや……「『遅刻遅刻～』のパン咥くわえ少女」ではないだろうか？

　ラブコメでは定番中の定番イベントだが、リアルで遭遇する事はまず無いと言っていい。

　しかし、その可能性はゼロではない。俺は淡い期待に胸を膨らませながら歩を進める。

　そして、角の向こうから姿を現したのは──

「あれ、赤あか城ぎっちじゃん。おはよっす」

　普通に登校中のクラスメイトだった。

「……ああ、おはよう佐さ藤とう」

「え？　何で人の顔見てテンション下げてんの？　私何かした？」

「あ、いやすまん、こっちの勝手な都合だ……なあ佐藤、つかぬ事を聞いていいか？」

「なに？」

「お前、実は転入生だったりしないか？」

「は？　何言ってんの？　昨日も一昨日おとといも同じ教室で授業受けてたじゃん」

「……だよな」

　僅かな希望が砕け散ったショックで、自分でもよく分からない事を口走ってしまった。

「それってもしかしていつもの『ラブコメシチュに遭遇しないかな』妄想？　あはは赤城っち相変わらずキモいね」

「キ、キモッ……」

「おはよー佐藤ちゃん」

　そこで、別の女子の声が響いてきた。

「あ、鈴すず木きっち。おはよっす」

「あ、赤城君も一緒なんだ、おはよ──って、なんかめっちゃヘコんでるけどどうしたの？」

「いつもの病気をディスっただけだから気にしないで」

「なるほど……あ、ちょっとお行儀悪いけど歩きながら朝ご飯食べていい？　微妙に寝坊しちゃってさ」

「朝ご飯だと！」

「「キャッ！」」

　鈴木の声に反応した俺は大声をあげてしまった。

「ちょ、ちょっとびっくりさせないでよ赤城君」

「すまん。でも教えてくれ鈴木。その朝ご飯って何だ？」

「いや、普通にコンビニのおにぎりだけど」

「おにぎりかあー……」

「え？　なになに？　私なにか悪い事した？」

「いや、こっちの勝手な都合なんだが……パンだったら嬉うれしいなと思っただけだ」

「あ、おにぎり一個じゃ足りないからパンもあるよ」

「マジか！」

　これはいけるか……『寝坊』＋『パン』とくれば──

「うん。デザートも兼ねてクイニーアマン」

「お洒落しやれ！　なんだそのお洒落パンは！」

「『遅刻遅刻～』のパン咥え少女」が咥えているのは食パンじゃなくちゃならない……他のパンではどうにもしっくりこない。いわゆる様式美ってやつだ。

「えっと……私、なんで怒られたのかな？」

「気にしない方がいいよ鈴木っち。付き合うだけ損だから」

「あはは、かもね……でも赤城君ってほんとにもったいないよね」

「もったいない？」

「うん。だって、勉強は学年トップクラス、スポーツは万能。見た目も結構イケてるのに全然モテないじゃん」

「モ、モテなっ……」

　自分で言うのもなんだが、俺は女子ウケをよくする為ために、かなりの努力をしている。死ぬ気で勉強し、懸命に身体からだを鍛えた。顔立ちも元からの超絶イケメンという訳ではないが、ファッションや身だしなみに気を遣い、そこそこ見られる外見になっているはずだ。

　それは全てラブコメ展開に遭遇した時の為の下準備だ。

　せっかくのシチュエーションが訪れても、そこから恋愛に発展しなければどうしようもない。来たるべき日の為に自分を磨いておくのは当然だ。

「あはは、言われちゃったね赤城っち」

「ぐっ……そうか……俺はそこまでみんなにキモがられていたのか」

「いや、イジったのをそんなに引きずらないでよ。赤城っちって、ノリいいし、困ってる時は助けてくれるし、いい奴やつだと思うよ。キモいって言ったのは軽い冗談だって」

「そ、そうか。ならいいんだが……」

「ちなみに赤城君はどんなタイプの女の子が好きなの？」

「俺の好みか？　そうだな……風でスカートがめくれた時、こっちを思いっきり睨にらみ付けながらも顔を赤らめて『………………エッチ』とか言う女の子が至高だな」

　二次元ではありふれた事ではあるが、三次元の女子達の反応は──

「「キモッ」」

　……現実世界にラブコメなんか、存在しない。
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　教室に入ると、とある光景が目に入った。

　彼女は窓際の席で、物憂げに外を眺めている。

　皆が友人と雑談する喧けん噪そうの中、彼女の周辺だけは、まるで世界が隔絶されているかのように、静寂に包まれていた。

　絵になる、という表現がしっくりくるだろうか。何の変哲もない高校の教室の一角であるにもかかわらず、中心に彼女が据えられているだけで、その空間が一つの美術作品であるかのような錯覚に陥る。

　このような大仰な感想を抱いてしまう程に、彼女の容姿は突出していた。そして、単なる美醜に留とどまらない、独特の神秘的な雰囲気を湛たたえていた。

　金色に輝く流麗な髪や白磁のような肌が、非日常感を助長させる。窓の外に向けられた碧へき眼がんは、一体何を見据えているのか。

　やがて、彼女は音も無く席を立つ。

　そしてその少女──神かみ代しろシンフォニアは俺の傍そばまで歩み寄ってきた。

「汚らわしい目でこちらを見ないでくれる？　この豚が」

「なんて!?」

　お、俺の聞き間違い……だよな？

「穢けがらわしい目でこちらを見ないでくれる？　この豚が」

　一言一句同じなのになぜかひどくなった気がする……

「どう？　今のはかなりクールだった？」

「うん、クールっていうかただの罵ば詈り雑ぞう言ごんだな」

「そっか……ごめん。でも昨日パパが、ドラマで女優さんが同じ事言ったの聞いて『スーパークール！』って言ってたんだもん」

　……それはお前のパパさんの性癖の問題です。

「まあいい。クールな女は一つや二つの失敗なんて気にしないもの。という事で気を取り直して、客観的な意見を求める事にする。大たい我が、私のクールだと思う所を挙げていってほしい」

　そう。この子はなぜか『クール』である事に異様に執着しており、ことある毎ごとにそういった言動をしようと試みる。

　ただ、問題なのは──

「見た目」

「うんうん、それで？」

「……………………………………………………………………………………」

「どうしたの大我？」

「いや、終わりだが」

「ちょっと何言ってるか分かんない」

「いや、分かれよ……お前がクールなのは見た目だけだから」

「……正気？」

　ただ事実を述べただけなのに、朝っぱらから正気を疑われてしまった。

「じゃあ聞くが、お前は自分のどんな所がクールだと思うんだ？」

「まずは精神。私はいついかなる時にも揺らがない、不動の心を有している」

「不動の心ねえ……具体的には？」

「笑わない。クールな心の持ち主である私は、どんな事があっても笑わない」

　まあたしかに基本的に無表情（というかぼーっとしている）ではあるけども……
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「大我が信じられないという顔をしている。では実践して証明する。じゃん」

　ポケットから取り出したのは短い棒状の何か。

　コンパクトに収納されていたそれは、彼女が引っ張るとするすると伸びていき、結構な長さになった。その先端には羽毛のようなものが付いている。

「これで私をくすぐってみてほしい」

「……いいのか？」

　ていうかなんでこんなもん常備してんだ……

「もちろん。どこをどうくすぐってもらっても構わない。私は微動だにし──ひゃんっ！」

　弱っ！

「今、ものすごくかわいい声が聞こえた気がしたんだが……」

「き、気のせい……クールな女はどんな時も──はうんっ！」

　さっきよりも大分加減して撫なでたんだが……

「いや、無理しなくていいから……」

「無理してない。全然笑ってないからまだセーフ。もっと遠慮しないでやってほしい」

　まあ本人がそう言うなら……

「っ!?……うっ……ぷっ……くっ……」
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　ぷるぷるしてる。めっちゃぷるぷるしてる。笑いたいなら素直に笑えばいいのに……

「うっ……くっ……ごっ……」

　なんかかわいそうになってきたな……

「ごっ……ごっ……ゴルバチョフ…………寒い国の偉い人だから私はクール」

　錯乱しているのかよく分からない事言い出した……もうやめよう。

「はあっ……はあっ……ふう……どう？　大我、私のクールさが理解できた？」

　彼女は両の手のひらをくるん、と回した後、左右にひろげてみせた。

「いや、そんなす○ざんまいみたいなポーズされても、面白さしかありませんけど……」

　そう、問題なのはこの少女の中身が『クール』とはかけ離れている事だった。

「なあシフォン、人の信条にケチをつける気はないが、もっと自然体で──」

「大我。その『シフォン』っていうの、やめてほしい」

「え？　なんでだ？」

　本名のシンフォニアだとちょっと長いんで、略して入れ替えて『シフォン』。

　誰とはなしに考え出され、いつの間にか広まった呼び名だった。

「だってシフォンってなんかワンちゃんとかケーキみたいでかわいらしいでしょ？　クールな私のイメージに合わない」

　お前がクールだと思ってるの、世界中でお前だけだと思うんだが……

「あ、シフォンさん、おはよー」「お、シフォンちゃん、おはよっす」

　そこで彼女の背後から、クラスメイト達の声がかかる。

「……おはよう」

　か細い声で挨拶を返したシフォンは俺に向き直る。

「大我……みんながとってもいけず……う～、う～」

　いや、だからそのジタバタしてるのが既にクールと対極なんだって……

「でも実はちょっと気に入ってるのは内緒」

「気に入ってんじゃねえか……」

「はっ……こ、小声で言ったのになんで聞こえてるの？」

「こんな目の前で言われたら小声でも聞こえるっつーの」

「………………大我の大好きな『ラブコメ』にも、クールなキャラって出てくるでしょ？」

　分が悪くなったからって、ものすごく不自然に話題転換したな。

　まあどんな形にせよ、ラブコメの話題なら大歓迎だ。

「そうだな。ヒロインが複数いるタイプのラブコメには、かなり高い確率でなんらかのクールキャラが登場するな」

　俺にヒロインの系統分類の話をさせたら一晩あっても足りないが……まあここでは代表的なテンプレを。

「たとえば完全無欠な生徒会長の先輩とか」

「それ私」

「私生活が謎に包まれている、物静かな文学少女とか」

「それも私」

「暴漢に襲われても軽々と無表情で撃退する、武術の達人とかな」

「あ、まさに私」

「どこがだ！　お前同学年だしマンガしか読まねえし壊滅的な運動音痴だろうが！」

「………………むう」

　さすがにこじつけが過ぎると思ったのか、それ以上は食い下がってこないシフォン。

　代わりに、一つの質問を投げかけてきた。

「大我、私はもっと『クール』を前面に押し出していきたいの。どうすればいいと思う？」

「黙ってればいいんじゃないかな」







「大我……大我」

　英語の授業が始まってすぐ、隣の席のシフォンがペンでちょいちょい、と俺の脇腹をつつき、囁ささやいてきた。

「大変。実は、教科書を家に忘れてしまった」

「マジか。じゃあ机くっつけて一緒に見るか？」

「ありがとう。でもそれは全然クールじゃないから大丈夫」

　そもそも忘れ物してる時点であまりクールじゃない気が……

「私の番が回ってきたらクールに切り抜けるから見てて」

　どうやらそれが言いたかっただけらしい……ではお手並み拝見といこうか。

「では次、神代。続きの十三行目から音読してくれ」

「はい」

　透き通るような声で返事をして、すっ、と立ち上がるシフォン。

「でも先生。その前に私が考えたオリジナルの英文を披露させてほしい」

「いや、そういうのはいいから音読しなさい」

「先生。まあそう言わずに。みんなの勉強にもなりますから」

「お前教科書忘れたんだろ。隣の赤城に貸してもらえ」

「先生外を見て。あの空の青さ、雄大さに比べたら教科書の有無なんて些さ細さいな問題で──」

「十秒以内に始めるか廊下に立つか選べ」

「ごめんなさい借ります」

　ゴミみてえなグダグダさだな！

「うう……悪いけど貸して」

　最初っから素直にそうすりゃいいのに……

「よし。この金髪碧眼の私に教科書を持たせたらもう無敵。名めい誉よ挽ばん回かい。ここからは私のクール音読無双」

　シフォンはすう、と息を吸い込み──

「あい　うぃっしゅ　あい　わー　あ　ばーど。あい──」

　日本生まれ日本育ちの発音が、午後の教室に響き渡った。
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「怖い……自分のクールさが怖い」

　さて、ＨホームＲルームも終わったし帰るか。

「怖い……自分のクールさが怖い」

　予習復習と日課のトレーニングをこなして……その後はお楽しみが待ってるからな。

「怖い……自分のクールさが怖い」

「よし、教科書の忘れ物もなし、と。それじゃ──」

「待って大我。私がこれだけアピールしているのになんで無視するの」

　後ろから服の袖をくい、と摑つかまれた。

　クールキャラは自分の事クールとか言わないんですよお嬢さん……

「……一応聞くが、一体何がクールなんだ？」

「とりあえず言ってみただけ」

「じゃあな」

「待って。私が悪かった。待って」

　……完全なるノープランだった。

「いや、俺も帰ってやる事あるから暇じゃないんだが……」

「分かった。じゃあ昇降口まで一緒に行こう。それまでに考えるから…………クールな食べ物が好きというのはどうだろう？　あ、でもスースーするやつとかは全部苦手だし……」

　シフォンは廊下に出てからも、何やらぶつぶつ言っていた。

「あ、かき氷は食べられるし、これはクールと言えるのでは……でもあれ、頭痛くなっちゃうしなあ……」

　まだぶつぶつ言いながら階段を降りきる。

　ここまでくれば昇降口はもうすぐだが、答えは全く出そうにない。

「あ、ゲコゲコストラップ机の中に忘れちゃった」

　だからそういうかわいいアイテムがいけないんだって……

「大我、待たせるのも悪いから今日はバイバイしよう。明日までに考えておくから」

　そもそも考えなきゃ出てこない時点で終わってると思うんだが……

　俺は半ば呆あきれながら、なんとはなしに階段を上るシフォンの後ろ姿を眺めていた。

　すると二階の方から──

「ねえねえ、この後カラオケいこーよ」

「今月金ねえんだよなー」

　チャラチャラした感じのカップルの声が聞こえてきた。

「ま、ワリカンならいいぜ」

「えー、ケチー。男ならカイショーみせてよ！」

　ギャルっぽい感じの女子が、彼氏の肩を強めにバン、と叩たたき。

「うおっ!?」

　余程角度とタイミングが悪かったのか、男子は盛大にバランスを崩した。

　場所は踊り場だった為ため、大事には至らなかった──が、よろけた先が最悪だった。

「……え？」

　今まさに踊り場に登り切ろうとしていた華きや奢しやなシフォンに、男子の身体からだがぶつかった。

　危ない！　と叫ぼうとした時にはもう遅かった。

　シフォンの身体は、羽のように宙に投げ出される。

「──っ!?」

　考えるより先に、身体が動いていた。

　輝く金髪が千々に乱れ、少女は重力の法則に従って落下する。

　その身体が、階段に打ち付けられる直前に──

「…………ふう」

　なんとか……間に合ったか。

「た、大我……」

　階段の半ば辺りの所で、俺はシフォンを受け止める事に成功していた。

「シフォン、怪我けがしてないか？」

「う、うん、ありがとう……大我は？」

「問題無い。鍛えてるからな」

　それは強がりでもなんでもなく、多少腰に衝撃がきただけで、別段なんともない。俺がどうこうというより、シフォンが想像以上に軽かったというのもあるが。

「オ、オメーのせいだぞ！　急に押したりすっから！」

「ハ、ハァ？　ちょっと触ったくらいで転ぶアンタが悪いんじゃん！」

　……謝罪や心配よりも先に、責任をなすりつけあっている奴やつらには怒鳴りつける価値もないとして、だ。

「さすがにここだと足場悪いから、ちょっと下まで降りるな」

「う、うん。ありが──っ!?」

　そこで急にシフォンの身体が硬直する。

「どうした？」

「……大我、これはひょっとして………………………『お姫様抱っこ』というやつでは？」

「ああ、言われてみればそうだな」

　直後、

「────っ!!」

　シフォンの顔が瞬間的に真っ赤に染まった。

「あ、あわ……あわわっ！」

　……その言葉を実際口にして慌てる人、初めて見た。

「おい、ちょっと落ち着けお前」

「ん～っ！」

「うおっ！　ちょっ……不安定なんだから暴れんなって！」

「だって……だってぇ！」

　ジタバタするシフォンを支えながら、なんとか階段を降りきる。

「あ、危なかった……おいシフォン、お前一体何考えて──」

「ご苦労だったわね。まあ豚にしてはいい働きをしたわ」

　いや、髪の毛乱れまくりな上に顔面真っ赤でそんなかっこつけられても……

「うう……ごめん。照れ隠しでついクールな事を……」

　だからそれはクールではないというに。

「まあでも怪我がなかったんだったらそれが一番──ん？」




　不思議な事が起こった。




　俺の手には、パンツが握られていた。

　え？……パンツ？……これパンツ？……いやパンツだよな？

　もう一度言う。俺の手には、パンツが握られていた。

　しかもこれ、なんかちょっと温ぬくもりが──

「大我……もしかしてだけど………………………………………それってパンツ？」

　シフォンの言葉を受けて、もう一度確認する。

「……………………………………だな」

　結果、どこからどう見てもパンツでした。

「私、そのパンツに……とっても見覚えがあるんだけど……」

　ここに至って、俺はようやく事態の深刻さを理解する。

「そして今……スカートの中がものすごくスースーするんだけど……」

　と、いう事はまさか……

　真っ赤だったシフォンの顔が一転、蒼そう白はくなものに変化する。

「大我………………取った？」

　いやいやいやいやいやいやいやいやいや！

「取ってない！　俺は断じて取ってないぞ！」

　お、落ち着け！　落ち着いて状況を整理しろ！

　受け止めた際に偶然脱げて手に絡まった？　いや……そんな奇跡的なトラブル、ご都合主義なラブコメでもありえない展開だ。

　それに、シフォンの身体を降ろすまでパンツなんて間違いなく握ってなかった。

　本当に、あの瞬間にテレポートでもしてきたとしか思えない。

　馬鹿言うな……そんな非科学的な事があるはずない……でも今現在、俺の手の中にパンツがあるのは紛れもない事実！

「大我……」

「ま、待て！　待ってくれシフォン！　これは何かの誤解──」




　再度、不思議な事が起こった。




　俺の手に握られていたパンツが消えていた。

「え？　なくなってる……？」「え？　スースーしなくなってる……？」

　俺とシフォンはほぼ同時に疑問の声を発し、

「大我………………戻した？」

　いやいやいやいやいやいやいやいやいや！

「戻してない！　俺は断じて戻してないぞ！」

　取るのも変態だが、自分の手で戻すのはある意味それよりも変態っぽい。

　そもそもあんな一瞬じゃ、物理的に不可能だ。

　それでもたしかにパンツは俺の手の中にあったし、たしかにパンツは俺の手の中から消え失うせた。

「い、一体なんだったんだ……？」

「分かんない……」

「な、なんか……ごめんな」

「ううん。大我は悪くない……と思う」

「「……………………」」

　なんか微妙な空気になってしまった。

「大我、ちょっと話題を替えよう」

「お、おお、そうだな」

「大我はパンツ食べてる女の子が好きなの？」

「蒸し返すってレベルじゃねーぞ！」

　むしろより悪化してるじゃねえか……なんなの？　おこなの？　シフォンさんほんとはおこなの？

「ごめん。お昼ご飯一緒に食べてた時に、佐藤さんと鈴木さんがそう言ってたのをつい思い出して……」

　あ、あいつら……

「パンツじゃなくてパンな。パンツ食べてるじゃなくて、慌てた感じで食パン食べてる女の子が好きなの」

　俺は、理想とする遅刻女子のシチュエーションをシフォンに説明した。

「ほうほう。やっぱり大我はラブコメ大好きなんだね」

「ああ、心の底からな」

「うん。のめり込める事があるのはとてもいいと思う」

　普通、女の子にラブコメ愛を語ると、大体引くか嫌悪感を抱くかで話が終わってしまうがシフォンはそのような態度をとる事なく、肯定的に聞いてくれる。

　俺が教室でシフォンとよく絡むのは、そういう所で波長が合うからなのかもしれない。

「あ、あのね、大我」

「どうした？」

　そこでシフォンが突然モジモジし出した。

「その時ね、大我が好きな女の子のタイプも話題にあがったんだけど、ちょうどチャイムが鳴って聞きそびれちゃったの。べ、別に大我がどうこうじゃないんだけど、話が途切れたから気になっちゃって」

「ああ、そんな話も朝、あいつらとしたっけな」

　見事にドン引きされた訳だが……シフォンなら分かってくれるかもしれない。

「風でスカートがめくれた時、こっちを思いっきり睨にらみ付けながらも顔を赤らめて『………………エッチ』とか言う女の子が至高だな」

　それを聞いたシフォンはいつも通りの無表情で、

「ごめん。それはちょっと気持ち悪いかも」

「ですよねー」

　……やはり、現実世界にラブコメなんて存在しない。





４






「しかしさっきのアレ……一体なんだったんだ？」

　家路の途中、思わず独り言が口をついて出た。

　パンツが唐突に現れたり消えたり……非常に不可解な現象だった。

　どう考えても物理的に説明がつかな──

「た、助けてくださああああああああああいっ！」

　不意に、助けを呼ぶ声が上から聞こえてきた。

「上？」

　反射的に見上げると、

「お、落ちるうううううううううううううっ！」

　女の子が、空から落ちてきていた。

　う、噓うそだろ……

　ま、まさかこんなラブコメみたいなシチュエーションが本当に──って、そんな場合じゃない！　助けないと！

　俺は猛然とダッシュし、さっきのシフォンのように女の子をキャッチする事に成功──

　しなかった。

　無理！　運動能力がどうこうじゃなくて物理的に遠すぎる！

「ぐはああああああっ！」

　女の子は猛スピードのまま地面にぶつかり──

　ゴロゴロゴロゴロ！

「ぐえっ！」

　勢いよく転がり、道端のブロック塀に衝突してようやく止まった。

「だ、大丈夫かっ！」

　俺は慌てて駆け寄り、その子の様子を確認する。

「う、ううん……」

　よ、よかった……息はあるみたいだな。

「はっ！」

　そして、いきなり目を覚ました女の子は、

「な、なんですかこれは……服もボロボロですし、はだけてるじゃないですかっ！」

　いや、そりゃあんな勢いで落下してゴロゴロすりゃ、そうなるだろうよ……

「お、おまけに目の前には性欲の強そうな男の人が……」

　うん、失礼ってレベルじゃねーな。

「くっ……殺してください」

　いや、観念するの早すぎるだろ……

「落ち着け。何を勘違いしているのか知らんが、手荒な事をするつもりはない」

「そ、そんな事言って、ぱふぱふとか、いんぐりもんぐりとかする気なんじゃ……」

　見た目は俺と同じくらいのくせに、表現が古かった。

「だから落ち着けって言ってるだろ。俺の名前は赤城大我。見ての通り、ただの高校生だ。怪しい者じゃない」

「ひっ！　あ、あの悪名高き男子高校生ですか……そんな生き物が、この美少女を前にして理性を保っていられるとは思えません」

　全国の男子高校生に謝れお前。そして自分で美少女ってこいつ……

「というか、あれだけ勢いよく落ちて身体からだは大丈夫なのか？」

「ふふん、へーきです。丈夫なのが取り柄ですから、私」

　いや、あの高度は丈夫とかそういうレベルを通り越してたと思うんだが……

「ていうか、一体どこから落ちてきたんだ？」

　見回しても、高層マンションやビルなどの類いは確認できない。

「あ、お空の上からです。私、神の使いですので」

「じゃあな」

「わーっ！　ちょっと待ってください！　なんで行っちゃうんですか！」

「いや、そういうのは間に合ってるから」

　手の込んだ宗教の勧誘とかだろうか？　人の信仰にケチをつける気は毛頭ないが、俺自身は残念ながら全く興味がない。

「ど、どうやら誤解があるようですね。分かりました。では、お近づきの印として、幸せな気分になれる、とっておきの粉を差し上げます。これを鼻から吸引してください」

「いや、怪しすぎるだろ……この状況で誰が吸うんだそんなもん」

「失礼ですね。この天使お手製の『ヘヴンズ・エンジェル』は何も怪しくありません」

「どう考えてもそっち系のおクスリじゃねえか！」

「ち、違いますよっ！　うぬぬ、どうすれば信じてもらえるんで──あれ？」

「どうした？」

「いや、大我さんの身体から微弱な魔力の残り香が…………つかぬ事を聞きますが、ついさっき、何か不思議な現象が起こったりしませんでした？」

「不思議な現象？　いや、別に何も……あ」

　あった。

「お、その顔は何か心当たりがありそうですね」

「……ある事にはあるが、声を大にして言える事じゃない」

「大事な事なんで教えてください。大丈夫です。私、口は堅い方ですから」

「本当だな？」

「ええ」

「……女子高生のパンツが、俺の手の中にテレポートしてきた」

「おまわりさーん」

「待てコノヤロウ」

「ぐえっ！」

　俺は襟首を摑つかんで引き止めた。

「お前口堅いんじゃなかったのか！」

　そもそも自称天使が公務員に頼るっておかしいだろ……やはり全く信用ならん。

「いやだって、完全に犯罪じゃないですか」

「う……でも、あれがお前の言う『不思議な事』なんじゃないのか？」

「違います。私はたしかにこの世界に漏れ出してしまった『魔力』によって発動する『魔法』のトラブルを解決する為ために派遣されましたけど……『魔法』の性質上、使用者に不利益になるような現象が起こるとは思えません」

『魔力』？『魔法』？……一体何を言ってるんだこいつは。まあでもたしかなのは──

「そんなの知るか。実際俺の手にパンツが移動してきてたんだ」

「ふふん。そんな事はありえません。やっぱり犯罪の臭いがしますねぇ」

　鼻で笑い、小憎らしい表情を向けてくる少女。

「お前、俺が噓ついてるって言うのか？」

「まあそういう事になりますね。どうです、今正直に白状すれば、おまわりさんを呼ぶのは勘弁してあげま──ん？」

　そこで、彼女の腰の辺りから軽快なメロディーが流れてきた。

「あ、ちょっと待ってください。神様から電話です」

　そんな現代科学に頼った神がどこにいるんだよ……頭の中に声が直接響いてくるとかじゃねえのかよ。

　いや、こいつの話を信じてる訳じゃないけど、これが何らかの詐欺だとしても、もっと上手うまいやり方があるんじゃないかと。

「ええっ!?」

　俺がちょっと的外れな心配をしている所に、裏返った彼女の声が響く。

「はい……はい……うう……分かりました。頑張りますぅ」

　そして、明らかにテンションが下がった様子で通話を終える。

「どうした？」

「……はい。簡単に言いますと、なぜか『魔力』が歪ゆがみ、この世界では通常の『魔法』ではなく強制的に『ラブコメ魔法』が発動するようになってしまったという事です」

「ラブコメ…………魔法？」

「はい。私もまだ詳細は分からないんですが、その名の通り、通常の『魔法』に『ラブコメ』要素が加わったものらしいです」

「ラブコメって……あのラブコメだよな」

「はい。『I"○』とか『いち○１００％』とか『To L○VEる』とかのラブコメです」

　お前絶対天使じゃなくてただのオタクだろ……しかも生粋のジャンプっ子。

「『魔法』と『ラブコメ』？　全く意味が分からんし、そもそも前提として『魔法』なんてある訳ないだろ。勧誘とか詐欺なんだったらもうちょっと工夫するんだな。信用してほしいんだったら、証拠の一つでも見せてみろよ」

「……ふふん」

　答えに窮するかと思った彼女は、鼻で笑った。

「いいですよ。それでは実際にご覧に入れましょう」

「魔法を？　そんなに自信満々に言うならさっさと──」

「【グラビティ】」

　彼女がその単語を発した瞬間──

「っ!?」

　たしかに立っていたはずの俺は、這はうような形で地に伏していた。

　な、なんだこれ……お、重い！　背中に何か乗ってる？……いや、これはまるで──

「どうです？　重力に干渉する【グラビティ】の力は」

　彼女はふふん、と調子に乗ったドヤ顔で俺を見下ろす。

　じゅ、重力に干渉だと？　魔法で？　そんな馬鹿な事が……

　だが、形の無い『何か』にのしかかられている俺は、渾こん身しんの力を込めても全く起き上がる事ができない──理屈ではなく、直感が告げていた。

　この現象は事前に何か仕込んでいたとか、トリックの類いではない、と。

「ぐ……ま、まさか本当に『魔法』だっていうのか？」

「そうです。ちなみにちょっとベクトルを変えると、こんな事もできますよ」

　彼女がそう言い、手のひらをくるりと返す動作をすると──

「うおっ!?」

　それまで地面に張り付いていた俺の身体がぐるん、と反転した。

「ぐあっ！」

　先程とは逆に、今度は仰あお向むけで地面に貼り付けられる俺。

「どうです？　これで信じてもらえましたか？」

「………………………ああ」

　やはり俺の上の空間には物理的な何かは存在しない。それなのに、たしかな重さが鎮座しており、指の一本たりとも動かす事ができなかった。

　これが、現代科学を超越した何かである事は認めざるを得ない。

「信じてやるから、早くこの魔法を解いてくれ」

「ええ。ですがその前に、やる事があるんじゃないですか？……私を疑った事、謝ってください」

「は？」

「さっき、勧誘とか詐欺だとか言ってましたよね？　あらぬ罪で人を疑ったら謝らないとバチがあたるって私はお母さんに教わりましたよ」

「お前な……んな事言ったらそっちも、人を勝手にパンツ泥棒よばわりしただろうが」

「ふふん。それは真実を指摘したまでです」

　……ウゼえ。なんか無性に腹立ってきたぞ。

「誰が謝るかバーカ」

「あ、ふーん。そういう態度取るんですか、へー。忘れないで下さいね。今、大我さんの生殺与奪の権を握っているのは私だっていう事を」

　そしてドヤ顔のまま、俺の身体をまたいで見下ろしてくる。

「ふふん。私はとびっきりのワルですからねぇ。許してくださいと泣いて懇願するまでいたぶってあげてもいいんですよ」

「なっ……て、てめえ……一体何する気だ」

「さあ、それは想像にお任せします」

　そしてそのままゆっくりとしゃがみ込む。

「ふふん、謝るなら今のうちで──っ!?」

　そこで彼女の顔色が変わった。

「なっ……こ、これはどういう事ですかっ！」

　そのセリフを吐くや否や、

　ずん！

　という鈍い音がして、彼女は俺に覆おおい被かぶさるような形で四よつん這ばいになった。

「お、重いですっ！」

「おい、何が起こったんだ？」

「わ、私にも分かりません！　急に重力が制御出来なくなって……」

「はっ、なんだお前。魔法使うの下手クソなんじゃないか」

「そ、そんな事はありえません。たしかに私は実技では落ちこぼれでしたが、こんな基礎の『魔法』をミスるような事は断じて……」

　話しながらも、彼女の身体からだは徐々にぐぐぐ、と俺に近づいてくる。

「お、おかしいです……特に頭の部分が重くて……」

　俺は仰向けのまま地面に貼り付けられている。彼女はその上で四つん這いになり、顔の部分が近づいてきている。

　ん？　という事は──

「ちょ、ちょっと待て。このままだと……」

　待ち受けているのは…………………………キス？

「ふ、ふざけんな！」

「そ、それはこっちのセリフです。あなたはこんな美少女とできてラッキーかもしれませんが、得体の知れない男子とチューする私の身にもなってください！」

「お前の方が得体が知れないわ！　は、早くなんとかしろ！　俺は初めてなんだぞ！」

「私だって初めてですよ！」

　言い合っている家にも、彼女の唇がぐぐぐ、と近づいてくる。

　こ、このままじゃ……

「お、おい、顎を引け！」

「へ？」

「少しなら動かせるだろ。お互いに顎を引いて角度をずらせば、唇じゃなくて額同士がくっつくだけで済む」

「わ、分かりました、やってみます！」

　よ、よし、少しずつだけど動かせて──って駄目だ！　唇が眼前に迫ってる！　く……くそっ！……もう間に合わな──

「あ、なんとか魔法解除できましたっ」

　その瞬間【グラビティ】の効果が消え去り、俺と彼女の額は、思いっきり力を込めていた反動で──

「「ぎゃあああああああっ！」」

　全力ヘッドバット。

「「お……ごおおおおおおっ！」」

　並んで地面をのたうち回る二人。

「ぐ……い、痛いてぇ……だが最悪の事態は避けられたな」

「はい……な、なんとかファーストキスは守り切りました」

　ヨロヨロと立ち上がる俺と彼女。

　くそ……あんなギャグみたいな展開でキスしかかるとか、あれじゃまるで──

「……おい、ちょっと待て。ひょっとして今のが『ラブコメ魔法』なんじゃないのか？」

「え？」

「さっきの話からすると、ベースの『魔法』に『ラブコメ』の要素が加わったものだって言ってただろ？　今のって正にそれじゃないか」

「た、たしかに……」

　彼女は合点がいったように、手をぽん、と打った。

「……分かりました。それではもう一度試してみましょう」

「なに？　おい、ちょっと待──」

　俺が止める間もなく、鳥頭は『魔法』を発動させてしまった。

「【ウインド】」

　その瞬間、彼女の手の中に、小型の竜巻のようなものが出現する。

「この【ウインド】は風を自在に操る魔法なんです。今度は細心の注意を払って──っ!?」

　そこでまた、彼女の顔色が変わる。

「ちょっ……まっ……なんか急にベクトルが……つ、強さも制御できな──」

　そして、下方向から急激に突風が巻き起こった。

「ぎゃああああああああああっ！」

　結果──スカート、思いっきりめくれる。

「うわああああああああんっ！　おパンツ見られちゃいましたああああああああ！」

「そ、それは悪かったけどそんな場合じゃ……ちょっと浮いてるぞ、お前！」

「へ？」

　最も早はや突風どころか暴風と化した【ウインド】は──

「うひゃあああああああっ！」

　彼女の身体を、空高く舞い上げた。




「お、落ちるうううううううううううううっ！」

　女の子が、空から落ちてきていた。
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　う、噓うそだろ……

　ま、まさかこんなラブコメみたいなシチュエーションが本当に──って、そんな場合じゃない！　助けないと！

　俺は猛然とダッシュし、さっきのシフォンのように女の子をキャッチする事に成功──

　しなかった。

　無理！　運動能力がどうこうじゃなくて物理的に遠すぎる！

「ぐはああああああっ！」

　女の子は猛スピードのまま地面にぶつかり──

　ゴロゴロゴロゴロ！

「ぐえっ！」

　勢いよく転がり、道端のブロック塀に衝突してようやく止まった。

「だ、大丈夫かっ！」

　俺は慌てて駆け寄り、その子の様子を確認する。

「う、ううん……」

　よ、よかった……息はあるみたいだな。

「はっ！」

　そして、いきなり目を覚ました女の子は、

「な、なんですかこれは……服もボロボロですし、はだけてるじゃないですかっ！」

「いやなんでエンドレス展開になってんだ！」







「うう……こんな身体にされてもうお嫁にいけないです」

「お前、そんな誤解を受けそうな事言うんじゃねえよ」

　たしかに二度にわたる落下＆ゴロゴロを繰り返した彼女の衣装はボロボロになっていたが、はっきり言って俺の責任は皆無だ。

「……パンツ」

「は？」

　ジト目で睨にらんできた。

「私のパンツ……見ましたよね？」

「……それはすまん」

「………………エッチ」

　え？　こ、これってまさか……




「俺の好みか？　そうだな……風でスカートがめくれた時、こっちを思いっきり睨み付けながらも顔を赤らめて『………………エッチ』とか言う女の子が至高だな」




　ま、正に俺が待ち望んでいたラブコメじゃないか！　う、うおおおおおおおお……おお…………お？

「うーん……」

「なんでテンション下がった顔してるんですか！」

　いや、こうじゃないんだよ。文字で表すと理想そのものなんだけど、なんかこう風情がないというか……だってスカートだけじゃなくて他の服とか髪もヴァッサーッ！　ってなってたし、その後すぽーんっ！　って吹っ飛んでってるし、どうにもこうにもギャグ色が強すぎて……正直、全くときめかない。

「なんかとても失礼な事を考えてる気がします……」

「……そんな事はないぞ。それに、見たって言ってもほんの一瞬だ」

「……ほんとにちょっとですか？　柄とか見えてないですか？」

「天界にも猫とかいるんだな」

「ガッツリ見てるじゃないですか！」

「いや、あんだけデカデカと『ニャーン！』って書かれたら嫌でも見えるって」

「恥ずかしいから口に出して言わないでください！　自分でもこの年齢であれは無理があるって自覚してます……うう」

「ま、まあでもお前の雰囲気には合ってると思うぞ」

　ただの相づち的なフォローのつもりだったんだが、彼女は何を勘違いしたか、ちょっと照れ出した。

「え、えへへ、そうですか？　じ、実は後ろはワンちゃん柄で、そっちも相当かわいくて──って、一体何を言わせるんですか！」

「お前が勝手に言ったんだろうが！」

　薄々感じてはいたが……こいつ、バカだな。

「ところでお前、名前は？」

　そういえばまだ聞いていなかったな。危うく名前も知らない奴やつとファーストキスする所だったのか……

「あ、申し遅れました。私はピュアリィといいます！」

　ピュアリィ、か。

「かわいいですよね。地上で活動するのに名前があった方がいい、って神様が付けてくれたんです」

「たしかにかわいらしい響きだな。何か由来はあるのか？」

「あ、私も気になったんで、神様に聞いたんです。そしたらここに書いてくれました」

　ピュアリィは嬉うれしそうにポケットから紙片を取り出した。そこに記されていたのは──

《ピュアリィの由来　pure＋silly》

「……お前これ、意味分かってるのか？」

「いいえ。ピュアが純粋っていうのは分かりますけど、後半はちょっと。でもなんか、色々想像した方が楽しそうなんで、調べない事にしました」

　sillyの意味って『お馬鹿』なんですけど……純粋なバカって、神様何気にひでえな……まあ当たってるけども。

　まあ知らぬが仏だ。本人には言わないでおいてやろう。

「ところでバカ」

「なんですかいきなり！」

　しまった。つい本音と真実が口をついて出てしまった。

「ああ、悪い悪い。ピュアリィだったよな。せっかく名前を聞いたばっかりでなんだが、俺はそろそろ帰るぞ」

「へ？　ちょっと待ってください。『ラブコメ魔法』はどうするんですか？」

「どうするも何も、俺には何の関係もない話だろ」

「ふふん、そうは問屋が卸しませんよ。私はさっき言いましたよね？　とある要因によって『魔力』が歪ゆがんでしまっているって。その要因というのはあなたですから」

「は？」

「そもそも、歪む以前に、『魔力』を引き寄せているのもあなたです」

「ちょ、ちょっと待て。話が全然見えないぞ。そもそも『魔力』なんてものがどうしてこの世界に存在するんだ？」

「ああ、すみません。まだそこをご説明していませんでしたね。『魔力』というのはその名の通り、『魔法』の源となるエネルギーの事です。この『魔力』は天界の大気中に存在する成分であり、その濃度は常に一定の範囲を保っていて、大きく変動する事はありませんでした。ですが先日『大規模魔力災害』が発生した事で、状況が変わります」

「魔力災害？」

「ええ。原因不明の爆発により、膨大な量の『魔力』が発生。天界の許容量を超えたそれは、別世界──この人間界に漏れ出してしまいました。残念ながらこれはこの世界でいう天災のようなものであり、神族の力を以もつてしても完璧に抑える事はできません」

「その漏れ出た『魔力』のせいで、さっきみたいな『魔法』がこの世界でも発動したって訳か……でもどうして俺が関係してくるんだ？　特別何かした覚えはないぞ」

「はい、それは大我さんの意思によるものではありません。この世界では、金縛りにあったり、この世のものではない何かが見えてしまう体質の人の事を『霊感が強い』と表現しますよね？　そういった理外の現象を引き寄せてしまう体質の人間はたしかに存在するんです。そして、それと似たような事が『魔力』にも言えます」

「俺が、魔力を引き寄せる体質だっていうのか？」

「ええ、それも特大級です。現在、天界から漏れ出したほぼ全ての『魔力』が、大我さんを中心として、この街を覆うようにして漂っています」

　魔力を引きつける体質だと？　そんなはた迷惑なもんがどうして俺に……

「そしてもう一つ、『魔法』が『ラブコメ魔法』に変質してしまった原因もあなたにあるようなんです。それに関してはまだ天界側でも調査中という事なんですが」

「……………………………いや、それは多分、ごくシンプルな理由だ」

「え？　何か心当たりがあるんですか？」

「俺、ラブコメめっちゃ好き」

「は？」

「だから、俺はラブコメが好きで、マンガとかアニメでみるような展開を自分で経験するのが夢だったんだよ」

「え？　じゃあ大我さんの性癖のせいで、『魔法』が歪んじゃったって事ですか」

「……性癖言うな」

「ちょ、ちょっと待ってください。じゃあ私がパンチラしちゃったのも大我さんのせいじゃないですか！」

「いや、お前のはパンモロだったけどな」

「やっぱりガッツリ見てたんじゃないですか！　大我さんのエロガッパ！」

「もう謝ったし、不可抗力だろうが。誰も好き好んでお子ちゃまみたいなクマさんパンツなんで見たくないっての」

「ネコちゃんです！　クマさんは昨日はいてた──って一体何を言わせるんですか！」

「だからお前が勝手に言ってるだけだろうが！」

　……バカだ。

　面倒くさいから話題の矛先を変えよう。

「じゃあ、さっきの手の中にパンツが出現した件も『ラブコメ魔法』だったって訳だな。あれも俺が引き起こしてたって事なのか？」

　まあ話題変えるって言ってもこっちもパンツの話だが……

「あ、それはちょっと違います。大我さんの体質はあくまで『魔力』を引き寄せる体質。大気中に充満したそれを体内に取り込んで『魔法』として発動させるのはまた別の体質──というか才能になります。そしてその才能を持っているのは『ラブコメ魔法』が発動した際に、大我さんの近くにいた人物」

「って事は……シフォンか」

「ええ、その方の可能性が非常に高いです」

　俺が『魔力』を引き寄せる体質で、シフォンが『魔法』を発動させる体質……なんだか厄介な事になってきたな……

「あ、でもそれだったら、シフォンに事情を話して『ラブコメ魔法』を発動させないようにすればいいんじゃないのか」

「残念ながらそれは難しいです。先程才能と言いましたが、それはただ単に、発動させる事ができる、という意味合いであり、本来『魔力』が存在しない世界の住人である人間には、その制御は出来ません」

「つまりは、勝手に発動しちまうって事か？」

「ええ、そして一度発動させてしまったら、解除する事もできません。天使の端くれの私でも、必死にやってなんとか解除できるという感じでしたから」

「マジかよ……あ、でもさっきのシフォンのは勝手に引っ込んだぞ？」

「あれは本格的な発動ではなく、フライングみたいなものです。本チャンで発動してしまったら、自動で引っ込むなんて事はありえません」

「おいおい、だったらどうしようもないじゃんか」

「ええ、何しろ人間界に『魔力』が漏れ出てしまうなんて、天界でも初の事態ですから。今、偉い人達が大急ぎで対策を練っています。そのシフォンさんという方の『魔力』の感じからして、少なくとも明日の昼くらいまでは本チャン発動せずに保もつはずです。それまでにはなにがしかの処置方法を送る、とさっき電話で神様が」

「そっか……じゃあ今すぐシフォンに被害が及ぶって事はないんだな」

「ええ、それは大丈夫ですから安心してください──という事で、さあ帰りましょう」

「ん？　天界にか？」

「へ？　何言ってるんですか。大我さんの家に決まってるじゃないですか」

「は？　なんで？」

「私は今日から大我さんの家に住むからです」

「は？　なんで？」

「だって私、ツテもお金もないですもん」

「は？　なんで？」

「さっきからそれしか言ってないじゃないですか！」

「いや、お前がそれしか言えないような事言うからだろうが」

「ぐっ……で、でも二人きりですよ大我さん。美少女と一つ屋根の下で二人っきり！　正にあなたの大好きなラブコメ展開です。嬉しくないんですか？」

「いや二人っきりじゃねえし。普通に親父おやじもオカンもいるし、妹もいるし」

「え？……なんでお父さん、ジャカルタにお母さん随伴で転勤してないんですか？」

「いや、人の親父を勝手に海外に行かすなよ……」

「ぐ、ぐうう……分かりました。ならば代償をお支払いします」

「代償？」

「あ、あの……ちょっとだけ……ちょっとだけならエッチな事してもいいですから」

「パンツ見るとか？」

「それはすごくエッチな事です！」

「そもそもさっき見てるしな」

「あ、それもそうですね──ってなんで納得してるんですか私は！」

　表情がコロコロ変わって忙しい奴だな……

「仕方ないな……駄目元でオカンに頼んでやるよ」

「ほんとですか！」

　ピュアリィの顔がパアア、と輝く。

　そして二人で俺の家まで赴き、ピュアリィを玄関先に待たせ、オカンと交渉に入った俺だったが──




「駄目だった」

「はやっ！　ちゃ、ちゃんとお願いしてくれたんですか？」

「したっての。『何か特別な事情があるなら、数日泊めるのはやぶさかでないが、最低限親御さんの了承を得た上での事』だってさ」

「とても常識的なお母様です！」

「だから『勘当されてて、行き場がないみたいだぜ』って適当にごまかしたら『私から学校に掛け合ってなんとかしてあげるから、学生証貸してもらってきなさい』って」

「とても良心的なお母様です！」

「お前、もちろん学生証なんて持ってないだろ？」

「それ以前に戸籍がありません……」

「完全にアウトだな……という訳で、やっぱりうちには泊めてやれんが、これは俺からのせめてものはなむけだ」

「え？　あ、ありがとうございます。わーい、なんかの食べ物で──ってタウン○ークじゃないですか！」

「ああいや、食くい扶ぶ持ちの足しになればと思って。住み込みのバイトとか載ってるし」

「戸籍無いって言いましたよね！　どこも雇ってくれる訳ないじゃないですか！」

「ああ、それもそうだな……こうなったらもう身体からだで稼げる職場しかないな」

「なんでエッチなお店に沈めようとしてるんですか!?」

「は？　いや、そうじゃなくて──」

「も、もう大我さんには頼みません！　自分でなんとかします！」

「あ、おい……」

　ピュアリィはぷんすかしながら、走り去ってしまった。

　経歴不問の日雇い肉体労働って意味だったんだが……

　俺が呆あきれつつその背中を眺めていると、ピュアリィは立ち止まってこちらを振り返り、

「心配なさるといけないんで、お母様には自分の家に帰る事になったとお伝えください！　ふんっ！」

　律儀な奴やつだな……バカだけど。
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「よし」

　夕食を挟み、予習復習は完璧。

　その後、日課になっている筋力トレーニングを済ませ、風呂にも入った。

　ここからは自由時間、つまりは好きなだけラブコメを堪能できるという事だ。

「ダウンロード……完了、と」

　奇くしくも今日は俺が一番ハマっている学園ラブコメ、『ラブスロットル！』六巻の発売日だった。

『ラブスロットル！』はキャラクターよし、ストーリーよし、作画よしの三拍子揃そろった完璧なラブコメだ。

　何よりメインヒロインである日ひ野の原はら好このみの笑顔がいい。

　純真で裏表のない彼女の笑顔は、見ているこっちにまで活力を与えてくれる。

　俺は期待に胸を躍らせながら、タブレットのページをスライドさせた。

　朝の時間帯や、学校の休み時間に読んでしまってもよかったが、やはり最高の作品は最高の環境で楽しみたい。

「………………」

『ラブスロットル！』六巻は、冒頭から珠玉の出来だった。

　好は相変わらず反則的なかわいさだし、前巻のラストで登場した新キャラも、いい意味で場を搔かき回してくれそうな感じだ。

『ラブスロ』マジすげえ……現在刊行中のラブコメとしては最高峰の作品と断言できる。

「………………」

　だが、

「………………」

　内容が全然頭に入ってこない。

　……大丈夫だ。あんな高さから落下してきてもピンピンしてる奴だぞ？　放ほっとけば自分でなんとかするだろ。なんかしぶとそうだし、順応性も高そうだし。

「………………」

　でもバカだからな……誰も相手にしてくれなくて、どっかで途方に暮れてるかも……

「あー、くそっ！」

　俺は悪態をつきながら部屋を出て階段を降り、玄関へと向かう。

「オカン、ちょっと出かけてくる！」

　そして、言い捨てるようにして家を出た。




　──が、しかし。

「勢い余って出てきたはいいものの……そんなに簡単に見つかる訳ないよな」

　十数分後、俺は最寄りの駅前を、あてもなくウロウロしていた。

　あいつの居場所を探る手がかりなんて何も──

「おい、お前結構見込みあんな！」

　そこで、やたらに野太い声が響いてきた。

　見れば、工事作業員らしき男性が資材を運んでいる所だった。

　そして、その大柄な男性の後ろで、土ど囊のうらしきものを肩に担いでいるのは──

「ふふん。そうでしょうそうでしょう。ゲンさん、もっと褒めてくれてもいいんですよ」

　ピュ、ピュアリィだ……マジかよ、こんな簡単に見つかるとは！

　俺は反射的に建物の陰に身を隠した。

「こんな細っこい姉ちゃんに務まる訳ねえと思ってたがよ、なかなかどうして根性あんじゃねえか！　お前が担いでんの、大分重てえぞ」

「このくらいなんて事ありません。汗をかけばかくほど、終わった後の牛丼がおいしくなりますからね」

「お、分かってんじゃねえか、ガハハ！」

「そうです。私は分かってる女なんです、がははー」

　朗らかに会話を交わすピュアリィと男性。

「なんだ……うまくやってんじゃん」

　それを見た俺は、ほっと胸をなで下ろす。

　しかし身体で稼げとは言ったが、また随分直接的にハードなバイトを選んだな……

　まあいい。これでなんの憂いもなく『ラブスロットル！』の最新刊を楽しむ事ができる。

　後はあいつに気付かれないようにさっさと帰るだけ──

「……っ!?」

　やべっ……

　ピュアリィの方に気を取られていた俺は、道端におかれていたポリバケツのゴミ箱に気付かずに、ぶつかって倒してしまった。

　あー、やっちまった。中身がほとんど地面にぶちまけられている。

　そのままにしておく訳にもいかず、拾い集めてゴミ箱に戻す。

　だが、もうちょっとで全て元に戻し終わるというタイミングで──

「あれ？　もしかして、大我さんです？」

　ぐっ……見つかっちまった。

「なんか変な音がしたから様子を見に来たんですけど、すごい偶然もあるものですね」

「あ、ああ、そ、そうだな」

「ん？　なんか落ち着かない感じですね？　どうしたんですか？」

「な、なんでもねえよ。ちょっと買い物に来たら、たまたまお前の事見つけただけだ」

「……ははーん」

　ピュアリィは何かに気付いたように、腹の立つ感じの笑みを浮かべた。

「な、なんだよ」

「ひょっとして、私の事心配して探しにきてくれたんですかぁ？」

「ち、違ちげぇよバカ」

「あらあらー。図星みたいですねぇ。顔が赤くなってますよ」

「ふ、ふざけんなよ！　誰がお前なんか心配するか！」

「よーちよち。大我ちゃんは優しいでちゅねぇ」

　な、殴りてえ……

「お前おちょくるのもいい加減に──」

「冗談ですよ」

「え？」

「働き口も見つかりましたし、ちゃんと女性寮での住み込みですのでご心配なく」

　ピュアリィの表情からは、おふざけの色が消えていた。

「嬉うれしいです。今日会ったばっかりの私の事、そんなに気に掛けてくれて」

「ま、まあなんだその……人間じゃないって言っても一応女の子な訳だしな……そりゃ心配しない訳にはいかないというかなんというか……」

「えへへ、ありがとうございますっ！……あ、お仕事中にあんまりお喋しやべりしてるのよくないんで、戻りますね」

「そうか、じゃあ無理しない程度に──って、お前、手ぇ振ってないでちゃんと前見ろっ！」

「へ？」

　ピュアリィは、俺が元に戻したポリバケツのゴミ箱にぶつかり──後ろ向きに倒れ込むようにして、頭から突っ込んだ。

「ひいいいいいいいいいっ！」

　逆さまになり、必死に足をバタつかせるピュアリィは……思いっきりパンツ見えていた。

「……なあ、念ねんの為ために聞くが、お前これ『魔法』使ってたりは……」

「しませんよっ！　変な事言ってないで助けてくださいっ！」

　現実世界にラブコメなんて存在しない、と言ったのは噓うそだったみたいだ。

　俺は今日、三回も美少女のパンツを見てしまった。

　一度目と二度目は『魔法』によるものだったが、これは不思議要素の介在しない、純粋なパンチラ──もといパンモロだ。

　この三次元の世界にも、『ラブコメ』はきちんと存在する。

「ぐああああああっ！　臭い！　臭いですうううううううううっ！」

　……ヒロインに萌もえるかどうかは別問題として。
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　教室に入ると、シフォンがまた儚はかなげな表情で窓の外を眺めていた。

　マスコット的な愛され方をしているシフォンは友達も多く、女子達と一緒に行動している事がほとんどだが、朝のこの時間帯だけはいつも席について、一人で過ごしている。

「おっす。シフォン」

　声をかけると、シフォンが俺の存在に気付く。

「おはよう大たい我が。いきなりだけど私が好きな筋肉は、神紋活躍筋なの」

「……なんて？」

「神様の紋章が活躍する筋肉で神こう紋もん活躍筋」

　もう一回聞いてもさっぱり分からなかった。

「どう？　今のはミステリアスだった？」

　ああ、今日はそういう方向なのか……

　どうやらシフォンが目指す所は『クール』のみではないらしく、その時々によって『ミステリアス』だったり『エレガント』だったり、『スマート』だったりと様々だ。

　ただ、問題なのは──

「よく分からない謎の筋肉をこよなく愛する……そう、私はミステリアスな女」

「シフォン……お前それ、ちゃんと調べてから言ってるのか？」

「ううん。ラジオで聴いて、なんとなく謎っぽいから使ってみた」

　俺は、スマホの検索画面をシフォンに見せつける。

「それ多分肛門括約筋の間違いだぞ……ケツの穴の筋肉だな」

「っ!?」

　その目が驚きよう愕がくに見開かれ、そして──

「ブ、ブラックホールってミステリアスだよね？」

「いや、ごまかそうとしてより下品な表現になってるからなお前……」

「っ……あう……」

　俺に指摘され、羞恥に顔を赤くするシフォン。

　──そう、問題なのは、目指しているのがみな本人と対極に位置する属性だという事だ。

　どう考えても中身は『キュート』とか『ポンコツ』とかそっち系統なんだよなあ……

「うう……コツコツ築きあげてきた『窓際のミステリアス少女』のイメージが……」

　そんな理由で毎日外を見てたのか……一ミリたりとも積み上がってないから即刻やめた方がいいですよ。

「大我見て、気を取り直してミステリアスチャレンジ」

　そう宣言すると、シフォンは教室の床に仰あお向むけに寝そべって、妙なポーズを取った。

「……なんだこれ？」

「ごめん大我。私は今、死体の役をやっているから話しかけないでほしい」

　死体だったのか……

「「………………………」」

　言われた通り、俺は黙る。死体のつもりらしいシフォンも、当然喋らない。

「「………………………」」

「…………やっぱり寂しいから話しかけてほしい」

　なんなんだよ一体……

「で、これのどこがミステリアスなんだ？」

「妖艶な女性が、主人公に意味ありげなセリフを残して、その夜に殺されてしまった所。謎が謎を呼ぶミステリアスな変死体」

「いや、だったら白目はやめろよ……それ変死体じゃなくて変な顔した死体だからな……」

「がーん」

　シフォンはマンガみたいな擬音を発し、唸うなりながら立ち上がる。

「むむ……ミステリアスへの道はかくも厳しいのである」

　厳しいというかその道は完全封鎖されてる気がするがな……

　──って、こんないつも通りにじゃれてる場合じゃないな。今日は確認しなきゃいけない事があるんだった。

「なあシフォン、昨日から今日にかけて、何か変わった事はなかったか？」

　ピュアリィによれば、シフォンには『ラブコメ魔法』を発動させてしまう才能（？）があり、それは早ければ今日中にも……との事だった。

「変わった事？　家で変死体の練習してたらママがちょっと引いてた事かな」

「うん……それは変わった事じゃなくて、極めて正常な反応だな」

　ママさんはシフォンと違い、普通の感覚を持った人らしい。

「変だよね、パパは親指立てて『グッド』って言ってくれたのに」

　パパさんはシフォンと同じで、普通の感覚を持たない人らしい。

「いや、そういう変じゃなくてもっとこう、物理的にありえ──」

「おい、聞いたぞ赤あか城ぎ。昨日、階段から落ちそうになったシフォンちゃんを助けたらしいじゃんか」

　そこで、クラスメイトの声が割り込んできた。

「ああ、田た中なか。そんな大おお袈げ裟さなもんじゃない。たまたま下にいただけだよ」

「またまたー。そんな事言っちゃって。赤城っちなんか格かつ好こよかったらしいじゃん」

　佐さ藤とうも会話に入ってきて、それを皮切りにどんどん人が集まり出した。

「え？　なになに？」「赤城が大おお怪け我がするとこだったシフォンさんを助けたんだって。しかも階途中の不安定な足場で受け止めて」「マジかよ。まあ大我の運動神経ハンパねえかんな」「うんうん。まあこれでラブコメラブコメ言い出さなきゃかっこいいんだけどねー」

　う……なんだか大事になってしまった。ほんとにあれはたまたまだし、そんなに褒めてもらうような事じゃ──

「あ、それで思い出した」

　そこでシフォンがぽん、と手を打った。

「あった。不思議な事。昨日のその時に、大我が私のパンツ握ってた」

「「「「「「「……………え？」」」」」」」

　ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!

　さっきまで俺を賞賛していたクラスメイト達の表情が、一瞬にして凍りついた。

「ま、待て！　待て待て待て！　間違い！　あれは何かの間違いだ！」

「間違い？……って事は、赤城っちがパンツ握ってた事自体はマジなわけ？」

「ち、違う！　そうじゃない！　お、おいシフォン！　ちゃんと説明してくれ！」

「………………………………………あう」

　なんで今更恥ずかしがってんだ！　周りでみんな聞いてるって、言う前に気付けよ！　ポンコツにも程があるだろ！

　そして、シフォンのこの反応は周りから見れば──

「ねえ……これって……」「ああ……クロ確定だな」

　や、ヤバい……これは……これはシャレにならんぞ！

　俺が学生生活の終わりを覚悟した瞬間──

「……待って、みんな」

　そ、そうだシフォン、ちゃんと誤解を解いてくれ！

「ごめん。言い間違った。ほんとは私のじゃなくて、大我は自分のパンツ握ってた」

　ふう……助かっ──いや助かってねえよ！　ある意味そっちの方がやべえじゃねえか！

　だ、駄目だシフォンのヤツ、全然回復してないぞ。完全にテンパってる。

「あ、赤城っち……？」「お前の好きなラブコメ主人公でも学校でパンツは脱がねえぞ」

「ち、違っ……誤解。みんなこれは誤解──」

「ご、ごめん。また言い間違った。大我は私のでもなく、自分のでもなく……あわ……あわあわ……そ、そうだ。自分のお母さんのパンツ握ってた」

「お前もう喋しやべんなああああああああっ！」





２






「はああああああ……」

　あ、朝はマジで死ぬかと思った。

　昼休み。俺は裏庭のベンチで一人、弁当をつまんでいた。

　──あの後、結局誤解は解けた。

　俺がパン咥くわえてる女の子が好きだ、という話をしたから、頭の中で混同してしまい、それとパンツを言い間違ったという事でなんとか押し通した。普通ならかなり苦しいが、シフォンならそれもありえるか、という事でみんな納得し、俺の潔白は証明された。

　いつもなら男子連中と一緒に食べるんだが、今日はほぼ人通りがないこの場所で一人で頭を冷やしたかった。

「しかし、『ラブコメ魔法』が出かかっただけであんな事になるとは……これで本チャンが発動したら──」

「しますよ、そろそろ」

「うおっ!?」

　背後からいきなり声がした。

「ピュ、ピュアリィ……」

　振り向いてみると、そこには自称天使の姿があった。

「どうしたんだお前……ていうか勝手に校内に入ってきて大丈夫なのか？」

　その格好は昨日と同じファンシーなドレススタイル。目立つ事この上ない。

「大丈夫じゃありません。完全なる不法侵入です」

「いや、そんなドヤ顔で言われてもな……」

「やむを得ません。急がないと『ラブコメ魔法』が発動してしまいますから」

「……分かるのか？」

「ええ。独特の魔力の胎動を感じます。もう、いつ発動してもおかしくありません」

「そうか……で、結局『ラブコメ魔法』をなんとかする方法は見つかったのか？」

「ああ、それについては私ではなく『上』の方々がなんとかしてくれました。大我さん。ご自身のスマホを確認してみてください」

「スマホ？」

　俺は言われたままに、ポケットからスマホを取り出し、スリープを解除する。

　その画面にはいつも通りの、見慣れたアプリの列が──

「ん？　なんだこりゃ」

　その中に一つだけ、見覚えのないものがあった。

「『ラブコメマスター』？」

「ありましたか？　それは神様が徹夜で開発した、対ラブコメ魔法アプリだそうです」

　……一体どうやって勝手にインストールしたんだよ。

「詳しい事は聞かされていないんですが、大我さんと中身を確認しろとのお話でした」

「ん？」

　そこでLINEにメッセージの着信があった。

「送り主は……神？」

　……怪しすぎるし、登録した覚えは一切ないんだが……

《あ、大我君こんちはー。どもども、神でーっす》

　なんかチャラい……

《違う言い方すれば、いわゆる一つのゴッド、みたいな？》

　めっちゃチャラい……

《僕が心血を注いで作り上げた『ラブコメマスター』、ちょっと試してみてよ。あ、容量が足りなかったから、君の『おっぱい揉もみむめも』のアプリは削除しといたから》

「テメエなにしてくれてんだ！」

《あはは、うそうそ。僕もやってるけどめっちゃ面白いよね。元のエ○ゲー版よりも、この全年齢アプリ版の方が、揉めそうで揉めないギリギリ感でむしろ楽しいかも》

　こ、こいつ……分かってやがる。神かどうかはともかくとして、友達にはなれそうだ。

「一体なんなんですかその頭の悪そうなアプリは……」

　ピュアリィが呆あきれたようにジト目を向けてくる。

《ああ、そうだ。せっかくだからピュアリィちゃんも大我君に揉みむめもしてもらえば？》

「嫌ですよ！　ていうか揉めるほどありませんか──って何を言わせるんですか！」

　貧乳については触れないでいたのに、なんで自爆していくスタイルなんだこいつは……

《ごめんごめん、まあとりあえず起動してみてよ》

　神（？）の言葉に従いアイコンをタップすると、ピンクを基調とした色遣いにＰＯＰなフォント、軽快な音楽……ちょっと昔のギャルゲーみたいなタイトル画面が表示された。

　スタートボタンを押すと、画面上には真っ白なカードの束が三つ、表示される。

　一つは『魔法』もう一つは『ラブコメ』そして最後に『解除方法』との表示が。

《まあこれだけじゃ分かりづらいよね。理解してもらうには実際にやってみるのが一番。って事で、ピュアリィちゃん、ちょっと『魔法』使ってみて》

「ええっ！」

　画面をのぞき込んでいたピュアリィが大袈裟な声をあげる。

「で、でも神様……ここで使ったら、ラブコメ要素がプラスされちゃうんじゃ……」

《ほら、シフォンちゃんでぶっつけ本番はちょっと不安でしょ？　だからピュアリィちゃんで遊んでか──じゃなくて事前にシミュレーションしとかないと》

「今遊んでからって言いかけましたよね！」

《あははー、でもほら、ピュアリィちゃんはいざとなれば自分で解除できるんだからさ》

「ま、まあそれはそうですけど……」

　ピュアリィは渋々といった感じで俺の方を見る。

「シ、シフォンさんの為ために仕方なくやるんですからねっ……べ、別に大我さんとラブコメしたいからやるんじゃないですからねっ！」

　……なんで唐突にツンデレ要素ぶっこんできたんだろう。

「周りに他の生徒さんはいませんね……よし、じゃあいきますよ……【ウォーター】」

「おおっ……」

　何の変哲もない芝生から、いきなり噴水のように水が湧き上がってきた。相変わらずの人知を超越した現象……『魔法』ヤバい。

「ん？」

　そこで、スマホの画面に変化があった。『魔法』のカードにピュアリィのセリフと同じ【魔法　ウォーター】との文字が浮かび上がっている。

《お、うまくいってるみたいだね。見ての通り、『魔法』カードには、今現在発動している『魔法』が表示されるんだ。で、次は『ラブコメ』に変化があるはずだから、まずはピュアリィちゃんの方を見ててね》

　メッセージの通り、そちらに視線を向ける。

「あ、あれ？　また制御が利かなくなってきました……あ、駄目……これ駄目なやつで──ひゃあああああっ！」

　ブシュウウウウッ！　という音と共に、水流が爆発した。

　そして、その直撃をモロに受けたピュアリィは水浸しになり、

「わ、わあああああっ！　ふ、服が透けちゃってますううううっ！」

「お、『ラブコメ』の所に【ラブコメ　ラッキースケベ・服濡ぬれ】って表示された。なるほど、『魔法』に掛け合わされる『ラブコメ』のシチュエーションが出てくる訳だな」

「ちょっと何冷静に分析してるんですか！　こんな美少女がエッチな感じになってるんだからちょっとは反応してくださいよ！」

「なんだ、見てほしいのか」

「そ、そういう訳じゃないんですけど、シカトされるのも女の子としてのプライドが……」

「わー、たいへんだー」

「棒にも程があります！」

　いや、昨日も思ったんだけど、ピュアリィの場合ギャグっぽさが先に来てしまって萌もえ要素がないというかなんというか……

「お？」

　そこでまた、画面上に変化があった。

《ああ、自動解析が終わりそうだね。『ラブコメ魔法』が発動してしばらくすると、それを解除する為の方法を提示してくれるんだ。あ、今回はそれを待つまでもないから、ピュアリィちゃん自分で解除してね》

「あ、はい。じゃあ解除しま──って、またうまく制御できなっ……あっ」

　次の瞬間──

「うひゃああああああああっ！」

　地面から勢いよく立ち上った水柱によって、ピュアリィの身体からだは舞い上げられた。

　そして、相当な高さにまで達した所でようやく解除が成立したらしく、水柱が消える。

　残されたピュアリィは当然、重力に従って落ちる訳で。

「ぐはあっ！」

　地面に打ち付けられたピュアリィは、一本釣りされた魚みたいにビチビチしていた。

「お、おい、大丈夫か」

「うう、ありがとうございます。一応天使なんで身体の方はこれくらいでは全然。そ、それよりも大我さんが性的な目で見ている事の方が問題で……」

「いや、全然」

「ちょっとは見てくださいよ！」

「ウワー、エロイヨー」

「棒を通り越してカタコトになってるじゃないですか！」

《ピュアリィちゃんお疲れー。いや、僕ね、女の子が酷ひどい目に遭ってるのが楽しいとかいう趣味は全然なくて、むしろそういうの絶対許せない派なんだけど、ピュアリィちゃんに関してだけは、こういう感じの方が輝いてるよねー》

「そ、そうですかねー」

　なぜそこでちょっと喜ぶ……ああ、バカの上にドＭなのか。

《という事で大我君、大体の事は理解できたかな？》

「ああ。だがちょっと待ってくれ。今回のにしても昨日のにしても、ピュアリィだったからギャグで済んだようなものの、シフォンが同じ目に遭ったら大惨事だぞ」

《あ、その点に関しては心配しなくていいよ。ピュアリィちゃんは神の眷けん属ぞくだから『魔力』が強すぎてああなっちゃってるだけ。人間のシフォンちゃんの魔力蓄積量なんて微々たるもんだから、物理的に危険な目には遭わないよ》

　そうか……それなら一安心だ。

《って、事で、僕も今回の『大規模魔力災害』の件で色々対処しなきゃならないから、悪いけど君達の世界にばっかりかまってる訳にもいかないんだ。それじゃピュアリィちゃんと二人で頑張ってね、ばいび～》

「あ、おい……」

　そこで、LINEのメッセージは途切れてしまった。

「……おいピュアリィ、あんなのが本当に神なのか？」

「あ、はい。たくさんいらっしゃる神様の中でも、かなり神格が高い方かたですよ」

「マジかよ……まあでも、解除法が提示されただけ、状況はマシになったな」

「ええ、お三方への被害が極力少なくなるように頑張りましょう！」

「お三方？　どういう事だ？」

「あ、まだお伝えしていませんでしたね。『ラブコメ魔法』を発動する可能性のある方はシフォンさんだけじゃありません。まだ気配が薄くて、詳細には感知できませんが、この学校内にシフォンさん以外にもう一人、そしてこっちは更に気配が薄いんですけど……校外のちょっと離れた所に更に一人です」

「そっか……じゃあその二人も早く特定する必要があるな」

「あ、でもすぐに発動しそうなのはシフォンさんだけですので、まずはそちらを──」

「ちょっと君」

「はい？」

　後ろから声がして振り返るピュアリィ。

「その格好……君、ここの生徒じゃないよね」

　そこに、不審げな顔で立っていたのは、屈強な大男だった。

　うちの高校では、父兄からのリクエストに応える形で、昨年から警備員が常駐するようになっていた。

「うっ……そ、それはその……」

　明らかに目が泳ぐ不法侵入者。

「あ、そうだ！　演劇部……私、演劇部なんです！　演技大会が近いので昼休みも練習を」

「高校の演技発表で、そんな扇情的な格好が許されるのかい？」

「うっ……」

　ピュアリィの格好はビチャビチャのまま……そりゃ疑われるわな。

「私は毎日生徒諸君の登下校を見守っているが、君には見覚えがない……念ねんの為ため、学生証を見せてもらえるかな」

「うっ……きょ、今日はたまたまおうちに忘れちゃって、あはは……」

「……であれば、職員に確認を取るので学年、クラスと名前を教えてくれ」

「ううっ……」

　縋すがるような目でこちらに助けを求めてくるピュアリィ。まったく世話が焼けるな……

　俺は自分の学生証を警備員に提示する。

「二年一組の赤城大我です」

「ああ、君の事は知っているよ。文武両道の模範的な生徒だそうだね」

　硬かった彼の表情が少し緩む。よし……ラブコメ展開に向けての日々の自己鍛錬が思わぬ所で役に立った。

「彼女は君の知り合いなのかな？」

「そうなんです。来月からうちに通う予定の交換留学生で、今日は事前見学に来てて」

　裏を取られればすぐさま露見する噓うそだが、とりあえずこの場を凌しのぐにはこれくらいしか思いつかない。

「まあ先生方からの評判もいい君が言うならば信じよう……と言いたいところだが私も仕事なのでね。悪く思わないでほしいが、万全を期して確認させてもらう。もし、不審者をかばい立てしているようなら…………君の内申点は残念な事になるだろう」

「すいませんこの人とは今初めて会いました。脅されて仕方なく庇かばうような噓を」

「変わり身はやっ！　ちょ、ちょっと大我さん、何言ってるんですか！」

「大我さん？　馴なれ馴れしい呼び方しないでもらえますか？　ていうかマジで誰です？」

「なっ……大我さんあなた──」

「こっちへ来なさい」

「へ？　あ、ちょっ……ひ、引っ張らないでくださいいいいっ！」

　為なす術すべも無く連行されていくピュアリィ。

「う、裏切り者おおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　まあ不法に侵入しただけで、学校内で何かやらかした訳じゃないから、いきなり警察に突き出されたりはしないだろう……多分。

　だが、魔力を感知できるピュアリィがいなくなってしまったのは痛手だ。

　昼食は女子達と教室で食べる事が多いシフォンだが、それが終わると、一人でふらふら～、とどこかにいなくなる事もしばしばだ。

「……早いとこシフォンを見つけないとな」

「呼んだ？」

「うおっ！」

　真後ろから探し人の声がした。

「校内探検してたら、女の子の変な声がしたから来てみたの。そしたら大我がいた」

　おお、ピュアリィの叫びがシフォンを呼び寄せたのか。よかった。これであいつも少しは浮かばれるだろう。

「大我……さっきはごめんね。私のせいでみんなから誤解されちゃって」

「あ、ああ……結局は分かってもらえたし、次から注意してくれれば大丈夫だ」

　それに、昨日俺がシフォンのパンツを握ってたのは事実な訳だしな……あれは『ラブコメマスター』の例にあてはめると『魔法』が【テレポート】で『ラブコメ』が【ラッキースケベ　パンチラ】といった所だろう……いや、チラどころじゃなくパンモロ……すらも通り越して握ってた訳だけども……

　まあ過去の事は今はともかく、とりあえずシフォンに事情を説明しなくては。

「シフォン、ちょっと話があるんだけどいいか？」

「え？　私がミステリアスだっていう話ならもう分かってるけど？」

　そんな話は微み塵じんもする気ねえし、分かった気になってるのはお前だけだ……

「……いや、そうじゃなくてだな。これからかなり荒唐無稽な話をするけど、疑わないで聞いてほしい」

「大我、ものすごく真面目な顔してる……うん、分かった。どんなお話でも信じるね」

「そっか、助かる。実は昨日、俺がお前のパンツを握ってしまったのは……実は『魔法』のせいなんだ」

「おまわりさ──じゃなくてお医者さーん」

「信じる気ゼロじゃねえか！」

　俺は思わず声を張り上げた……まあでも普通はそういう反応になるよな。

「大我。いくらなんでもそれは無理がある。この世に『魔法』なんてものがない事くらい、私は中学三年生の頃から知っている」

　いや、遅いけどなそれ……

「信じられないかもしれないが本当なんだ。俺は昨日から何回もこの目で見て──」

「？　急に黙っちゃってどうしたの、大我？」

「シ、シフォンお前…………浮いてるぞ！」

「浮いてる？　大我、冗談を言うならもっと現実的な…………………………はえ？」

　僅か数十センチであるが、シフォンの身体は地面を離れて……完全に浮いていた。

「浮いてる？　私……浮いてる？」

「お、おお……浮いてる……な」

「もしかして…………これが大我の言ってた『魔法』？」

「あ、ああ。そうだ。俺も詳しく把握してる訳じゃないんだが、俺達の住む世界とは別に天界って所があって、そこで発生した大規模魔力災害によって漏れ出た『魔力』が──」

「あ、すごい。これ好きな方向に動けるよ。すいー、すいー」

　……聞いてねえ。

「大我すごい。私って実は魔法少女だったんだね」

「いや、そういう訳じゃないと思うけどな……」

　発動や解除は自由にはできないって話だったけど、起こった事象に関してはある程度自由に操作できるらしい。

「わーい、わーい」

　楽しそうに動き回ってるし……

「お前……マジでミステリアスさの欠片かけらもないな」

「む、そんな事ない。私は今、ミステリアスにはしゃいでいる。わーい、わーい」

　俺の知ってるミステリアスと違う……

「ていうかシフォン、遊んでないでちょっとこっち来い。ほとんど人通りのない場所とはいえ、万が一誰かに見られたら騒ぎになる」

「はーい」

　素直に返事をしたシフォンは、すいー、と俺の傍そばまで寄ってきた。高さは一定を保ったまま水平移動しているようなイメージだ。

「ねえねえ。こういうの何て言うんだっけ？　魔法少女関係で、なんか流行はやった言葉、聞いた事ある気がする」

　シフォンは人差し指を顎に当てて、考えるような仕草をして、

「あ、思い出した。私、今とってもマミってる」

「うん、それは全然違う意味だから使うのやめような」

「そーなの？」

　知らない子はくれぐれもググらないようにしようね。

「って、こんな事してる場合じゃないな……」

　俺は呟つぶやきながら、スマホの『ラブコメマスター』を起動させる。

　そこには【魔法　マグネット】との表示が。マグネット？　浮くなら【フロート】とかじゃないのか？

「なあシフォン、お前どういう感じで──っ!?」

　びたん！　という音がして俺は瞬間的に地面に這はいつくばっていた。

「こ、これはっ……」

　お、同じだ……ピュアリィの重力の魔法の時と同じで、何か強制的な力で地面に縫い止められている。だが、あの時とは感覚が違う……昨日のは上から押されているようなイメージだったのに対して、これはなんだか下から引っ張られているような……

「そうか……磁石か……」

【マグネット】の名前の通り、磁力を操る魔法……シフォンが飛んでいるように見えるのは、自身と地面に相反する性質の磁力を付与し、その反発作用で浮力を得ているんだろう。

「大我、急に寝っ転がってどうしたの？　だいじょぶ？」

　シフォンのこの反応からしても、俺に重力を付与したのは意識的なものではない……制御できる部分とそうでない部分が混在してるって事か。

「あ、ああ……問題ない」

　幸いにも、ピュアリィの時ほどは力が強くないみたいで、重さは既にほとんどなくなっていた。立ち上がりながらスマホの画面を確認するが、『ラブコメ』のカードは真っ白のまま……そっちはまだ発動していないって事か。

「いいか、魔法の存在が確認できた所で本題に入るぞ」

　俺は昨日から今日にかけて得た情報を、かいつまんでシフォンに説明した。




「──って事で、これから何かラブコメ的な事が起こるはずなんだ」

「ラブコメ的って……たとえばどんな？」

「いや、それが分かれば苦労は──うおっ！」

「きゃっ！」

　シフォンの顔が、すぐ目の前にあった。

「なっ……」

「──っ!?」

　お互いの身体からだが吸い寄せられ、びったりとくっついていた。

　ち……近い！

　顔はかろうじて接触を免れているものの……そこ以外は完全に密着してるぞこれ！

「お、おいシフォン、どうにかならないのかっ！」

「あばだべべぶぶべばばば」

　錯乱具合が半端ねえ！

　そして次の瞬間──

「うおおおおおおおっ!?」

　強烈な力によってバチコーン！　と弾はじき飛ばされ、俺は勢いよく地面を転がった。

「く……てて……」

　磁石の性質を変えて、急反発させたのか？……まあ結果的には助かったな。

「シフォン、お前はどこも怪我けがしてないか？」

「すー、はー、すー、はー……私は平気だけど大我は痛かったでしょ？　ごめんね」

「いや、制御出来ないのはお前のせいじゃないから気にすんな……でもそれにしてもいきなり過ぎる強制密着だったな。シフォンがあれだけ慌てるのも無理ないよな」

「え？　ちょっと何言ってるのか分からない。ミステリアスな女はいついかなる時も取り乱したりしない」

　こいつ……なかった事にしようとしてやがる。

「見て、この氷のような表情を。この絶対零度を脅かす事はどうやっても不可の──っ!?」

　その瞬間、磁力による引き寄せが再び発動した。

「うおっ……ま、またくっついた！」

「あぶでばばでろでろでろ！」

　……一瞬にして氷溶けまくってんじゃねえか。

「あｑｓｗでｆｒｇｔｙふじこ」

「落ち着けって。そこまで慌てる事でも──」

「バブ……バブバブ……バブ」

　やべえ……錯乱のあまり、幼児退行が始まってしまった。シフォンの精神衛生の為ためにも早くこの『ラブコメ魔法』を解除しなければ──

「うおおっ!?」

　と、思っていた矢先に、再びバチコーン！　と弾き飛ばされた。

「てて……」

　起き上がりながら『ラブコメマスター』を確認する。

　新たな『ラブコメ魔法』の発動を検知

【魔法　マグネット】×【ラブコメ　密着】

【解除方法　赤城大我と神かみ代しろシンフォニアが【マグネット】により密着した状態を一分間維持する事】

「マ、マジかよ……」

　一分……それは、果てしなく永遠に近い時間に感じられた。俺はともかく──

「バブ……バブバブ……バブゥ」

　……現実逃避で幼児化してしまうようなやつに耐えられる訳がない。

「シフォン、戻ってこい……シフォン！」

「はっ……わ、私は何を？」

「いや、赤ちゃんに戻ってバブバブ言ってたぞ」

「……………………………………………違うの。入浴剤の名前を連呼してただけなの」

　別にそっちでもミステリアスさはゼロだけどな……

「ていうかそれはどうでもいい。この『ラブコメ魔法』を解除する方法が判明したんだ。俺とお前がくっついたまま、一分間経過する事だっ──」

「無理」

　バッサリと即答。

「だよな……そりゃ嫌なのは分かるけども……悪いが現状だと他に方法が無いんだよな」

「そ、そうじゃなくて、別に大我とぺたってするのは嫌じゃないんだけど、その……恥ずかしいというかなんというか……くっつくと私、ミステリアスじゃなくなっちゃうし……」

「あ、そうだ。シフォン、背中同士ならどうだ？　正面からより大分ましじゃないか？」

　解除方法には『密着した状態』とあるだけで、向きの指定はされていなかった。手だけ繫つないで～とかも考えたが、それだと密着と判断されるか微妙な所だ。やはり、身体の大部分はくっつける必要があるだろう。

「あ、それならあんまり恥ずかしくないかも」

「よし、それじゃあやってみるか」

　二人ともくるりと踵きびすを返し、背中合わせに立つ形になった。

　直後、身体の背面から引っ張られるような力を感じた。それに従い、俺は後ろに一歩踏み出す。まずは臀でん部ぶが触れ合い、それから背中が──

「無理」

　バチコーン！

「ぐああああああっ！」

　俺は激しく弾かれて、三度転がった。

「ご、ごめん……」

「ぐ……シフォン、一体何が駄目だったんだ？」

「だ、だって……まずお尻とお尻がくっついたでしょ？　その時に大我が『うへへ、ねーちゃん、ええケツしとるやないか』って思ってるかも……って考えたら恥ずかしくて」

「そんな下品な事思ってねえよ……」

「じゃあ『お嬢さん、げに誠に素晴らしい臀部であらせられますね』とか思ってるの？」

「上品に下品な事言ってるだけじゃねえか！」

「あ、おんぶ」

　そこでシフォンがぽん、と手を打った。

「おんぶなら、そこまで恥ずかしくないかも」

　おお、なるほど。それはちょっと盲点だったな。

「よし、それじゃあ早速やってみるか」

　俺は片膝を突き、両手を後ろに伸ばし、シフォンが乗りやすいような体勢を作る。

「じゃあ、いくね」

「おう。よっと……どうだシフォン、これなら一分間保もちそ──」

「バブバブ……バブウ……」

「秒殺!?」

　だ、駄目だシフォンの奴やつ、また幼児化しちまった。耐性が無いというかあまりにもウブすぎる。このままじゃ、また弾き飛ばされて──

「………………あれ？」

　だが、数秒経たっても先程のような衝撃は襲ってこなかった。

「バブウ……」

　どういう事だ？　幼児化はしてしまったが、無意識に弾き飛ばすまでは羞恥のレベルが達しなかったって事だろうか？　それともさっきよりは慣れて耐性が付いた？……まあどっちにしろ俺にとっては都合がいい。シフォンには悪いが、このまま意識が戻らないでいてくれればそれだけでミッションクリア──

「赤城君……何…………してるの？」

「っ!?」

　唐突に背後から声がして振り返る。

「す、鈴すず木きっ……」

　そこにいたのは、口に手を当てて目を見開いているクラスメイトの女子。

「バブゥ♪」

「バブゥ？　え？　え？　もしかしてこれ……赤ちゃんプレイとかいうやつ？」

「ち、違うんだ鈴木！　これには訳があってだな！　そ、そうだ！　これは赤ちゃんとかじゃなくて入浴剤の──」

「パパァ」

　なんで!?

　幼児退行の上に俺を父親だと思い込んで……さ、最悪の展開だ。

「や、やっぱり赤ちゃんプレイじゃない……」

「ち、違う！　パパってそういう意味じゃない。な、俺はパパじゃないよな、シフォン？」

「うん、ほんものじゃないパパさん」

　余計ヤバくなってんじゃねえか！

「よ、幼児を愛人にするプレイ……鬼畜の所業じゃない」

「こ、これには訳があるんだっ！　本当は今すぐにでもやめたいんだこんな事っ！」

「う、うん、そうだよね……赤城君は生身の女の子に興味無いはずだもんね。何かの誤解だよね。ちゃんと聞くからまずはシフォンちゃんを降ろそ？」

「……………………あと三十秒だけ待ってくれないか」

「未練タラタラじゃないの！」

　だ、だから違うんだっ……でも、ここで降ろしてしまってはまた振り出しに──

「ほえ？」

「あっ、シフォンちゃんが正気に戻った」

　なっ……こ、このタイミングでかよっ！

「…………ふえ？」

　なんだかまだ寝ぼけている感じのシフォン。

「お、おい、何を……」

　そしてそのまま俺の身体からだを伝って動き、背中から前面の方に回り込んで──

「ぎゅう……」

　ま、まさかのフロントだっこ……ね、寝ぼけてるどころかまだ赤ちゃんモードだった！

「あ、挙げ句の果てにコアラプレイ……ケダモノッ！」

　鈴木さんアナタちょっと妄想が激しすぎませんか！

「よじよじ」

「お、おいシフォン、お前何やって……」

　か、身体をよじ登ってきやがった！

　シフォンの顔が、俺の眼前に達する。

「へへ～」

　そしてシフォンは純度百％の邪気の無い顔でにっこりと笑い──

「ちゅっ」

「うおおおおおっ！」

　あ、危ねえええええっ！　よ、避よけなかったら完全に口と口でキスしてたぞこれ！

「ちゅっ」

「ぬおおおおおっ！」
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「ちゅっ」

「ぐおおおおおっ！」

　二発目、三発目をすんでの所で避ける。シフォンの（おそらく）初キスは、断じてこんな場所で俺となんて交わしていいもんじゃない。

「わ、私は一体何を見させられてるの？……」

　鈴木それは俺が聞きたい！

「ちゅっ」

「危なっ……シ、シフォン、いい加減にやめ──ぐあああああっ!?」

　く、首が攣つったああああああああっ！

　ま、まずい……このままじゃ、次の攻撃（？）を避けられない！

「えへへ～」

　く、来るっ……

「ま、待てシフォン！　それは本当に好きな奴のためにとっとかなきゃ駄目だ！」

「……え？」

　よ、よし、シフォンの動きが止まった！　俺の呼びかけが無意識下に届いたか。

「うん、じゃあ、ちゅーする」

「なんで!?」

　だ、駄目だ、やっぱり全然理解できてねえ！

「ちゅっ！」

「や、やめっ──」

　そこで、派手なファンファーレが俺の携帯から鳴り響く。

「っ!?」

　唐突なその音にびくっ、とシフォンの動きが止まる…………唇と唇がくっつく寸前で。

「………………………ほえ？」

　そして、焦点の定まっていなかったシフォンの目に光が戻る。

「………………………大我？」

　シフォンは首を傾かしげ、暫しばらく固まった後──

「────っっっっっ!?」

　どうやらいたしていた間の己の所業を、全て思い出した模様のリアクション。

「あ、あわっ……あわわわわっ！　ｑあｗせｄｒｆｔｇｙみねふじこ！」

　こんなに赤くなっていいのかって程に顔面を染めて──

「ば、ばちこーん！」

「………………………」

「ば、ばちこーんっ！　ばちこーんっ!!」

「………………………」

　さっきのファンファーレは解除できた証あかしだったようで、俺を弾はじき飛ばそうとしても【マグネット】はもう発動しなかった。

「う～、う～っ！」

「お、おい、首攣ってんだから抱きついたままジタバタしないでくれ！」

「だって……だってぇ…………………はっ！」

　シフォンは急に『思いついた！　これしかない！』みたいな表情になって、俺の首から手を放す。そして、そのままふわっと地面に着地──

「と、ととと……ひゃんっ！」

　できずによろけた後、どちゃっと尻餅をついた。運動神経わるっ！

「だ、大丈夫か？」

「平気。ミステリアスな女はちょっとふらついたくらいでは動じない」

　盛大にずっこけてるから動じた方がいいと思いますが。

　シフォンはスカートの裾をぱんぱんと払いながら立ち上がり、髪をかき上げてドヤ顔を向けてきた。

「さっきのは違うの大我。私はあまりにもミステリアスすぎて、時々自分でも何をやっているのか分からなくなるの」

　それは単なるヤバい奴です。

「えっと……あの……」

　シフォンの言葉を受けた鈴木も困惑気味。

「おお、大我も鈴木さんも私もあまりのミステリアスさに言葉もない様子」

　違います。『まさかこれでごまかせたつもりじゃないだろうな？』と呆あきれています。

「うむうむ。それじゃあ私は校内の探検に戻るね。じゃっ」

　シフォンはとてもスッキリした様子で、ててて、と駆けていってしまった。

　釈然としないまま残される俺と鈴木。

「えっと……シフォンちゃんは寝ぼけてたって事でいいのかな？」

「まあ、そんな感じだろうな……」

「よかった……赤城君がああいうプレイをやらせてるんだと思ってたよ。一瞬『死んだ方がいいよ』とか思っちゃってごめんね」

「そんな事思ってたのか……まあ誤解が解けたんなら何よりだ」

「それにしても……シフォンちゃんってそうだったんだね。まあいつも仲良くしてるし兆候はあったけど……あ、私、口堅いから安心してね」

「ああ、言いふらさないでくれると助かる。シフォンがテンパりすぎると誰でも構わずキスしまくるなんて伝わったらかわいそうだからな」

「……え？」

「ん？……何が『え？』なんだ？」

「赤城君……ひょっとして気付いてない？　あれってどう見ても気持ちが無意識に表に出ちゃってた感じでしょ？」

「ああ、そうだな。あいつは誰とでも仲良くできるいい奴だからな。博愛とか友愛とかそういうのが肥大化して、無意識に表に出ちゃったんだろ」

「………………………………赤城君」

　鈴木はそこで、『信じられないものを見た』みたいな表情になり──

「死んだ方がいいよ」

「なんで!?」





＊






　死にたい……もう死にたいっ！

　う～、うう～っ。

　なんで私……なんで私、あんな……

　ああ～っ！　あああああああああ～っ!!

　我慢出来ずに、しゃがみ込んで両手で顔面を覆う。

　い、いくら寝ぼけてるみたいな状態だったとはいえ、ちゅ、ちゅー……大我にちゅーしようとしちゃった！

　うああああああああああ～！

　四よつん這ばいで頭を抱える私……恥ずかしさでどうにかなりそう。

　気付かれた……大我はものすごくニブチンだから大丈夫だろうけど、鈴木さんには私が大我の事好きなの、絶対に気付かれちゃったよぉ……後でお菓子あげて黙っててもらうように頼まなきゃ。

　それに大我に、誰にでも軽々しくちゅーする女の子だと思われちゃったかも……うう、嫌われちゃったらどうしよう……やだよ……大我にも私の事を好きになってもらいたい。

　これからも『ラブコメ魔法』で今回みたいな甘々な展開が起こるかもしれない……そこで大我に私の事をいいな、って思ってもらうにはどうすればいいか？

　あ、そうだ！『ギャップ』──男の子は女の子のギャップに弱いって、何かの本かテレビかネットのどこかでそう言ってるのを聞いた事がある。

『ラブコメ魔法』で甘々なイベントが起こるならば、普段の私はどういう風に振る舞えばいいか──

「はっ!?」

　とんでもない事に気付いてしまった……大我にギャップを見せるんなら私はありのままの姿でいればいいという事に。

　そう、私は神代シンフォニア。スーパークールで超ミステリアスな女の子なんだから。





＊






「ふう……どうにか解除できたな」

　鈴木も去り、一人になった俺が一息ついた所で、

「う～ら～め～し～や～」

　不意に背後から聞き覚えのある天使の声がして、振り向いてみると──

「ん？　誰もいない？……気のせいか」

「いやいますよ！　めっちゃ目の前にいますよね！　なに無視しようとしてるんですか！」

「あれ？　微かすかにピュアリィの声がした気がしたんだけどな……」

「ちょ、ちょっと大我さん？」

「ま、空耳か。一人でここにいてもしょうがない。俺も教室に戻るか」

「へ？　な、なんですかこれ………………………………もしかして私の姿が見えてない？」

「しかしあいつには悪い事したな……戻ってきたら謝らないとな」

「ま、まさか『ラブコメ魔法』が発動して…………おーい、大我さん、ここです。私はここにいますよーっ！」

「ああ、五時限目はたしか数学だったな……絶対眠くなるわ」

「か、完全に見えてません……これはもしかして【インビジブル】？」

「また『ラブコメ魔法』が発動するかもしれないから、一応警戒しないとな」

「た、大変です……なんとかしないと。【インビジブル】の魔法は見た目と発する音を認識させなくする魔法ですから、触れば私の存在に気付いてもらえ──ちょっと待ってください。その前に少し悪戯いたずらしてもバチはあたりませんよね。一応反省はしてるみたいですけど、警備員さんに私を売った罪は消えません。『私が目の前でセクシーポーズをしてるのに見られない刑』に処します。ふっふっふ。あとから最大限に悔しがるといいです。ちらっ……ほらほら、美少女がパンツ見せてるのに分からないなんてかわいそうですねー」

「…………」

「ん？」

「………………」

「な、なんか見えてないにしてはその蔑むような視線はおかし──」

「……ピュアリィ。お前、ほんとバカな」

「見えてるじゃないですか！」

「うん。最初っからずっと見えてた」

「うわああああああっ！　見られた！　またパンツ見られましたああああっ！」

「いや、正確にはお前が自分から見せたんだけどな……」

「ひ、ひどいですっ……もっと早く言ってくれればこんな変な事しなかったのにぃ……」

「いや、俺もセクシーポーズとか言い出した時点で（痛々しい事になりそうなんで）バラそうかと思ったんだが、その暇もなくお前がそれ以上の痴女ムーブを始めた訳だが」

「ぐっ……ぐううう……エッチ！　大我さんのエッチ！　エッチスケッチワンタッチ！」

　古い……ネタが元号二つ分くらい古い。

「そもそもなんで私の事が見えないフリなんてしてたんですか！」

「いや、シカトっぽい感じで軽くイジろうとしただけなんだが、お前が勝手に『ラブコメ魔法』と勘違いしだしてだな……そもそもお前の場合は自分で発動させなきゃ、勝手に『魔法』は始まらないだろ」

「そ、それはたしかに……ま、まあ私の落ち度もあったようですから、今の事故は勘弁してあげます……ですが、さっきの警備員さんの件は許せません！　うらめしやです！」

　頰ほおを膨らませてプリプリするピュアリィ。

「まあそれに関しては悪かったけど、あの場はああするしかなかったんだよ。俺がかばった所でどの道、教師には確認されてただろうし」

「まあそれはそうですけど……」

「ていうかお前、その格好……」

「あ、気付いちゃいました？　そうです、この学校の制服ですよ！」

　制服に身を包んだピュアリィは、嬉うれしそうにくるり、と回ってみせた。

「一体どこで買ったんだそんなの。この時期にすぐに手に入るようなもんじゃないだろ」

「ふふん、私はデキる女ですからね。制服の調達なんて朝飯前です。ブルセラショップという所で簡単に手に入りました」

　……このご時世にまだ存在したのかそんなの。

　というか、俺も知識として知ってるだけで、実際に目にした事はない。

「実はこれ、有名人が実際に着用したものなんだそうです」

「お、マジか。じゃあうちの卒業生？　でも比較的歴史の浅い学校だし、そんな有名な人を輩出したなんて話は聞かないけどな……ちなみに、なんていう人なんだ？」

「貞てい童どうキルラさんって方です」

「………………」

「大我さん、どうしたんですか？」

　いや、それってバリバリのセクシー女優なんですけど……

「あ、着用してる証拠写真も見せてもらいましたよ。ものすごく汚い廃校みたいな所で、ベッドに手錠がついてました。あ、あとワンちゃんも一緒に写ってましたね」

　完全に撮影で使用したヤツじゃねえか……しかも特殊寄りジャンルの。

「頼み込んで、なんとか昨日のバイト代の範囲で譲ってもらえました。どうです？　これならここの生徒さんに溶け込めますよね」

「いや、お前そもそも髪の色が浮いてるし、それに──」

「ちょっと君」

「へ？」

　唐突に声をかけられ、ピュアリィが振り向いたその先には──

「さ、さっきの警備員さんっ……」

「ついさっき摘つまみだしたはずだが……なぜまた校内にいるのかな」

「うっ……」

　いや、服装だけ替えても顔が割れてりゃ当然こうなるだろうよ……

「納得のいく理由をお聞かせ願おうか。さもなくば今度は公的機関に連絡する事になるよ」

「わ、分かりました……では本当の事をお話ししましょう。私……実は芸能人なんです。ほらほら、よくみたらかわいーでしょ？」

　またそんなすぐバレるような噓うそを……

「実はこれ、極秘の撮影の為ための下調べなんです。だからさっきは事情をお話しできなくて……ふふ、内緒にしてくださいね」

　唇に人差し指をあてながらウインクするピュアリィ。アピールの方法が古いし、ウインクめっちゃ下手……

「ほう、芸能人か……ならば名前を教えてもらえるかな」

　この情報化社会、たとえマイナーな人物の名前を挙げた所で、僅か数秒で顔を検索して真偽を判定できる。初手にして完全に詰んでいた。

　そして、追い詰められたピュアリィが口にした名前は──

「…………………………………………………て、貞童……キルラです」

　ピュアリィさん……バカすぎっす。

「ていどうきるら？」

　首を傾かしげる警備員。ああ、よかった……業界内ではトップクラスの人気を誇る女優だが、真面目そうな人だから知らなくても不思議はない。

　なんとかして検索するのを妨害すれば、時間稼ぎ程度には──

「貴様キルラ様の名を騙かたるとは何事かああああああっ！」

　やべえガチファンだった！

「ひっ……ああ、あのっ……あのそのですねっ……」

　警備員の急な変貌にビビりまくるピュアリィ。

「じ、実は私、その貞ど──」

「黙れ。次にその名前を口にしたら、この世から存在を抹消する」

「恩人を殺した者に向けるような目をしています！」

「当然だ。私がどれだけキルラ様のお世話になったと思っている」

　それはお世話の意味が違うだろ！

　理由はどうあれ、警備員から放たれる禍まが々まがしいオーラは尋常なものではなかった。

「す、すすす、すみませんでしたああっ！」

　生命の危険を感じたらしいピュアリィは即座に土下座……プライドゼロだなこいつ。

「警備員さん、反省してるようですから、その辺で許してやってもらえませんか」

「……ふむ。まあ赤城君がそう言うならば」

　俺の言葉で彼のテンションが若干落ち着く。

「で、君は結局何者なのかな？　こうまでするからには、校内に何か重大な用事があるんだろう？　私とて鬼ではない。危険がない事が分かれば多少は目を瞑つぶろうじゃないか」

「ほんとですかっ！　私はピュアリィといいます。この学校へは人助けの為に来ました」

「ふむ……綺き麗れいな目をしている。噓を吐ついている訳ではなさそうだ。では、その人助けの具体的な内容を──ん？」

　警備員のセリフの途中で、ピュアリィの制服からぽとりと何かが落ちた。

「む、なんだね、この粉は」

「あ、それは『ヘヴンズ・エンジェル』といって、お鼻から吸うととっても気持ちよくなる素晴らしいお薬で──」

「来い」

「へ？　ちょっ、なんで？　お話聞いてくれる流れだったじゃないですか！　あ、やめて！　引きずらないでえええええええっ」

　………………バカにも程がある。

「た、大我さん、助けてくださいっ！」

「赤城君、言うまでもないが、こんな危険人物を庇かばうような事があれば君の内申は──」

「なんか自分で天使（笑）とか言ってましたそいつ」

「……現実と妄想の区別がつかない程の中毒者という事か」

「お、おのれ赤城大我！　末代まで祟たたってやりますからねえええええええええっ！」

　怨えん嗟さの言葉を吐きながら連行されていくピュアリィ。

　完全に自分のせいだろお前……まあほっとくのも目覚めが悪いから助け船を出すか。

「【インビジブル】だ」

　先程、ピュアリィが勝手に勘違いした魔法の名前を口にする。

「はっ……そうか、その手がありました…………発動します！」

「……む？」

　おお、凄すげえ……警備員に引きずられていたピュアリィの姿が一瞬にして消え去った。

「ば、馬鹿な……一体どこへ消えた？」

　今回は【インビジブル】がガチ発動しているようで、隙を突いて脱出したピュアリィの姿と音は俺にも感知できない。

「……逃すか！」

　警備員は首を傾げながらも校門の方へダッシュしていった。

　その姿が見えなくなった所で──

「ふう……なんとかなりました」

「うおっ！」

　いきなり俺の隣にピュアリィが出現した。

「お前、そこにいたのか」

「はい。でも警備員さんがすぐにいなくなってくれて助かりました。早めに解除しないと『ラブコメ魔法』が発動しちゃいますからね」

「………………………」

「大我さんどうしました？」

「いや、言いづらいんだが……」

「なんです？」

「もう発動してるぞ」

「へ？」

　ピュアリィは俺の視線の先を辿たどり、首を下に向ける。

「ほあ──っ!?」

　そこでは見事に彼女のスカートだけがインビジブルしていた。

　つまりは──

「ま、またパンツ見られましたああああっ！」

　慌てて残りの【インビジブル】を解除するピュアリィ。

「……見ましたよね？」

「まあ、ちょっとだけな」

「……ほんとにちょっとだけですか？」

「天界にもイチゴってあるんだな」

「ガッツリ見てるじゃないですか！」

　そもそもさっきお前が自らガッツリ見せてきた訳だが。

「あ、一個だけツブツブの数が違うのが混じってたな」

「間違い探しレベルで凝視してるじゃないですか！」

「いや、冗談だよ。ツブツブは適当に言っただけだって」

「うう……でも秒数の問題じゃありません。もう駄目です……私は女の子として終わりです……これでも吸わないとやってられません」

　ピュアリィはポケットから『ヘヴンズ・エンジェル』を取り出し、

「ふんかっ……ふんかっ……」

　いや、吸い方……思い切り鼻からいってるよこいつ……

「ああ～、やっぱり最高ですねえ」

　恍こう惚こつの表情を浮かべるピュアリィ。

「あっ……」

「どうしました、大我さん？　私は今最高に『ハイ！』ってやつですから、パンツの件はもう許してあげますよ」

「いや、そうじゃなくて……後ろ」

「へ？」

「貴様……私の守るべき聖域でそんな汚れたものを吸引するとはっ……」

　そこには怒りに身を震わせ、鬼の形相をした警備員が。

「ひっ！」

「現行犯……どうあっても言い逃れはできんぞ」

「ち、違います。このお薬は本当になんの危険性も中毒性もない健全なものってお店の方が言ってました！」

「ほう、だったら然しかるべき所でなんの成分が入っているか検査してもらおうではないか」

「そ、それはちょっと……この世界では誰も知らない物質だと思いますので」

「まだ出回っていない新薬か！」

「そ、そうじゃないんですううっ！」

「もういい、来い」

「ひいいいいいいっ!!」

　引きずられていくピュアリィに助け船を出す事は最も早はや不可能だった。

「……この薬、一体何が入ってるんだ？」

　俺はピュアリィが落としていった『ヘヴンズ・エンジェル』の袋を拾い上げ、裏側の成分表示を確認する。

　※この粉はただの『天界デンプン』です。それ以外の成分は一切含まれておりません。この注意書きに気付かないようなバカ──おっと言い過ぎました。ではなく、思い込みの激しい方にリラックス薬として売りつけさせていただいております。

　……え？　なに？　あいつただのデンプンであんなにヒャッハーしてたの？　プラシーボってレベルじゃねえな……

「わ、私よりあそこの人を捕まえてください！　私のパンツを無理矢理むりやり見たんです！」

「赤城君がそんな事する訳なかろうが！」

「た、大我さん助けて！　裏側のドリアン柄もちょっとだけなら見せてあげますから助けてえええええっ！」

　……注意書きさん、言い過ぎじゃないっす。あいつクソバカっす。







[image: 第三章]











１






　ああ……心配だ。

　翌日、校門をくぐり昇降口へ向かう俺の脳を支配していたのは二つの心配事だった。

　一つ目はピュアリィ。夜くらいにはひょっこり俺の家に顔を出して、見捨てた事をプリプリ怒り出すんだろうな……とか思ってたけど、今朝に至るまで全く音沙汰がなかった。

　まあ生命力の塊みたいな奴やつだから大丈夫だとは思うけど、心配は心配だ。

　二つ目はラブコメアニメ、『鈍感の天才』の展開だ。

　なんと俺の推しヒロインである『ファーロッテ』が主人公のライバルである超絶ヤリ○ンキザ野郎とキスしている──という衝撃的な場面で次週への引きとなっていた。

　通常のラブコメであれば間違いなくミスリードなんだけど、この脚本家はドロッドロの恋愛模様を描く事で有名な人物……おまけに原作付きでなく、アニメオリジナル作品なのでその先の展開を確認する術すべはない……ああ、気になるうううううううっ！

　俺の……俺の『ファーロッテ』は無事なのか！

　もう気になって気になって、一睡もできなかった。

　ちなみに心配の度合いとしてはピュアリィ１：『ファーロッテ』９くらいの割合だ。

「あ、大たい我がさんおはよーございますっ！」

　そこで、聞き覚えのある天使の声が響いてきた。

「ああ、ドリアンか」

「誰がドリアンですか！」

　無事だったか。よし、これで『ファーロッテ』の方に百％集中できる。

「……なんか凄すごく失礼な事を考えてるような顔ですね」

「そんな事無いぞ。心配で心配で夜も眠れなかったんだからな」

「え？　ふ、ふう～ん。そ、そこまで私の事を考えてくれてたんだったら、昨日の事は水に流してあげてもいいです。そうですか、夜も眠れないほど……えへへ」

　九割の方を想おもってだがな。

「というかお前、その作業着と手に持ってるチェーンソー……どうしたんだそれ？」

「あ、はい。派遣元にお願いして、庭木剪せん定ていのバイトを入れてもらったんです」

「バイトって……そういうのは普通、専門の業者がやるもんなんじゃないのか？」

「ふふん、あれをご覧下さい」

「うおっ……」

　ピュアリィの視線の先、庭木は寸分の狂いもなく整っていた。素人目ではあるが、プロの仕事と言っても過言ではないように思える。

「どうですか、私、結構器用なんですよ。このエリアの仕事が早く終わりすぎたんで、余裕の休憩タイムです」

　ドヤ顔で胸を張るピュアリィ。こいつマジでどこでも生きていけそうだな……

「ふふん、今日は正式な手続きを踏んで入校してますからね。昨日は夜遅くまでお説教されましたけど、これであの警備員さんがやってきても何も怖くありませんよ」

「呼んだかな」

「ひいっ！」

　そんなフラグ立てるから来ちゃったよ……

「は、はんっ！　追い出そうとしても無駄ですよ。入校許可証だってあるんですからね」

　俺の後ろに隠れながらイキるピュアリィ……めっちゃビビってんじゃねえか。

「君は何か勘違いしていないか？　私は生徒諸君の安全を守る為ために仕事をしているのであって、君が正規の方法で入校しているのであれば何も問題はない」

「そ、そうですか……」

「目を見れば邪よこしまな人間ではないというのは分かる。だが、それはあくまで主観的な判断だ。先日の振る舞いも職務を全うする為の致し方ない事だったのだ。手荒な扱いになってしまった事は謝罪する。何か校内で為なすべき事があるんだろう？　応援しているよ」

「け、警備員さん……」

　その目は、職務を全うしようとする社会人としての誠実さと、人間としての温かみに溢あふれていた。

「まあ今度キルラ様の名を騙かたったら、そのチェーンソーで君の首をぶった斬るがね」

「一瞬で異常性と冷酷さを孕はらんだ目に変貌しました！」

「ていうか君が昨日着てたキルラ様の制服、最後は学校が押収したけど……俺の立場ならあれ、盗み出せるんじゃね？」

「あまりのキルラ愛で職業倫理とキャラが崩壊してます！」

「……まあ冗談はさておき、君を応援しているのは本当だ。頑張ってくれたまえ」

　警備員は全く冗談とは思えない目つきのまま、職務へと戻っていった。

「な、なんか一抹の不安が残りますが……応援してくれているのは素直に受け取りましょう。私は私の仕事を全うしなくては、です」

　シフォンはそこで俺に視線を向ける。

「大我さん、もうすぐ『ラブコメ魔法』が発動します」

「またか……だったらすぐにシフォンの様子を見にいかないとな」

「いいえ。シフォンさんの魔力反応は今の所、比較的落ち着いています。発動する危険性があるのは、別の方かたです」

　別の方……そういえばシフォン以外にも二人いるって話だったな。

「で、それは一体誰なんだ？」

「ちょっと待ってくださいね。この近くにいる生徒さんから反応が……くんくん」

　魔力って匂いで感知してんのかよ……

　ピュアリィを追って小走りで校庭を進む事約一分、

「あ、見つけました。あの方です！」

　ピュアリィの視線を辿たどると、楽しそうに談笑しながら昇降口に向かう女子の集団が目に入った。その中の半数程には見覚えがある。残りの半分──顔と名前が一致しないのは主に、上級生と下級生だ。そう、その女子集団には一年生から三年生までが混在していた。

　同じ部活や委員会のメンバー、という訳ではない。彼女達はもっと別の共通項のもとに集団を形成している。

「で、ピュアリィ、該当者はあの中の誰なんだ？」

「あ、はい。真ん中にいる黒髪ロングの方です」

「…………よりによってか」

　その人物を確認した俺は、額に手を当てて天を仰いだ。

「どうしました？　大我さんのお知り合いですか」

「知り合いも何も……校内で知らない人間を探す方が難しいくらいの有名人だ」

　集団の中心で穏やかに微笑ほほえむ彼女の名は君きみ影かげ静しずか。

　純日本人然とした、抜群の容姿。性格は極めて穏やかにして清せい楚そで、常に微笑みを絶やさぬ大和撫子なでしこ。加えて運動神経も非凡なものを持ち合わせており、成績は入学以来常に学年トップ……正に完璧としか言いようのないスペックを誇っている。

「ほえ～、すごいですねぇ」

　俺からその内容を聞いたピュアリィは感心したように頷うなずく。

「でも、なんで大我さんはそんなに嫌そうな顔してるんですか？」

「考えてみろ。君影がただ登校してるだけであれだけ女子が群がってるんだぞ。男子連中だって遠くからあいつの事をチラ見してる。君影の一挙手一投足は常に校内の注目の的だ。そんな奴が『ラブコメ魔法』を発動したらどんなトラブルになるか……」

「ああ、なるほど……」

　その対象者である俺にもどんな批判が来るか、分かったもんじゃない。

「であれば、早急にみなさんとは離れていただいた方がよさそうですね。本当にいつ発動してもおかしくありませんから。大我さん、声をかけてみてもらえますか？」

「いや、さすがにあの女子の中に割って入るのはなかなか……」

「そーですか？　じゃあ私がちょっとお話ししてきますね」

「へ？　あ、おい、ちょっと待て！」

　ピュアリィは俺の制止も聞かず、女子の集団へ向かって突進していった。

「おはよーございます！」

「あら？」

　突然の乱入者に、君影と周りの女子達が歩みを止める。

「お初にお目にかかります、ピュアリィといいます」

「それはご丁寧にありがとうございます。私は君影静と申します」

　君影は、金髪作業服女子という明らかに怪しいビジュアルのピュアリィにも動じた様子もなく、洗練された動作で優雅なお辞儀をしてみせた。

「格好から察するに、剪定の業者様とお見受けしますが、私に何かご用でしょうか？」

「はあ～」

「ピュアリィさん、どうされましたか？」

「あ、ごめんなさい。近くで見たらあんまり綺き麗れいなんでみとれちゃって……」

「あら、お上手ですね」

　ピュアリィの反応も無理からぬ事だった。うちの高校におけるルックスのランキングは、君影とシフォンが圧倒的二強と呼ばれている。

　しかしその支持のされ方は真逆のベクトルで、シフォンは外見と内面のギャップもあってマスコット的な愛され方をしている。それに対して君影は、取り巻きの女子達を見ても分かるように、半ば崇拝されるような形だ。

　その年齢にそぐわぬ落ち着きと佇たたずまいはどこか神秘的な雰囲気を醸し出しており、男女問わず君影の虜とりこになってしまう人間は多い。

「いえいえ。お世辞じゃないです。こんな綺麗な人、生で見るのは初めてです！」

「ありがとうございます。そういうピュアリィさんもとてもキュートですよ。お顔も勿もち論ろんですが、お名前も」

「そ、そうですか？　えへへ、実は私も気に入ってるんですよ。前の半分は純粋って意味で、後半はちょっとよく分からないんですけど、とってもいい響きだなって」

「もしかしてfairyでしょうか。妖精さんのような雰囲気をお持ちですし」

　違います、バカです。

「或あるいはjollyという可能性もありますね。とても快活な方のようですし」

　違います、バカです。

「あー、残念ですがそうじゃないんです。意味が分からない方が色々想像できて面白いんで調べてないんですけど、sillyっていう単語らしいですよ」

「……あら、そうなんですか」

　君影は一瞬だけ眉をぴくり、と動かしてから、何事もなかったかのように、にっこりと微笑んだ。成績学年トップの彼女は当然その単語の意味を理解しているだろう。

　そうです、バカなんです。

「それで、そのピュアリィさんはお姉様に何の用なの？」

　そこで取り巻きの一人が一歩踏み出してピュアリィに問いかける。

「そうね。御前にこんなに唐突に話しかけてくるなんて、ちょっと怪しいわ」

　もう一人も同様に、ピュアリィと君影の間に割って入る。それにしても『お姉様』、『御前』ときたか……現実でそんな呼び方されるやつ、ガチでいるんだな……

「あ、はい。実は静さんと内密にお話ししたい事がありまして」

　そしてバカはピリついたこの空気を全く読まず、どストレートに用件を伝えてしまった。

「……お姉様と」「……内密？」

　取り巻き二名──いや、それだけでなく周りの女子達全員の表情が固まる。

「あ、あれ、みなさんなんか雰囲気が……」

　そして、彼女達はずらりとピュアリィを取り囲んだ。

「あ、あの……私なんか悪い事言いまし──」

「分かる！　分かるわピュアリィさん！」「うんうん、でもね、静様は独占するものではなくみんなの憧れなの！」「だけど気にしなくていいわ！　誰でも最初はそうなのよ！　あなたの君影さんに対する熱い思いは伝わってきたわ！　私達は同志よ！」「ピュアリィちゃん、みんなで仲良く御前様を堪能しましょう！」

「へ？　あ、いや、あの、私は別にそういうのでは──」

　予想外の好意的な反応に戸惑うピュアリィ。

　このリアクションからも分かる通り、君影の周りの女子達は基本的に和わ気き藹あい々あいとしたスタイルだ。最初は得体の知れないピュアリィを警戒していたみたいだが、君影に害を為す存在ではないと判明すればこういう反応になる。

「あ、あの……実は静さんの身にちょっと危険が迫ってまして……」

「またまたー、そうやってお姉様を独り占めしようとしてるのね」「というか私達がついている限り、仮に何か起こったとしても静様を危険な目になんて遭わせないから！」「そうそう。だから抜け駆けはやめようねー」

「い、いえ……ですからそういう事ではなく……」

　こうなってしまっては、ピュアリィが君影を連れ出すのは難しいだろう。

　……仕方ない。

「あー、悪かったな君影。そいつ俺の知り合いなんだわ」

　俺は覚悟を決めて、女子達の方に歩み寄っていった。

「あら、赤あか城ぎさん、おはようございます」

　君影は柔らかい口調で微笑みを返してくる。

「おっす。で、いきなりなんだが、そのピュアリィの言ってる事、本当なんだ。ここじゃない別の所で話がしたい」

「あら、大胆なお誘いですね」

「は？　いや、そういう意味じゃ──」

「ふふ、冗談ですよ」

　君影は頰ほおに手を当てて、悪戯いたずらっぽさのある笑顔を見せる。お嬢様然とした見た目と口調なのにお堅い感じは一切無く、茶ちや目めっ気けも持ち合わせている……そりゃ男子からも女子からも人気出るわな。

「何やら大事なお話のご様子。それでは授業まではまだ時間がありますし、みなさんには申し訳ありませんが、どこか静かな場所──そうですね、屋上にでも参りましょうか」

「ああ。じゃあピュアリィ、ここは俺に任せてくれ」

「へ？　私は行っちゃ駄目ですか？」

　俺は他の人間には聞こえないように、ピュアリィに顔を近づけて囁ささやく。

「……まあ初対面のお前がいきなり『ラブコメ魔法』とか言い出すよりも、それなりに付き合いのある俺からの方が事情が飲み込みやすいだろう。お前は剪せん定ていに戻ってくれ。休憩中なだけで、まだ作業するエリアは残ってるんだろ？」

「そ、そうでした！　あんまり油を売ってると親方にどやされちゃいます！」

　ピュアリィは泡を食ったように、庭木の方へと駆けていった。

「よし、それじゃあ君影──」

「赤城君」

　俺のセリフを遮って取り巻きが声をかけてきた。

「赤城君は二次元にしか興味ないって分かってるから安心だけど、もしお姉様に万が一の事があったら……」

「万が一の事があったら？」

「○すよ？」

　よく聞こえなかった……断じてよく聞こえなかったが、取り巻き達全員の瞳孔が一斉に開いたのは目に焼き付いてしまった。

　怖い……女子同士のトラブルは一切ないけど、好意を持って君影に近づこうとする男子には慈悲も容赦もないからなこの人達……

「みなさん、お気遣いありがとうございます。大丈夫ですよ、赤城さんは紳士ですから」

「分かりました。お姉様がそう仰おつしやるなら」

　君影の一言で、張り詰めていた場の空気が一瞬で弛し緩かんする。

　彼女の声には、人の心を穏やかにさせるような力がある。強制力は皆無なのにもかかわらず、その言葉が絶対的に正しいと信じさせられる不思議な説得力がある。

「ふふ、ありがとうございます」

　そして、その笑顔には人を虜にする魅力がある。

　容姿端麗。学業優秀。スポーツ万能。性格極めて良し。入学以来無遅刻無欠席の健康優良児。そして何より他人を惹ひき付ける天性の才能。

　改めて思う。

　君影静は完璧超人であると。
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「ああ、お空はこんなにも広いというのに、なぜ赤城さんのチン○は小さいのでしょう」

「なんて!?」

　なんて言った？……マジでなんて言ったこいつ……

「君影……理解できなかったんでもう一度言ってもらっていいか？」

　……残念ながら、これは聞き間違いではない。

「粗チ○ですね」

「剛速球ってレベルじゃねーぞ！」

　そう、皆から聖女と讃たたえられ、尊敬と羨望の眼まな差ざしを一身に集める君影静の正体は──

「申し訳ありません。最初の方は婉えん曲きよく的てきすぎてご理解いただけなかったのかと思いまして」

「いや、最初のも婉曲要素は欠片かけらもないから……チ○コ小さいって完全に言い切ってるからなお前……」

「あら、私とした事が慎みが足りませんでしたね。たしかに直接的表現はよろしくありません。こう言い換えましょう──そんなサイズで生きていて恥ずかしくないんですか？」

「なんで生命活動を否定されてんの俺！」

　……その正体は、下ネタをこよなく愛する最低女だった。

　おまけにこの本性モードだと口も悪くなる。でも内容に反して口調自体は柔らかなままなのでその酷ひどさがより際立ってるんだよな……

「ふふ。冗談です。私の弟もおそらく赤城さんと同じくらいのサイズですけど、元気に生きていますので」

「ぶふうっ！」

　思わず噴き出してしまう俺。

「弟って……さすがに家族のそういうのを口にするのはどうかと思うんだが……」

「何か勘違いされているようですがご安心を。弟は先日四歳になったばかりですので」

「ああ、なんだ。それなら安し──じゃねえよ！　幼稚園児と同サイズなわけねえだろ！」

「では粗チ○改め稚ちチ○で」

「聞いた事ない単語創るのやめてもらえますかね！」

「ではチンチ○で」

「聞いた事あるけどやめてもらえますかね！」

「ちなみに先程『赤城さんは紳士ですから』と言ったのは『赤城さんはチン○ンですから』の言い間違いです」

「言い間違い万歳！」

　駄目だ……完全に頭がおかしい。

「はあ……お前のこの姿を他の奴やつらが知ったら、腰抜かすだろうな」

　君影が素の姿を見せるのは俺に対してのみだ。それ以外には完璧に隠し通している。

「赤城さん。貴方あなたの事は信頼していますが、くれぐれも他の方には口外なされませんよう願います」

「……心配しなくても誰にも言わねえよ」

　というか言えないし、仮に言ったとしても百％信じてもらえないだろう。それくらい、君影の普段の擬態は完璧だった。

　まあ俺にしても、一年前のあの日にたまたま知っちゃっただけだしな……

「助かります。不本意ですが、私には『君影』の娘として振る舞う義務がありますので」

　本人が含みを持たせて言った通り、君影の家は一般の家庭ではない──いや、そんな言葉では足りないな。なにしろ彼女の父親はあの『君影宗そう一いち郎ろう』なのだから。

　君影家は代々続く政治家一族で、過去に数多くの有能な政治家を輩出してきた。その中でも突出した才覚を誇るのが君影宗一郎だ。

　冷静沈着を絵に描いたような人物で、何事においても即断即決にして、その判断力は正確無比。彼の言動からは日本の政治家にありがちな曖昧な部分が一切感じられない。自ら掲げた公約は違たがえる事なく全て果たしてきたが、時として出来ない事は出来ないとはっきり言い切る潔さも支持される大きな要因だろう。

　加えてその端正な容姿から、女性層の人気も抜群。しかしながら本人は一切浮ついた様子を見せる事無く鉄面皮を貫いている為ため、同性からの反感もほぼ無し。

　たしかな実力と人気を併せ持ち、齢よわい四十にして既に未来の首相候補とも噂うわさされる傑物だ。

　そんな家の令嬢がこんなのだと知られたら……そりゃあまずいわな。

「ほら、でも少しくらい欠点があった方が親しみやすいでしょう？　いわゆるキ○玉たまに瑕きずというやつです」

「お前ついてねえだろ！」

　駄目だ……君影のペースに付き合っていては話が進まない。

「……そろそろ本題に入りたいんだが、いいか？」

「あ、はい。お天気の話題が些いささか長くなってしまった事をお詫わびします」

　お前がしてたのはお天気じゃなくておチン○の話だけどな……

「……君影、つかぬ事を聞くが、人知の及ばないような超常的な力がもしこの世にあるって言ったら信じるか？」

　いきなり魔法なんて言っても信じてもらえる訳ないから、まずはワンクッション挟む。

「超常的な力……」

　そこで君影の顔色が変わった。

「……赤城さん、なぜそれをご存じなのですか？」

「え？」

　このリアクション……まさか、もう既に『ラブコメ魔法』が発動してしまってるのか？

「なぜ……私のパイオツから母乳ではなく牛乳が出てくる事をご存じなのですか？」

「舐なめてんのかお前！」

「赤城さん、乳は舐めるものではなく吸うものです」

「駄目だもう会話が成立しねえ！」

　君影に遠回しに聞こうとした俺が馬鹿だった。ここはもう素直に魔法の存在を明らかにして────────待てよ。

　そこでふと思い当たる。俺は君影がふざけたと決めつけてしまったが、そうとは限らないんじゃないか？　なにしろ何でもありの『魔法』だ。君影が本当にそんな症状に苦しめられていないとも限らない。

「君影………………………………………本当に出るのか？」

「気持ち悪いので通報してよろしいですか？」

「ですよね！」

　ぐ………………やっぱり普通にふざけただけだった……

「ですが、不可解ですね」

　そこで君影は顎に人差し指をあてて、思案するようなポーズを取る。

「パイオツから牛乳というのが冗談だというのは、誰がどう聞いても明らかです。ですが今の赤城さんの様子は、それが起こり得る可能性を本気で疑っているようなものでした。それと、お話の振り方を併せて考えるに、貴方の近辺で何か超常的な現象が発生した前例がある……違いますか？」

　俺の表情からそこまで……この辺の洞察力は父親譲りという事だろうか。

「つまり、赤城さんの股間からは魔法によって白い液体が出てくるという解釈でよろしいですか？」

「よろしくねえよ！　てかそれは別に魔法じゃなくても普通に──」

「まあ、下ネタですか穢けがらわしい」

「お前どの口が言ってんだ！」

　なんかもう頭痛くなってきた……

「冗談です。ですがやはり赤城さんはなにがしかの超常現象を信じていらっしゃるご様子。察するに、最近目撃した何かが魔法と見み紛まがうようなものだった、という所でしょうか」

　まあ普通はそういう結論になるよな……そうであればどれだけよかった事か。

「……君影、信じられないかもしれないが聞いてくれ」

　俺は君影に、一連の事情を説明し始めた。




「──『ラブコメ魔法』、ですか」

　全てを聞き終えた君影は、人差し指を唇にあてながら軽く考え込むような仕草を見せた。

「ああ。冗談みたいな話だけど本当なんだ。まあ俺も実際に目にするまでは信じられ──」

「いえ、信じます」

「え？」

「赤城さんの仰おつしやる通り、『魔法』などという非科学的な存在をにわかに受け入れるのは難しいです。ですが、今の貴方の目はあの時と同じです。私達が初めて出会ったあの日と。一年前のあの日、私の身を本気で案じてくれた事、私は一生忘れません。あの瞳に──この瞳に噓うそがあるはずがありません」

「君影……」

　気のせいだろうか。俺を見つめる君影のその目は、少しだけ潤んでいるようにも見えた。

「あの日……私を庇かばったが故に、暴漢から身ぐるみ剝はがされ、チン○の皮まで剝がされてしまったのでしたね」

「捏ねつ造ぞうってレベルじゃねーぞ！」

「まあでもそのおかげで、真性から仮性になったので実はめでたしめでたしですね」

「マジでなんの話をしてんだお前は！」

　くそ……人が真面目に話そうとしてるってのに。

「お前なあ……いい加減に──っ!?」

　君影の顔が、目の前にあった。

「なっ……」

　本当にくっつきそうなくらい、間近に。

　身を乗り出してきている君影の瞳は──今度こそ間違いなく、潤んでいた。

「お、おい、君か──」

「あの時からずっと、私が赤城さんの事をお慕いしてると言ったら信じますか？」

「は？」

　今……なんて言った？

「冗談ですよ」

　その意味を咀そ嚼しやくする間もなく、君影はすっ、と身を引いた。

「赤城さんが二次元にしか興奮しないどキモヲタさんである事は承知しています」

「いや言い方……」

　朗らかに微笑ほほえむ君影の瞳からは、一切の潤いが消えていた。

　え、演技だったのか……やっぱり三次元の女子って怖い。

「それ以前に私自身の嗜し好こうとして赤城さんはご遠慮させていただきたいです。性格はもう少し落ち着いた方がいいですし、逆にチン○の大きさは落ち着きすぎですし」

「お前の基準どうなってんだ！」

　だ、駄目だ……このままではエンドレスのボケループから抜け出せない。

「おい君影、いい加減に真面目に聞いてく──」

　あ、あれ？

　そこで急速に視界が暗転し、俺はセリフを中断した。

　な、なんだこれ？……立ちくらみ？……いや、ちょっと違うな。今までに味わった事の無いような奇妙な感覚だった。

　幸いにも、視界はすぐに回復した。

　ぼんやりと、辺りの光景が目に入ってきて──

「…………え？」




　俺の目の前に、俺がいた。
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　は？……え？……待ってくれ……全然意味が分からない。

　俺の前に立っているのはどこからどう見ても『赤城大我』だ。

　じゃあ俺は……今ここにいる俺は一体誰なんだ？

　俺が混乱に陥る中、

『あらあら、これは一体どうした事でしょう』

　目の前の俺が、俺の声で、まるで君影みたいなセリフを吐いた。

『どうして私の目の前に私がいるんでしょうか？』

　…………………………………………………………………………………………まさか。

　ありえない想像が脳裏をよぎる。

　いや、そんな馬鹿な事が……でも目の前──というか自分の身に起こってしまっている以上、受け入れない訳にはいかない。

「もしかして俺達……」『もしかして私達……』

　俺と俺は、互いに顔を見合わせる。

「入れ替わってる？」『入れ替わってます？』

　この状況を説明するには……それしか考えられない。

　身体からだはそのままで、お互いの精神だけが移動してしまったとしか。
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　マ、マジかよ……『ラブコメ魔法』ってこんな事まで起こるのか。

　……だが、何回見ても俺の目の前に居るのは俺だった。

『あらあら、これは困りましたね』

　混乱する俺とは対照的に、まったく困っていなそうなのんびりした口調の君影。

『よく分かりませんが、これが赤城さんの仰っていた「ラブコメ魔法」なんでしょうか？』

「あ、ああ……でも俺もまさかここまでの──あっ……」

　そこでふと、ある事に思い当たる。

『どうしたんですか赤城さん。いきなり目を瞑つぶって』

「い、いやだって絶対気持ち悪いだろ。男が自分の身体に入ってるなんて。余計な事したり見たりしないから安心しろ」

『あらあら。随分紳士なんですね。ふふ……でも直接触らなくても分かりますよね？　私、見た目より更にパイオツ大きいんですよ』

「ぶっ！」

　な、何を言い出すんだこいつは……

『それに比べて、赤城さんのはやはり小さいですね』

　見えねえけど一体どこ触ってんだお前！
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『あら、イジるとこんな風に立つんですね』

「や、やめろおおおおおおおっ！」

『安心してください。乳首のお話ですよ』

「ああ、それならあんし──いやそれでもおかしいわ！」

　なんでこいつはこんな状況でいつも通りふざけられるのか……

「ふふ、遠慮なさらずに目を開けていただいて結構ですよ」

「そ、そうか？　じゃあお言葉に甘えて──ってお前結局チン○触ってんじゃねえか！」

『タマタマです』

「イントネーションおかしいだろ！」

　く……こいつに気を遣った俺が馬鹿だった。

『それはそうと、先程のお話にあったアプリを確認した方がよろしいのでは？』

「あ、そうだ」

　事象があまりにも衝撃的だったんで完全に失念していた。

『それではこの携帯を……あ、指紋認証ですから私がこの赤城さんの身体で触らないとスリープ解除できませんね。恐れ入りますがイジらせていただいてもよろしいですか？』

「なんかまたイントネーションがおかしい気がするが……触るのは別に問題ないぞ」

『それでは失礼しますね…………あ、出ました。これによると【魔法　マインドチェンジ】×【ラブコメ　女体化しちゃってドッキドキ！】という事らしいですよ』

　古い……表現が古い。

『あ、こちらが解除方法ですね……あら、まあ。【赤城大我が君影静にはっきりと「愛している」と告げる事】ですか』

「……は？」

　ちょ、ちょっと待て、なんだその方法は……

　スマホの画面から顔を上げた君影は、にっこりと微笑む。

『でもよかったですね』

「へ？」

『聞けば、神かみ代しろさんの【マグネット】は解除に大分苦労なさったとの事。ですが今回はただセリフを言うだけです。難易度としては極めて平易なのではないでしょうか？』

「まあ……言われてみりゃそうか」

　たしかに心情的な部分を排除すれば、今すぐにでもクリアできそうな課題だ。

『しかしこれは判断に困りますね。文面では「赤城大我」が「君影静」に、とありますが、この場合の「赤城大我」とはどちらを指すのでしょう？』

　た、たしかに……

　今の俺は『赤城大我』の精神で『君影静』の身体……一体どっちとして認識されるんだろうか……これはもう自己とは何か、とかいう哲学的な問題になってくる。

『これは実践してみるしかなさそうですね。ではまず貴方あなたから私に言ってみていただけますか？』

「お、俺か？」

『ええ、私は個人の特定は「精神」に依よるものと考えます。可能性の高そうな方から試すのが妥当かと』

「そ、そうだな……」

『はい。それではよろしくお願いいたします』

　俺は、眼前に立つ君影（身体は俺だが）の顔を見ようとして──うまくいかず、ちょっと目を逸そらしながらボソボソと言葉を発した。

「い、いくぞ……」

『はい、どうぞ』

「お、俺は……あー、ゴホン……うん、その……まあ、なんだ……ちょっと待ってくれ」

『どうしました？』

「いや、なんか恥ずかしくて……」

『童貞なんですか？』

　なんて事言うのこの子……いやまあ童貞だけどさ。

「……形だけとはいえ、こんな大事な事で噓うそつくのは女の子に──お前に悪い気がして」

『これだから童貞は』

　オブラートって言葉知ってますかね……

『仕方がありませんね。ではまず私が言う方から試してみましょう』

　軽く嘆息した君影は、俺の目を堂々と見据えて──

『愛しています』

　う……躊躇ためらいなく言い切った。

　ぐだぐだとやっていた俺とは対照的に、めっちゃ男らしい。

『貴方の事を心の底から愛しています』

「なっ……」

『あら、狼狽うろたえないでください。「ラブコメ魔法」を解除する為ためのただの演技なんですから』

「そ、そうだよな……」

　……自分の顔した人間から告白されるなんて人類で俺が初だよな……このなんとも言えないモヤモヤ感。

　しかし、物質的な要素を排除して、それが君影の精神から発せられたものであると考えると決して不快ではな──




「お、お姉……様？」




　ガサッ、と何かが落ちる音がした。

「なっ……」

　そちらに目を向けると、そこには君影親衛隊──たしか伊い藤とうだったか──の姿があった。

「あ、赤城大我が……お姉様に……告……白？」

　彼女の顔面から、血の気が引いていくのが分かった。

「ちっ、違うん──っ!?」

　言葉を発しかけた俺の肩に、君影の手が置かれる。そして小声で囁ささやきかける。

『今の貴方は「君影静」です。その事をお忘れなきよう』

　そ、そうか……危うく男言葉で叫んでしまう所だった。

「し、しかもお姉様も……満更ではなさそうな表情でした……」

　ヤ、ヤバい……最悪な誤解が生まれてしまっている。

「噓っ……そんなの絶対認められないっ！」

「あっ！」

　伊藤は制止する間もなく踵きびすを返し、猛ダッシュで屋上から階下へと消えていった。

「ま、マズいっ！」

『少々お待ちを』

　そこで君影の制止が入る。

「な、なんだよ。早く追って誤解を解かないと！」

『その前に一つ約束してください』

「は？　そんな悠長な事言ってる場合じゃないだろ！」

『まあまあ、落ち着いてください。繰り返しますが今の貴方は「君影静」です。くれぐれもそれを念頭に置いた言動をお心がけいただければと。もし、それが破られた場合──』

「破られた場合？」

『私はみなさんの前でフルチンコになります』

「略さねえで言うの珍しいな！」

『それさえ守っていただければ、私も「赤城大我」に相応ふさわしい振る舞いをすると誓います……さあ、女子のパイオツとかおケツ触りにいくぜヒャッホーイ！』

「……は？」

　啞あ然ぜんとする俺をよそに、君影はダッシュで屋上から消えていった。

　今あいつ、なんて言った？　パイオツとかおケツ触りにいく？…………俺の身体からだで？

「ちょ、ちょっと待て君影えっ──じゃなくって、少しお待ち下さい赤城さあああんっ!!」





４






　くそっ！　一体なに考えてんだ君影の奴やつ！

　屋上からの階段を駆け下りながら、俺は心中で悪態をつく。

　伊藤の件だけでも最悪なのに……女子の胸や尻を触るだと？

　まあそれはさすがに冗談だろうけど──と言い切れないのが君影の恐ろしい所だ。

　それに、あの状態の伊藤と『俺の身体』が遭遇したら更にややこしい事になるのは間違いない。その前に『君影の身体』──つまりは俺が伊藤を見つけて、なんとか誤解だっていう事を伝えないと。

　ていうか、伊藤を追いかける前にさっさと『愛してる』って言っちゃって、お互いの精神を元に戻すべきだったよな……慌てすぎてて、とっさにそこまで考えが回らなかった。

「どっちだ……どこへ行った？」

　俺達二年生の教室フロアに達した時には既に、二人の姿はどこにもなかった。

　く……とりあえず伊藤の教室に行ってみるか？　あいつはたしか二組だったはず。

　猛ダッシュしたい所だが、ここからは誰の目があるか分からない。

　極力君影っぽい表情と歩き方を心がけながら廊下を進む途中、トイレの前に差し掛かった所で──

『ふいー』

　何か満足した様子の俺の身体が姿を現した。

『お、君影。奇遇だな』

　き、奇遇だなじゃねえよ！　お前、なんでそんな吞のん気きにトイレなんか──ん？

　そこで俺はふと、ある事に思い至る。

「……赤城さん、一体中で何をなさっていたのでしょうか」

　か、考えたくはないがトイレでやる事といったらアレしかない。こいつ……俺の身体で用を足してたのか？

『ああ、折せつ角かくだからちょっとナニさせてもらったわ』

　用よりとんでもない事してやがった！

　俺は叫びそうになるのを抑えるのに必死だった。

『はは、冗談だって。ちょっと男子トイレの中を観察してただけだ』

　それにしたって変態な事に変わりはないと思うんだが……ていうかこいつ演技滅め茶ちや苦く茶ちや上う手まいな……本人である俺が聞いても完全に俺が話しているようにしか聞こえない。

「それはそうと赤城さん。そろそろ例の言葉を言って、例のものを元に戻そうと思うのですがよろしいでしょうか？」

　俺は俺で、なんとか普段の君影の口調やイントネーションを再現しようと試みる。彼女の演技に比べれば数段劣るが、明らかにおかしい、と疑われるレベルでもないだろう。

『ああ、俺は構わないけど、ここでいいのか？』

「え？」

　そこで俺は君影の視線に誘導されて、辺りを見回す。

「………………こほん。ここではやめた方がよさそうですね」

　ただ廊下で話しているだけなのに、複数人の視線が俺達──正確には君影の身体に向けられていた。女子からは羨望や憧れ、男子からは好意。

　その身体になってみて、改めて君影の注目度を思い知る。

　こんな中で、『はっきりと』好きだ、なんて言える訳がない。く……やっぱり屋上でさっさと済ませておくべきだった。

『ま、俺は本当に言ってもらっても全く問題ないけどな』

　からかうような表情で、にやり、と口の端を上げる。

　く……こいつ、完全に楽しんでやがる。というか、そんな事したら周りには『君影静』が『赤城大我』に告白した、って映るんだぞ……なんでそんなに余裕なんだよ。

「……仕方ありません。まずは伊藤さんの問題を解決するのを優先させましょうか」

『それに関しては大丈夫だと思うけどな』

　は？　あれのどこが大丈夫なんだよ……

　君影は、そんな俺の疑問を察した様子で、少し声を潜めながら答える。

『伊藤さんは、私とお話ししようとする男性には辛辣な態度を取りますが、心根は優しい方です。それが上辺だけの告白でなく、真摯な気持ちで放たれたものなら、一時的に混乱こそすれ、最終的には認めてくださると思います。ましてやその事を軽率に他の方に言いふらしたりはしません』

「いや、そもそも前提としてさっきのお前の『愛しています』は明らかに上辺だけだろ……」

『あら、そういえばそうでした……ていうか、面白いから俺はまだ戻したくないんだけどな』

　セリフの途中でボリュームを上げ、同時に『赤城大我』の口調に戻す君影……マジで芸達者すぎる。

「……変な事を仰おつしやらないでください。私は一刻も早く元に戻したいです」

『仕方ねえな……じゃあその為に話さなきゃならない事が一つある』

「なんでしょう？」

『二重表現ってあるだろ？　馬から落馬するとか頭痛が痛いとか、つい間違って使いがちなやつ』

「？　ええ、ありますね」

『俺、今から間違って裸フル○ンしそうなんだ』

　なんて!?

『こんな貴重な経験、今この瞬間でしかできないと思うんだよな……やっていい？』

　いい訳ねえだろ！

「……赤城さん、そのお話がどう問題の解決に繫つながるのでしょうか？」

『いや、全く無関係』

　だろうな！

「……おふざけはやめていただいてよろしいでしょうか」

『え？　真顔でなら裸フル○ンしていいの？』

　いい訳ねえだろ！

「ねえ、よく聞こえないんだけど、なんか赤城君、君影さんに変な事言ってない？」「お、おのれ赤城……君影さんにセクハラなどうらやま──じゃなくて断じて許せん！」「親衛隊の人達に報告した方がいいんじゃない？」

　ヤ、ヤバい！

「……赤城さん、お戯れも程々に。早急にどこか二人だけになれる場所に行って、解除いたしましょう」

『それは断る』

「は？」

『それはあまりにも情緒に欠けるんじゃねえか？　せっかくこんな貴重な体験をしてるんだ。解除ももっとドラマチックにやらないと』

　……一体何を言ってるんだこいつは。思考回路が全く理解できない。

「では、赤城さんはどうされたいのですか？」

『あ、俺の好きなやり方でいいのか？　じゃあ……』

　君影はそう言って軽く息を吸い込み──

『みんな聞いてくれ！　なんか君影が宣言したい事があるんだってさ！』

「っ!?」

　ばっ……馬鹿かこいつは！　そんな事大声で言ったら──

「なんだなんだ？」「君影さんがなんか言いたいらしいよ」「お淑しとやかな君影さんが珍しいな……よっぽど重要な事なのか？」「おもしれーっ！　もっと人集めろ人！」

　……当然、こうなる。

『さあ君影、言われた通りみんなの注目は引いたぜ。後は好きにやってくれ』

　こ、この女（今は男だが）……最悪だ。マジで最低だ！

『君影静』の影響力は凄すさまじく、廊下は瞬く間に人だかりとなっていた。逃げ場など、当然ある訳もない。ぐ……こいつの思い通りにばかりなってたまるか。ここは一旦この場での解除を諦めて、何か適当な事を言って切り抜ければ──

『ああ、そうだ。全く関係ないけど、今日の一時限目はうちの一組と君影の三組で、合同で体育だったよな。全く関係ないけど』

　なんだいきなり。そんなのは当然俺も分かって──────────体育……だと？

　それの意味する所に気付き、俺は愕がく然ぜんとする。

　体育となれば体操服に着替えねばならない……女子更衣室で。

　じょ、冗談じゃない！　そんな真似まねができるか！

　ラブコメ的に考えればラッキースケベ状況なのかもしれないが、ラッキースケベとはあくまで偶発的産物なのであって、事前に分かりきっていたらそれはもうただのスケベだ。女子に囲まれながらの着替えなんて……後から罪悪感でどうにかなってしまいそうだ。

　そして俺の思考を見透かしたような君影の腹の立つ笑顔……なんて性格の悪い奴だ。

　──だが甘いな、君影。

　俺にはまだ『体調不良』というカードが残されている。女子がその理由で体育を休むなんてよくある事だ。この身体にそんなズルはさせたくないが、今の状況を作り出したのは他ならぬ君影本人だから仕方な──

『ああそうだ。全く関係ないけど、君影って今までに小中高って全て皆勤賞なんだったよな。凄すげえなあ……その記録が途切れたらさぞかし悲しいだろうなあ。全く関係ないけど』

　こ、こいつ……また姑こ息そくな手段を！

　だが甘い。さっきも考えたが、今こうなっている元凶は君影だ。皆勤賞の記録なんてどうなろうと俺が知ったこっちゃな───────────────くないよな、やっぱ。

　小学校からずっとなんて、よっぽど頑張ってきたんだろうな。それを本人じゃない奴やつが勝手に途切れさせてしまうのは……これも後から凄まじい罪悪感に襲われるだろうな。

『……（にっこり）』

　──って俺が考えるのを分かってますよ、的な君影の笑顔がまた腹立つ。

『おいおいどうした君影。みんな待ってるぞ。自分で集めたんだから早く「宣言」とやらを聞かせてくれよ』

　殴りたい……俺の身体からだに入ってる内に思いっきり殴りたい。

『君影が言わないんなら俺から言っちゃうけどいいのか？』

　なっ……こ、この状況でそんな事言われたら終わりだ！……身体が戻った後の俺が。

　……上等だ。そこまで煽あおるんなら乗ってやろうじゃないか。

　もうどうなっても知らないからな！

　俺は覚悟を決めて、君影（俺の身体）を見つめた。

「……私は」

　胸がどくん、と脈打った。

「私は、私は貴方あなたの事を……」

　早鐘のように、というのはこういう場合に使うんだろう。心臓が爆発しそうな勢いで鼓動していた。

「私は、貴方の事を心の底から……」

　あと、一言だ。

「…………………………………………………………………………………………駄目です」

　だが、どうしてもその一言が出てこなかった。

『どうした君影、そんなに強こわばった顔、お前らしくな──』

「赤城さん」

　俺は君影のセリフを遮って、自分の言葉を続ける。

「……私にはどうしてもできません。いつか、君影静がまだ出会っていない誰かに言うであろうそれを、いまここで私が奪ってしまう事はできません」

　自分でも、何を言っているのか分からなかった。

　だが俺は──赤城大我は拒絶する。

「やはり『その言葉』は君影静本人の口から、本当にそう思った相手に向けて紡がれるものです」

『…………』

　君影は無言のまま、何やら感じ入ったような様子を見せた後、

『はは、そうだな、お前の言う通りだ。分かった。じゃあ俺も君影の言葉通りにするわ』

　そして笑顔からまた一転、真剣な表情を形作り──




『俺は、お前を心の底から愛している』




　…………………………………………え？

　ちょっと待て……今……なんて言った？

　愛している？　心の底から？　それを『赤城大我』が『君影静』に向かって？

　……こ、これって洒落しやれになんないんじゃ──

「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」」」」」」」」」

　廊下が、地鳴りのような轟ごう音おんに包まれた。

「あ、赤城が君影さんに告白しやがったあああああっ！」「に、二次元にしか興味の無いはずの赤城君がっ！」「やっべええええっ！」「私の君影さんがあああああっ！」「いやいや、受ける訳ないだろ！」「で、でも男らしいかも……」「あいつ親衛隊に殺されるぞ！」

「ち、ちが──」

　うんだああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!

　と、続けようとした所で不意に視界が暗転した。

　ん？　この感覚ってたしかさっき……

　幸いにも、視界はすぐに回復した。

　ぼんやりと、辺りの光景が目に入ってきて──

「…………え？」

　目の前に、『君影』がいた。

「……って事は──」

「あら、元に戻ったようですね」

　君影は俺に向かって穏やかに微笑ほほえんでみせた。

　な、なんで……今回の解除方法は【赤城大我が君影静にはっきりと『愛している』と告げる事】だったはず。それが精神基準である事は屋上の実験で証明されている。

　君影静の身体に入っていた『赤城大我の精神』はその言葉を告げる事を拒否した。なのになんで元に戻ったんだ？

　俺はスマホを取り出し、『ラブコメマスター』のアプリを確認する。そこには──

《君影静（の精神）が赤城大我（の精神）に、三十名以上の前ではっきりと『愛している』と告げる事》

　なっ……聞いてた解除方法と違う！

「き、君影、これは一体どういう──」

「赤城さん、疑問はごもっともですが、まずはこの場を収めるのが先ではないですか？」

　へ？……

「な、なんか君影さん平然としてない？」「やっぱ玉砕かー」「いや、明確に返事するまでは分かんねえぞ！」「どうなる……マジでどうなる？」

　そ、そうだった！　俺は君影に告白した事になってるんだった！

　ど、どうする？……どうすればいいんだこれ！

　五十人近くが興奮状態のお祭り騒ぎ。こんなのどうやったって──




「みなさん」




　君影の一言で、その場にいた全員が一斉に黙り、動きを止めた。

　別段大きな声だった訳ではない。強い口調だった訳でもない。

　ただ、その声音はひたすらに澄んでいた。

「お騒がせして誠に申し訳ございませんでした。まさかここまでの騒ぎになるとは予想が出来ず不徳の致す所。鍛錬の為ためとはいえ、出過ぎた行為であったと深く反省しています」

　そう続け、深々と頭を下げる君影。

「た、鍛錬？……君影さん、どういう事なの？」

　近くにいた女子が、数十名を代表する形で君影に問いかける。

「はい。先程の赤城さんとのやりとりは全てお芝居でした」

　し、芝居？　なんで唐突にそんな……いくらなんでも無理があるんじゃ……

「こちらをご覧下さい」

　君影は自らのスマホを操作し、問いかけてきた女子にその画面を見せる。

「えっと……舞台『空の轍わだち』演出　片かた桐ぎり郷ごう馬ま……なにこれ？」

「はい、今度私が出演させていただく事になったお芝居です」

「え？……片桐郷馬ってあの片桐郷馬？」「誰だ？」「バッカ、お前、滅め茶ちや苦く茶ちや有名だろが！　肩書きはよく分からんが、劇作家っていうのか？……舞台を演出する感じの」「あ！　あのよくＴＶで特集されてるおっかないジイさんか！」「舞台とか全然興味ないけど、その名前は知ってるわ、私……」「君影さん、本当に片桐郷馬の舞台に出るの！」

「ええ。そこまで出番は多くない役柄ですが、舞台の末席を汚けがす予定です」

　片桐郷馬……俺もＴＶの特集を見た事があるが、徹底的な実力主義者で、テレビドラマでメインを張るような俳優でも平気でオーディションで落としたりするらしい。それでも彼の舞台に出演したいという人間は枚挙に暇いとまがないという、その道の第一人者だ。

「君影さん、すごい！」「やっべ！　もう芸能人みたいなもんじゃん」「ああ、静様がどんどん遠い存在になっていく……」

　皆の興味が上手うまい具合にそちらに逸それようとしていた。

「その役柄の中で、どうしても感情が摑つかめない部分がありまして……劇中に先程のようなやりとりがある訳ではないのですが、『恋し、恋される乙女』の実戦訓練として赤城さんにご協力いただいたという次第です」

　……普通に考えたらかなり強引な言い訳なんだけど、言っているのが君影だという事と、片桐郷馬の舞台に出演するのはガチだという二点で信しん憑ぴよう性せいが増しており、疑っているような感じの人間は誰もいない。

「私が増長しているように感じられ、不快に思われた方も多いかと思います。重ね重ねお詫わび申し上げます」

　先程より一層深く頭を下げる君影。

「いやいやいや！　全然気にしなくていいよ君影さん。なあ？」「うん。私、絶対観みに行くからね！」「そっか。なんかちょっとぎこちなくてキョドってる感じがしたけど、そういう演技だったんだね」

　……いや、それは『中』にいた俺が実際にキョドってたからです。

「ていうか、何気に赤城も演技上手くなかったか？」

　……それは片桐郷馬に認められた君影が中に入ってたからです。

「ああ、そうだね。あの告白シーンとか、迫真だったよね。まるでほんとに恋してるみたいな言い方だった」

　だからそれは君影の演技力なんですよ……

「赤城さん、ご協力本当にありがとうございました」

「あ、ああ……」

　こいつ、何事もなかったかのようにいけしゃあしゃあと……

　だが性格云うん々ぬんはおいておくとして、やはり君影静の優秀さには感嘆せざるを得ない。

　おそらくはあの解除方法が提示された時、この着地点が既に頭の中に出来上がっていたんだろう。いきなり精神の入れ替わりなんて非現実的な事に巻き込まれながら、混乱に陥る事もなく機転を利かせて俺に噓うその解除方法を教え、おちょくって楽しむというおまけまで追加してみせる始末……本当に同じ高二かと疑いたくなるような底知れなさだ。

「全く、どこまで余裕のある奴やつなん──ん？」

　そこで俺は、ある事に気付く。

　なんか俺……滅茶苦茶心臓バクバクしてないか？

　ていうか状況把握するので頭一杯になって意識してなかったけど、入れ替わりが戻った直後から、とんでもなくドキドキしてたよな。

　君影の身体からだに入ってた時の俺も相当だったけど、はっきり言ってこれはその比じゃない。

　でも戻った直後にそうだったって事は──その直前の君影──つまり、『愛してる』って言った時の君影がドキドキしてたって事だよな。

　……あれは演技だったのになんで？

　ああ、そうか。あれだけの人数の前で演じるなんて、いくら君影でも緊張するよな。

　そうだよな。君影だって人間だ。いついかなる時も余よ裕ゆう綽しやく々しやくなんて事がある訳がない。

　何事にも動じないのが凄すごいんじゃない。それを周囲に全く悟らせないのが凄いんだ。

　改めて思う。

　やっぱり君影静は完璧超人だ。
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　ふ、ふえええええええええええええええんっ！

　せっかく……せっかく超コミュ障で超人見知りで超陰キャの私が、ここまで『完璧な君影静』を演じてきたのに……ずるいよ……鼓動なんて……元に戻った後の心臓バクバクなんて隠せる訳ないよぉ～。

　バレてる……私が告白するのにテンパりまくってたの絶対バレてる……死にたい……普通に死にたい。うう……怖くて大我君の方、見られない。絶対気付いてるよ……私が大我君の事大好きだって。

　……でも気になる。ちょっとだけ確認してみようかな……ちらっ……

　あっ……（察し）

　気付いてない……あの顔は絶対気付いてない。『さすがの君影も大勢の前で演技して、緊張してたんだな』くらいの顔だよ……十分理解してるつもりだったけど、まだ大我君の鈍さを甘く見てたみたい。

「みなさま、申し訳ございませんがこの辺で散会いたしましょう。間もなくＨホームＲルームの時間ですし、他の方の妨げになってしまいますので」

　ごめんね……みんないつも騙だましててごめんねぇ。でも私、素すのままだと誰とも話せないし目も合わせられない駄目人間だから許してくださいぃ～。

　そうして自己嫌悪に陥っているうちに、いつの間にか廊下からほとんど人気がなくなっていたんだけど──

「おい君影」

　ひっ！　大我君に話しかけられた！　ただでさえ対人恐怖症なのに、好きな人となんて難易度高すぎるよぉ。

「あら、赤城さん、何か仰おつしやりたそうな顔をしていますね」

　うう……だからいつもの擬態モードになっちゃうの。咄とつ嗟さに解除方法ごまかしてまで振り回しちゃったんだからまず謝るのが先なのに……ごめんね、ほんとにごめんね大我君。

「……まあ正直滅茶苦茶あるんだが……それよりもまず、身体は大丈夫か？　よく分からんが、入れ替わった副作用みたいなのとか出てないか？」

　ぐはっ……

　聖人！　聖人がここにいる！　あれだけの事されたのにまず私の身体を気にかけるとか……私をキュン死させる気としか思えない。

「お気遣いいただきましてありがとうございます。特に問題はなさそうですね。ただまだ、股間の所にあるような気がして……まあ所謂いわゆるひとつのエアーチン○というやつです」

　そんでもって私はなんでこういう事言っちゃうかなあああああああああっ！

　違うの……大我君はこの下ネタモードが私の素だと思ってるけど違うの……毎日寝る前に自分の会話を思い返して死にたくなって、ベッドで悶もん絶ぜつしてるんですうううううっ！

「……お前凄すげえな。この期に及んで」

　ド、ドン引きされてる……一年前、本当の素がバレそうになったから咄嗟にまた別のキャラを作ってごまかしたんだけど……あの時の私なんでこんな設定にしちゃったのぉ……死にたい。

「てかさ、凄えじゃん。片桐郷馬の舞台なんて」

「はい。身に余る光栄です。無理の無いように微力を尽くしたいと思います」

　お芝居は大好きなの。ちっちゃい時から演技をしてる時だけは、オドオドしてる素の自分を忘れられたから……みんなを騙してる罪悪感はずっと胸の片隅に居座ってるけど。

「うん、応援するから頑張れよ」

　笑顔！　その笑顔反則！　それ違う！　そんなかわいいのは女の子の専売特許！　男の子がやっちゃ駄目なやつうううっ！

　突破！　私の罪悪感が限界突破！　駄目……この純粋すぎる男の子は、自分を偽ったままで好意を向けていいような人じゃないよ。

　決めた……明日からの私は生まれ変わる……ありのままの自分を大我君に見てもらおう！
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「ああ、空はこんなに青いのに、なぜ赤あか城ぎさんのチ○コはそんなに黒いのでしょう」

「なんて!?」

「赤城さんのキンタ○が小さいというお話です」

「言ってる事変わってますけど！」

「では言い直します。赤城さんのチン○が小さいというお話です」

「直すのはそこじゃねえよ！」

「では更に言い直します。赤城さんの○ンコが黒いというお話です」

「最初のに戻ったけどどっちにしろ頭おかしかった！」

　くそ……話があるっていうから、昨日と同様に屋上で二人っきりになってみれば、開口一番これだ。

「ふふ、冗談です。いきなり本題に入るのでは趣がありませんので。会話のきっかけというか、ほんの軽いジャブです」

　いや、お前のは即死級ストレートですけど……

　君きみ影かげは、普段擬態している時とまったく変わらぬ穏やかな微笑ほほえみを浮かべている……断じてこんなえげつない下ネタの後にしていい表情ではない。

「さあ、ではそろそろ本題に入りましょうか。お話というのは他ならぬ『ラブコメ魔法』に関してです。申し訳ありませんが、本日の放課後、ピュアリィさんと神かみ代しろさんの予定を押さえていただけますか。場所は部室棟の空き部屋を使わせていただける事になりましたので、そちらに集合という事でお願いします」

「集合？　一体何するんだ？」

「はい。赤城さんから『ラブコメ魔法』の概要は伺いましたが、まだ分からない事が多すぎます。発動自体を抑える事はできなくても、起こりやすい環境や元になる魔法の種類がある程度把握できれば、対処もしやすくなるのではないでしょうか。天使であるピュアリィさんと当事者の神代さんを交えて今後の対策をお話しするべきかと」

「ああ、それはたしかにそうだな……」

　今までの二件は何とか解除成功しているが、いきあたりばったり感は否めない。

「分かった。じゃあ二人に声かけてみるわ」

　シフォンは部活に入っていないからおそらく問題ないだろうし、ピュアリィは……まあ変なバイトが入っていなければ大丈夫だろう。

「はい。申し訳ありませんが、よろしくお願いします」

　君影は俺に微笑んだ後、頰ほおに手をあてながら空を見上げた。

「ところで空はこんなに青いのに、なぜ赤城さんのチン○はそんなにグロいのですか？」

「その発言の方を申し訳ないと思えや！」
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「あ、大たい我がさん来ました！」

　放課後、俺が指定された部室に入ると、既に他の三人は揃そろっていた。

「悪いな、掃除当番で少し遅れて……ってなんだこりゃ」

　長テーブルの上には、これでもかとお菓子やジュースが並べられていた。

「やっほー、大我」

　シフォンがウキウキした表情で、手にしたクッキーを見せつけてくる。

「見てこれ、君影さんが準備してくれたの。ありがとう」

　そのままクッキーを口に運び、リスみたいにモフモフしだすシフォン。

「静しずかさん本当にありがとうございます！　ありがてえ……ありがてえです！」

　シフォンとは対照的に、バクバクと貪るように菓子を口に吸い込ませていくピュアリィ。

　まあこいつは金無いだろうし、食料は何よりも嬉うれしいだろうな。

「いえいえ。貴重な時間を割いていただいたのですからこのくらいは当然です。さあ、赤城さんもおかけください」

「あ、ああ……」

　他の二人の目もあるので、君影は当然擬態モード。エグすぎる下ネタにツッコまなくていいのは助かるな。

「ピュアリィちゃん、こっちのチョコのパイ、おいしいよ」

「ほんとですか？　こ、この機会に食べ溜だめしておかないとです！」

　そして初対面であろうシフォンとピュアリィは、既にかなり打ち解けていた。まあこいつらどっちも人なつっこいからな。

「おお、ピュアリィちゃんの食べ方すごくワイルド……私も負けないようにしなきゃ」

　で、シフォンの今回のテーマは『ワイルド』らしい。だからどうしてそういう無理そうなのばっかり選ぶかな……

「ふふ、シフォンさん、お口の周りにチョコが付いてますよ」

　君影が、慈愛に満ちた口調でシフォンに指摘する。

「はっ、それはよくない……でもちょっといい機会かも」

　そこでシフォンは俺の方へ視線を向け、口の端に付いたチョコをペロッと舐なめ取った。

「どう、大我。今のはワイルドだろぉ？」

「いや、それ人のだしそもそも全くワイルドじゃないからな……ん？」

　俺が呆あきれる中、君影がメモ帳の切れ端みたいなものに、ささっと何かを書いて俺に手渡してきた。

　内容を確認してみると──

　お口に付いてるのがドロッドロに溶けたホワイトチョコだったらワイルドですね（笑）

　発想が単なるエロ親父おやじじゃねーか！

「シフォンさん、せっかくかわいらしいお顔なんですから、綺き麗れいにするように気をつけましょうね」

　君影は心の中をもっと綺麗にするように気をつけましょうね。

「あらあらピュアリィさん、そんなに急いで食べなくてもおかわりもありますからね」

「ほんとですかっ！　ああ、でもいくらなんでもあまり食べ過ぎるとお腹なかが……ブタさんになっちゃいます」

　そこでまた君影が、何かをささっと書き込んだ紙切れを手渡してきた。

　ピュアリィさんって、オークに捕まって○されるＡＶとか似合いそうですよね（笑）

　さっきから（笑）の使い方がおかしいんだよお前！

「運動すれば大丈夫ですよ。よろしかったら今度、一緒にジョギングでもしましょうか？」

「し、静さん優しいです……」

　いや、そいつに心の中で鬼畜な目に遭わされてるからなお前……

「みなさんのお腹も落ち着いてきたところで、そろそろ本題に入りましょうか。先程軽くお話ししました通り、本日は『ラブコメ魔法』への対策を講じる為ために集まっていただきました。まずはピュアリィさん、お手数ですが現状のおさらいも兼ねて、貴女あなたが知りうる限りの情報を提示していただけますでしょうか」

「あ、はい。ここにいるみなさんは既に体験済みですが、今現在この世界では、天界の災害で漏れ出た『魔力』によって『魔法』が発動するようになってしまっています。人間の方達には『魔法』だけでも非日常的な事でしょうが、そこに『ラブコメ要素』が加わる事によって『ラブコメ魔法』という、私達天界人にとっても未知の現象が起こっています。なぜそんな事態になっているかというと──」

　ピュアリィはそこで一旦言葉を切って、俺の方に視線を向ける。

「『魔力』を引き寄せやすい体質の大我さんが、極度の『ラブコメ好き』という性癖だった為に『魔力』が歪ゆがんでしまい、『ラブコメ魔力』とでも呼ぶものが発生し、この辺り一帯を漂う事になりました」

　だから性癖言うな……ラブコメはこの世で最も尊い趣味だからなお前。

「そしてその充満した『ラブコメ魔力』がシフォンさんと静さんの『魔法を使用する才能』に反応して『ラブコメ魔法』となって発動してしまっている訳です。ただ、『魔法を使用する才能』は本来人間には備わっていないものですから、お二人のそれも不完全。なので強制的に発動してしまいますし、発動後もある程度しかコントロールできません」

　おお、ピュアリィが理路整然と説明を……

「ん？　なんですか大我さん。人の顔をそんなにじっと見て……私、そんなにかわいいですか？　えへへ、褒めても何も出ませんよ」

「え？　いやバカなのに頑張って説明してるなって」

「失礼にも程があります！」

　しまった、なんかイラっとしてつい心の声が……

「悪い悪い、でも今の説明、本当に分かりやすかったよな？　シフォン」

「うん。ピュアリィちゃんはちょっとおバカな所がかわいいと思う」

「なんで質問と違う事に答えたんですか！」

　ピュアリィは縋すがるような視線を君影の方に向ける。

「し、静さん、静さんは私の事おバカなんて思ってませんよね？」

「はい、まったく」

「ほ、ほんとですか？　気遣いはいりませんから正直に答えてくれた方が嬉うれしいです」

「いいえ、ものすごく」

「清すが々すがしいまでの本音をいただきました！」

　何気に君影が一番酷ひどい……まあ正直に言えって言ったのは本人だからしょうがないな。

「ぐぬぬ……ま、まあいいです。人間の皆さんとは常識が違うんで、私の賢さが理解できなくても仕方ありません」

　神にバカって名前付けられてるんだよなあ……

「それでは気を取り直して……何か質問のある方はいらっしゃいますか？」

「はい」

「シフォンさんどうぞ……って、なんで両手挙げてるんですか？　指も曲がってますし」

「うん、なんかこの方が、がおーって感じで野性的な質問の仕方かと思って。ワイルドだろぉ？」

　だからそれ人のやつだし、お前がやってもワイルド要素ゼロだから。

「よ、よく分かりませんが、質問どうぞ」

「うん。ちょっと気になったんだけど、発動しちゃう『魔法』と『ラブコメ要素』の組み合わせって何か規則性があるのかな？」

「お、いい質問ですね」

　ピュアリィは掛けてもいないエアー眼鏡をくいっ、と持ち上げる動作をしながらドヤ顔で言い放った。

「分かりません」

　分かんねえのかよ……

「そこの大我さん。また私の事をバカだと思いましたね」

　はい。

「ふっふっふ。今回ばかりは無知なのはあなたの方です。先程の発言は私には分からないという意味合いなんです」

「ピュアリィちゃんには？　それだと私達になら分かるっていう風に聞こえるよ」

「お、シフォンさん、なかなか鋭いですね、その通りです。そしてそれを説明するにはまず魔法の本質を知ってもらわなくてはなりません……それは『願望』の体現です」

「願望……つまり、こうなったらいいな、って思う事だよね」

「はい、この人間界でも、『願望』が科学の発展の礎になってきましたよね。魔法の場合はもっと単純です。こうしたいという強い願いが直接的な原動力となります。その想おもいに『魔力』が反応し、融合した結果、魔法が具現化されるという仕組みです。この『願望』の力は凄すさまじく『魔法』で実現可能な事はほぼ無限大です。不可能なのは『失った命を蘇よみがえらせる事』と『他人の気持ちを操る事』くらいでしょうか。それはもう神を超えた領域ですから……あ、ちょっと話が逸それましたね、すみません。とにかく『魔法』の内容は『願望』が反映されたものだという事です。訓練を積めば、毎回そこまで強い『願望』を抱かなくても発動できるようにはなりますが……今回のように無意識に発動しているとなれば尚なお更さら、それは深層心理下での想いが発露していると考えられます」

「…………」

「ん？　どうしました大我さん」

「いや、勉強はできるタイプなのかもな、って感心してた」

「『は』ってなんですか『は』って！」

　だからみなまで言わなかったのに……

「ん？　待てよ……じゃあ毎回ろくでもないラブコメ要素が加わるのって……俺がいつもラブコメ体験したいって思ってるから……それが具体的に発動したって事なのか？」

「はい、その可能性はあります」

「マジか……シフォン、君影、なんかごめんな」

　俺は二人に向かって頭を下げる。

「え？　わざとやってる訳じゃないんだから、全然気にする必要ないよ」

「そうですよ。赤城さんに非があるわけではないと思います」

　二人はそう言ってくれたものの、やはり罪悪感が……

「……ん？」

　そこでシフォンが何かに気付いたように首を傾かしげた。

「ねえねえ、思ったんだけど、わざととかそういう問題じゃなくて、そもそも大我のせいじゃないかも」

「え？　どういう意味だ」

「うん。もしかしたら私、大我と──っ!?」

　そこでまたなにかにはっ、として言葉を止める。

「どうした、シフォン？」

「な、なんでもない……」

　なぜかちょっと顔を赤くして俯うつむいてしまうシフォン。

「あ、危なかった……『大我とくっついたり、ちょっとエッチなアイテムで遊びたい』っていうのは私の願望かも……とか言っちゃう所だった」

　何やらモゴモゴ言っているが、声が小さくて全然聞き取れない。

「あ、シフォンさん、もう一つの可能性に気がつきましたか？　まあもう一つといいますか、かなりの確率でそっちの方が正解なのではないかと思──」

「あ、そうです。ピュアリィさん。とっておきのお菓子を忘れていました」

　そこで急に君影がピュアリィのセリフをぶった切った。

「はい、銅ど鑼ら屋の羊よう羹かんですよ」

「ほ、ほああ……これがあの噂うわさに名高いっ！」

　ピュアリィは目を輝かせてパクつきはじめた。

　そして君影は俺の方に向き直って微笑ほほえむ。

「ふふ、赤城さん。非はないとは申し上げましたが、心の奥底では『女の子と密着したい』だったり『女の子から公衆の面前で告白されたい』という願望を抱いていたご様子……やはり男の子ですね」

「ぐっ……」

「あらあら、謝る必要はありませんよ。むしろかわいらしいかと。ねえ、シフォンさんもそう思いますよね」

「え？　う、うん、そう……思う……男の子だし、しょうがないかなって」

「うぐっ……」

　な、なんだこれ……恥ずかしいにも程があるぞ。

「ご、ごめんね大我……そういう事にしておかないとバレちゃうから……ごめんね」

　またしても小声で何か呟つぶやくシフォン。

「はっ！」

　その横で、絶賛羊羹中のピュアリィが声をあげた。

「か、感じます、『魔力』を……この感じはすぐに発動してもおかしくありません」

「マ、マジか……」

　よりによってこの対策会議中に……いや、事情を知る者しかいない場で発動した方が対処はしやすいかもしれないな。

「で、今回はどっちだ？」

「静さんです。間もなく……というかもう発動しててもおかしくありませんよ、これ」

「だ、そうだが……君影、何か異常はないか」

「いいえ、まったく」

　君影はその言葉通り、いつものように穏やかな笑みを浮かべており、異変は見られない。

「むむ……おかしいですね。まあ自分で言うのもなんですが、私の感知センサーの感度はそこまで高くありませんから……ただ、間もなく発動するのは間違いないと思います」

「あらあら、困りましたね」

　発言とは裏腹に、微み塵じんも困った様子のない君影。

「ですが、心配していても解決するものでもありません。警戒しつつも対策会議を進めるとしましょうか」

《聞こえますか、赤城さん》

　……え？

　な、なんだ？……今、君影が喋しやべっている途中で、君影の声が聞こえてきたような……

　自分でも何を言っているか分からないが、そうとしか表現のしようがない。

　なんか物理的っていうよりも頭の中に直接響いてくるような──

《私です。君影静です》

　ま、また聞こえた……気のせいじゃない。

　俺は訳が分からず、君影の方に視線を向ける。

　それを受けた君影は、にっこりと微笑んだ。

《チン○》

「ぶふうっ！」

「どうしたの大我？」

　思わず噴き出してしまった俺に、シフォンが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「い、いや、なんでもない……」

　リアクションからしてシフォンには聞こえていない。これはもしかして──

《ええ、私達の間でテレパシーのようなものが発生しているようです》

　テ、テレパシー……それが今回の『魔法』って事か。

《ですから、今赤城さんが『ああ～めっちゃオナ○ーしてえ』と考えているのも全部伝わってきています》

「考えてねえよ！」

「大我さん？」

　思わずリアクションしてしまい、ピュアリィも不思議そうに首を傾げる。

「す、すまん、なんでもない……」

「ピュアリィさん、会議を進める前に、今度は文英堂のカステラはいかがですか？　シフォンさんも、こちらの動物を象かたどった練ねり餡あんのお菓子などいかがでしょう」

「ほんとですかっ！」

「わーい。かわいいお菓子大好き」

　君影の機転で二人の注意を逸らす事はできたが、そもそも声を出してしまったのはこいつのせいだ。俺は君影に非難の視線を向ける。

《ふふ、冗談です。テレパシーといってもどうやら考えが全て筒抜けという訳ではなく、『送りたい』と思った部分だけが反応する模様です。ですので赤城さんの、おぞましい程のエロ妄想は受け取れていませんのでご安心を》

　だからそんなの考えてねえって……

《私はまだ何も受け取れていませんので、やってみていただけますか？　やり方は簡単です。私の方に意識を集中させて、『この言葉を送りたい』という意思を込めるだけです》

　簡単ねえ……俺は言われた通り、言葉をイメージして『送りたい』と念じてみる。

《あー、あー、テストテスト。君影、聞こえてるか？》

《え？　私の今日のパンツの色ですか？》

　駄目だ全く聞こえてねえ！

《冗談です、ちゃんと聞こえていますよ》

《おい、テストなんだからふざけるなよ。じゃあ念ねんの為ためもう一回な。ちゃんと聞こえてたら頰ほおに手をあてて、優しい感じで撫なでてみてくれ》

　君影は微笑みと共に、俺が指定した動作をしてみせた。

　ほんとに簡単だな……ていうか、自分がテレパシーなんていうものをすぐに受け入れてしまっているのがなんとも……慣れって恐ろしいな。

《今度は私からテストです。この内容が聞こえていましたら、股間に手をあてて激しくこすってください》

《できるわけねえだろ！》

《あら、ツッコミまでテレパシーで。順応が早いですね》

　それはこっちのセリフだ……てか君影は順応というよりもそもそも微塵も動じていないように思える。

　まあなんにせよ、こんなものに順応する必要性は全く無い。一刻も早く解除しなくては。

　俺はスマホを取り出し、『ラブコメマスター』を起動する。

【魔法　テレパシー】×【ラブコメ　み、みんながいるのに駄目っ……二人だけの秘密共有】

　相変わらず頭の悪そうなシチュエーションだ。ていうかこれラブコメってよりＡＶのジャンルなんじゃ……まあいい。問題なのは何が起こっているかよりもその解除方法だ。

「うっ……」

　画面を確認した俺は思わず小さなうめき声をあげる。

《どうしました？》

《いや、解除方法がひどくてな……そのまま伝えるぞ。【表向きは対策会議を進めつつ、平行してテレパシーで『卑語しりとり』を行う事。一ワードにつき制限時間は三十秒。最低でも十ワード（各々五ワード）行い、最後は『ち○こ』で終わるものとし、赤城大我がそれをテレパシーではなく、実際に口にしなければならないものとする】……だとさ》

《あら、大変。まあ大変なのは赤城さんですが》

《……ああ、だがまだ続きがあるんだ……【なお、二人がテレパシーで念話を交わしている事は、神代シンフォニア、ピュアリィの両名に露見してはいけないものとする。これが破られた場合や制限時間をオーバーしてしまった場合、ペナルティーとして『任意』ではなく『全て』の思考が赤城大我、君影静間で筒抜けになるものとする】……って》

《あら、面白そうじゃないですか》

　こ、これを面白いって……一体どういう神経してるんだこいつ。

《お前な……考えてる事が『全て』俺に伝わっちゃうんだぞ。そんなの嫌だろ》

《ふふ、私は一向に構いませんよ。そして赤城さんが私に○○○を塗って○のように○○○したいと思っているのは既にバレていますので、恥ずかしがらなくても大丈夫です》

《思ってるわけねえだろ！》

　く……こいつに普通の感覚を期待するのが間違いか。

「はー、おいしかったです」

「うん、食べちゃうのがちょっとかわいそうだったけど、おいしかわいかった」

　う……ピュアリィとシフォンのモグモグタイムが終わってしまった。まずは表向きの対策会議を始めつつ、様子をみて卑語しりとりを始めるしか──

《姫始め》

　いきなりおっぱじめやがった！

「満足していただけたようでよかったです。それでは会議を再開しましょうか。ピュアリィさん、お願いします」

　そして表面上はこの笑顔……こいつマジですげえな。

「はい。それでは次は何についてお話ししましょうか」

「あ、私、気になってる事がある」

　そこでシフォンが再び挙手する。

「シフォンさんどうぞ」

《赤城さん、制限時間もありますからそろそろお願いします》

《あ、ああ、そうだな……『め』、『め』か…………ちょ、ちょっと恥ずかしいが……め、『目隠しプレイ』》

《陰毛》

《はええな！》

　恥じらいも躊躇ためらいも微塵も感じられない即レス……なんで男の俺の方が照れてんだよ。

「うん。『ラブコメ魔法』が発生した時に、大我の携帯に解除方法が送られてくるでしょ？　あれって誰がどうやって決めてるの？」

「たしかに……発生したらすぐにアプリが更新されてるけど、どういう仕組みなんだ。開発したのはあのチャラい神だっていう話だけど、あいつが決めてる訳じゃないよな」

《赤城さん、たしかに気になる情報ではありますが、お時間が》

《あ、ああ……悪い。じゃあ……う、『裏ビデオ』》

《おねショタ》

《だからはええって！》

「ああ、それは私も気になったので、昨日神様に確認しました。『ラブコメ魔法』は先程のお話の通り、願望──つまりは何か満たされない想おもい──が形になったものです。ですから解除方法は非常にシンプル。願望を充足させてあげれば、その『ラブコメ魔法』は消えてしまうという事ですね。アプリはその願望を検知して表示してるだけみたいです」

「おい待て、それじゃあ今までの解除方法って……」

「そうですね。赤城さんが女の子と三十秒以上くっついたり、女の子から公衆の面前で告白される事で満足した、というお話かと」

「ぐっ……」

《赤城さん、そろそろ》

《お前よくそんな簡単に切り替えられるな……た、『体位』》

《異常性欲》

《もうお前だけ制限時間一秒でいいだろ！》

　他にも色々とツッコみたい所だが、怪しまれないように表の会話の方も反応しておかないとな。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。俺にラブコメ願望があるのは認めるが、そこまで具体的なのは考えた事ないぞ」

「あ、それも私、心当たりあるかも……」

　そこでシフォンが遠慮がちに発言する。

「ん？　シフォン、どういう事だ？」

「う、うん……でもそれを言っちゃうとまずいというかなんというか……でも言わないと大我のせいみたいになっちゃってかわいそうというか……」

　どういう事だ？　よく意味が分からない。

「あ、あのね──」

《お時間です！》

「おわあっ!?」

　頭の中に特大の声が響き渡り、思わず生の声が出てしまった。

《な、なんだよ急に》

《ふふ、申し訳ございません。ちょっとびっくりさせて、赤城さんのキ○玉飛び出たら面白いかと思いまして》

《目ん玉だろ！》

《赤城さん、お時間が迫っているのは本当ですよ》

《あ、ああ、そうだな。じゃあ……く、『クラミ○ア』》

《朝あさ勃だち》

《マジで息を吐くように出てくるなお前！》

「た、大我？　どうしたの、急に大声出して」

　う……まずい。シフォンがこのまますぐに脳内念話の存在に気付く可能性は低いが、怪しまれる事自体を避けなくては。

「あ、いや、すまん。なんか言いづらそうだったから、無理しなくてもと思ってだな」

「ありがとう……でも……」

　本当は心当たりがあるんなら聞き出したい所だが、この流れでやっぱり教えてくれとも言い出しづらい。く……もっと他のごまかし方をするべきだった。

　そこで君影がにっこりと口を開く。

「少し申しあげづらいのですが、深層心理ですから、赤城さんがご自身で認識していない願望充足という事ではないでしょうか。表に出したいと思っている事が色々とあるのでは？」

「そ、そう……なのか？」

　じゃあ俺は女子とくっついたり、告白されたりしたいとか、無意識で思ってるって事か……変態野郎じゃねえか。それでシフォンと君影に迷惑かけてるとか……ヘコむわ。

《赤城さん、落ち込んでいる所申し訳ありませんが……》

《おっと悪い、また忘れてた。えーっと……》

《といいますか、これでちょうど計十ワード目ですので、赤城さんがアレを仰おつしやっていただければ今回の『ラブコメ魔法』は解除されます》

《マ、マジか……てか偶然じゃないよな、それ。お前、狙って『ち』を最後にしたのか？》

《はい。どんな言葉で始まっても『ち』で終わる卑語を準備してありました》

《下ネタの天才か！》

《ふふ、ありがとうございます》

《褒めてねえよ！》

《赤城さん、そろそろお時間がまずいです》

　お、そうだな。ここであの言葉を言うのはちょっと……いや、かなり抵抗があるが、あまりに唐突すぎて、逆に冗談で済まされる気がする。よし、なんとかなりそ──

「そうなの？　大我は何か表に出したいものがあるの？」

　シフォンなんでここでとんでもない質問すんだお前！

　お前、この流れであのワード言ったら……最低じゃねえかあああああっ！

《ぷ……赤城さん……ぷぷ……本当に時間がありませんよ》

《君影てめえ笑ってんじゃねえよ！》

《ぷ……あと四秒、三、二──》

　く……くそおおおおおおおおおおおっ！

「ち、ち○こ」

「…………………………………………え？」

　シフォンの目が、点になった。

　や、やっちまった……

「え？　大我、それ……出したいの？」

　ですよね！　流れからしてそうなりますよね！

　その時、スマホから聞き覚えのあるファンファーレが鳴り響いた。よし、クリアだ！　これでもう事情を話しても問題なくなった！

「ち、違うんだシフォン、これには訳が──」

「だ、だだだ、だいじょうび……と、とと、突然のエッチワードにも動じにゃい私、ワイルドだろぉ？」

　…………死ぬほど顔赤くなってますけど。







「改めてほんっっっとうにスマン！　申し訳なかった！」

　数分後、俺は机に額を押しつけてシフォンに詫わびていた。

「だ、大丈夫だよ大我、そういう理由があったんなら仕方ないから」

「う……そう言ってもらえると助かる。でも事情があったとはいえ、セクハラ紛まがいの事をしたのは事実だ。本当にごめんな」

「私からも謝罪申し上げます。本当に申し訳ありませんでした」

「ほ、ほんとに大丈夫だから。君影さんも大我も、もう頭あげて、ね？」

　シフォンはほんとにいい奴やつだな……だからこそ余計に罪悪感が。

「まあでも解除されたんだからよかったじゃないですか。私の察しがよかったら、もしかして【テレパシー】かも、って気付いちゃってもっと酷ひどい事になってたかもしれませんし、鈍くてよかったです、あはは！」

　俺の気持ちを察してか、ピュアリィが大おお袈げ裟さに明るい感じで言ってくれる。うう、俺の周りはみんないい奴ばっかりだな。

「それにしてもエッチな言葉でしりとりですか……静さんにとっては相当厳しい課題だったんじゃないですか？」

「そうなんです……私もう、恥ずかしくて恥ずかしくてどうしようかと。そもそもそういう言葉に縁が無いものですから、中々思い浮かばなくて……毎回時間切れ寸前でした」

　……訂正。こいつはいい奴じゃなかった。





＊






　うわああああああああっ！　またやっちゃったよおおおおおおおおっ！

　何やってるの……何やってるの私！

　大我君に……よりによって大好きな大我君に罪を押しつけるなんてええええっ！

『ラブコメ魔法』の原動力である『願望』が、大我君じゃなくて私達発動側にあるのは明白だよ。

　だって私……思ったもん。できる事なら大勢の前で大我君に告白してみたいって！　大我君と二人っきりで秘密を共有してエッチなゲームで遊んでみたいって思ったもん！

　しかもシフォンちゃんは自分が原因だって気付いて、大我君に申告しようとしてたのに、私はそれをストップさせて下らない体面を保つ始末……醜い……シフォンちゃんに比べて私醜すぎるんごおおおおおおっ！

　……それだけじゃないよ。今回の卑語しりとりの『ち○こ』云うん々ぬんの解除方法……あれも多分、私の深層心理が反映されたもの。さすがに明確に願った訳じゃないけど、多分心のどこかでちょっぴり『本人の目の前であんな事言わせたら、シフォンちゃんが大我君に幻滅するかも』とか思ってたんだよ私！

　だって……だって羨ましいんだもん！　なんかいつも二人で仲よさそうにしてるし、シフォンちゃん素直でかわいいし、めっちゃお似合いで……それに嫉妬した結果、あんな事に……ごめんなさいシフォンちゃん……そして大我君、こんな心の汚い陰キャ女があなたの事好きになっちゃってごめんなさいいいいいいいいいいっ！

　それに……ピュアリィちゃんもなんか怪しくないかな？　だってあの人（天使？）冷静に見たら上の上だよね？　シフォンちゃんとは別のベクトルで純粋だし、おバカでかわいいとか最強だよ……今はまだそういうのなさそうだけど、そのうち大我君と……って、こういう事考えちゃうのがいけないんだって！

　憎い……醜い自分の心が憎ぃいいいいっ……

　うう……もうやだ。私だって……私だってもっと素直になりたいのに……

　……よし、心を入れ替えよう。今度大我君に会ったらありのままの私を見てもらお──

「お、いたいた。君影、さっきはお疲れだったな」

「あら、赤城さん、こんな人気の無い所で話しかけてくるなんて……さっき出せなかったチン○チャレンジですか？」

「お前マジで最低だな！……ったく、一応様子を見にきたんだけど、この調子なら問題なさそうだな」

「心配してくれたんですか。赤城さんは本当にヤリ○ン──じゃなくてやさしいですね」

「『や』しか合ってませんけど！……はあ、お前の心配した俺が馬鹿だったわ」

「明日の朝、今日の事を思い出して朝勃チン○しないでくださいね」

「普通に朝勃ちでいいじゃねえか！　なんでチ○コ付けた！……はあ、なんか疲れたからもう帰るわ。じゃあな」

「あ……ち、違うの、待って……」

　な、なんでこうなっちゃうの……私の馬鹿ああああああああああああああああああっ！
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「うぬ……うぬぬぬぬぬ……」

　翌日、登校すると、作業服姿のピュアリィが庭木の傍そばでお腹なかを押さえながら唸うなっていた。

「ぐ……ぐぬううううう……」

　ちょっとコミカルな感じで、本格的に体調を崩している訳じゃなさそうだが……とりあえず確認してみるか。

「どうした？　頭悪いのか？」

「なんでお腹押さえてるのにそうなるんですか！　いや、頭押さえて『あ、頭が……』って言ってて『悪いのか？』だったらまだ分かりますよ……でもなんですかいきなり『頭悪いのか？』って！　単なる悪口じゃないですか！　もっと流れを考えてボケてください！」

　ツッコミ長なげえ……そして普通に元気じゃねえか。

「うぬ……うぬぬぬぬぬ……」

　もう一回やらせる気か……

「ぐ……ぐぬうううう……」

「どうした？　便秘か？」

「デリカシーゼロですか！」

　う……たしかに女の子に対して言うべきセリフじゃないよな……ピュアリィだからつい気が緩んでしまった。

「わ、悪い悪い……」

「まったくもう……まあでも私は寛大な女ですから、水に流してあげます──たとえそれが便秘のお話だったとしても」

　そこで好こう楽らくさんばりのドヤ顔……お前も結局乗っかってんじゃねえか。

「で、どうしたんだ？　ほんとに体調悪いなら保健室に付き添うぞ」

「あ、いえ、そういう訳じゃないんですけど、ちょっと嫌な予感がして……」

「嫌な予感？　また『ラブコメ魔法』が発生しそうなのか？」

「あ、はい、それもあります。この感じからして今度はシフォンさん……時間的には今すぐってわけじゃなく、今日の夕方くらいまでは保もちそうですが」

「マジか……またろくでもない解除方法じゃなきゃいいんだが……ん？　待てよ。『それも』って事はまだ他になんかあるのか？」

「はい。そっちは本当に嫌な予感としか言いようがないんですが、なんかお腹の辺りがモヤモヤというかグルグルしてて……私、昔から悪い事が起こる前に、こういう感じになるんです。楽しみにしていた『ヘヴンズ・エンジェル』吸い放題のお店が行ってみたら潰れてた事があって、その時もこの前兆が……」

　まあお前以外に客はほとんどいないだろうから潰れるわな、そりゃ……そっちの予感は当てにならなそうだから放ほっておくとして、問題は『ラブコメ魔法』の方だ。

「シフォンは俺が常に気に掛けとくわ。もし放課後になるまで発動しなかったら一緒に帰って、家まで送るようにする」

「あ、そうしてもらえると助かります。私もご一緒します……と言いたい所ですが、この予感はなにか『魔力』関係のもののような気がするんです。もしもの事があるといけませんので、私は静しずかさんの傍にいて、対処できるようにしておこうと思います……まだ見ぬ三人目の方の事も気になるんですが、そちらはまだ特定できそうにありませんので」

「そっか。まあ備えすぎって事はないからな。じゃ、君きみ影かげの方は頼むな」

「はい！　お任せくださ──あ、あれ？」

「どうした？」

「い、いえ、今度は普通にお腹の調子が……うぬぬ、昨日『ヘヴンズ・エンジェル』をキメすぎたのが悪かったんでしょうか」

　……悪いのはお前の頭だと思います。
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　結局学校にいる間はシフォンの『ラブコメ魔法』は発生せず、放課後、俺はシフォンと二人で帰途についていた。

「……………………」

　さっきからシフォンは一言も喋しやべらない。考え事でもしているのか、中空をぼーっと見つめたまま歩いている。まあ別にシフォンとだったら沈黙も苦にならないんで、何かにぶつかったりしないかだけ注意して見守って──

「はっ……」

　そこで急にシフォンの足が止まる。

「思いついた……これは究極の組み合わせ。大たい我がちょっと見てほしい」

　シフォンはちょっと得意げに鼻を鳴らしながら、ある動作をしてみせた。

「えっと……それは？」

「解説する。まず、両手をくるん、と回す事で頭の回転の速いクールな女性を表現し、その勢いのまま両手を拡ひろげる事で『さあ、私の胸に飛び込んでいらっしゃい』みたいなミステリアスな感じを醸し出してみたの。大我はこれを見てどう思った？」

　すしざんま○だと思いました。

「私はクールかつミステリアスな女……合わせてクルッテリアス」

　何その出版コードに引っかかりそうな略し方……

「あっ……」

　そこで再びシフォンの動きが止まった。

「どうした？　また何かポーズでも思いついたのか？」

「ち、違う……タイガ、それ……」

　シフォンの視線は何やら上に向けられていた。

「ん？」

　そこで俺は頭部の違和感に気付く。

「ん？　なんか載ってる？」

　俺はその布状の何かを手に取った。

「なんだパンツか……ってパンツ!?」

　それは紛れもなくパンツだった。しかも女物……いわゆるひとつのパンティという奴やつだ。

「大我……また取った？」

「またって言うなまたって！」

　来たな『ラブコメ魔法』……そしてこれ、最初にフライング発動したやつの本チャンだ。

「あ、でも今日はスースーしない。それ、私のパンツじゃない」

「そ、そうか……」

「一体誰のなんだろうね？」

「分からん……俺がじっと見るのも悪いから、シフォンちょっと確認してくれるか？」

　俺は目を背けながらシフォンにパンツを手渡す。

「うん。どれどれ……あ、かわいい。イチゴがプリントされてるよ。よいしょ……あ、裏側はドリアン」

「……あいつのだ」

「え？」

「そんなのはいてんの、世界中でピュアリィしかいねえ」




『ぎゃああああああっ！　パンツが急にどっかいっちゃいましたあああああっ！』




　……持ち主の叫びが脳内に浮かんでくるようだった。あいつの『魔力』関係の嫌な予感ってこれの事だったんだろうな。

「……大我」

「ん？」

「なんでピュアリィちゃんのおパンツの柄知ってるの？」

「うっ……」

　し、しまった……何気なく発した一言だったが、よく考えたらヤバすぎる発言だ。

「じとーっ」

　う……シフォンの蔑むような視線が痛い。

「ラ、『ラブコメ魔法』だっての。ピュアリィが発動させた時にちょっと事故っただけだ」

「むう……噓うそは言ってないけど、なんか大事な事は隠してる感じがする」

　鋭い……【インビジブル】で見ちゃったのは本当だし、その前にピュアリィ自らめくって見せてきた事は伏せてる（言えるか）からな。

「これはピュアリィちゃんを交えておパンツ裁判の必要が──あ」

「どうした？」

「……消えちゃった」

「え？」

「おパンツ……消えてなくなっちゃった」

　視線を向けると、たしかにシフォンの手には何も握られていなかった。

「感覚的になんとなく分かる……おパンツはピュアリィちゃんの所に無事帰ったみたい」

「パンツが帰った事が分かる感覚ってどんなだよ……ん？」

　そのタイミングで、スマホが振動した。

「お、『ラブコメマスター』更新の通知だな」

　新たな『ラブコメ魔法』の発動を検知

【魔法　テレポーテーション】×【シチュエーション　ちょいエロアイテムでドキッ】

【解除方法　赤あか城ぎ大我、神かみ代しろシンフォニアの両名が、お互いに『ときめき』を感じる事。※『ときめき』は同時ではなく、バラバラのタイミングで感じても可とする】

　なんじゃこりゃ……

　俺はうんざりしながらシフォンにもスマホの画面を見せる。

「アイテムを使って、お互いに相手をドキドキさせればいいって事？」

「まあそういう事なんだろうな……」

　お笑いなんかでよくあるモノボケの『ときめき』バージョンって感じだろうか。

「あ、また来そう」

「え？」

　そこで不意にシフォンが上空を見上げた。

「また何かが瞬間移動してくる……うん、多分またパンツ」

「マ、マジかよ……って、ん？」

　次の瞬間、俺の視界が塞がれた。

「な、何が起こったんだ一体……」

「あ、大我がパンツ被かぶってる」

「……は？」

　俺の顔の位置にパンツがテレポートしてきたって事か？　そ、それはまずい……対外的にもヤバすぎるし、何よりパンツの持ち主の子にも申し訳なさすぎる。

　は、早く取らないと…………って待てよ。

　俺の顔面一体を覆うような大きさのパンツって事は……

「あ、名前が書いてあるよ。えっと『赤城光こう我が』だって」

　俺の親父おやじじゃねえか！

「おええええええええええっ！」

　あまりの臭さに思わず崩れ落ちて四よつん這ばいになる俺。

「あ、パンツ消えた」

　た、助かった……でも小学生でもないのになんでパンツに名前書いてんだあの男。

「あ、また来るよ」

「え？」

　そこで再び俺の視界が覆われる。

　ぐっ……またパンツが移動してきたのか。今度はボクサーパンツなのか、大分顔面の締め付けが厳しい。

「あ、また名前が書いてある。えっと『赤城大我』だって」

　そうだ俺も書いてたんだった！

「ぐ……てか何が悲しくて自分のパンツ被らにゃならんのだ……まあさっきのパターンからすればこれもすぐに戻るだろ」

「あ、そうだね」

「「………………………………………………」」

「戻んねえのかよ！」

　俺はセルフで顔面からパンツを剝はぎ取り、勢いで地面に叩たたき付ける。

「「………………………………………………」」

「まだ戻んねえのかよ！」

　俺はパンツを拾い上げ、近くにあったコンビニのトイレを借りて、パンツをはきなおした……マジで何やってんだ俺……

「大我、なんかごめんね」

「いや、シフォンは悪くない。全ては『ラブコメ魔法』のせいで──ん？」

「あ、大我がまた自分のパンツ被ってる」

「なんで!?」

　まさかの天丼……なんなの？　野郎が自分のパンツ被ってるの見て誰が楽しいの？　ラブコメだったら完全にボツ展開だぞこんなの。

「く……仕方ない」

　俺は再びコンビニのトイレを借りて、パンツをはいてもどってくる。

「ふう、さすがに今度は──」

「あ、また」

「お前いい加減にしろよマジで！」

　その後も、パンツの上下転移は延々と続き──

「うがあああああっ！」

　そのループが五回を超えたあたりで、俺は自らのパンツを破り捨てた。

　く……ものを無駄にしてしまって申し訳ないが、もうこうするしかなかった。

　チャリーン。

「ん？」

　なんか変な音と共に、スマホが振動した。『ラブコメマスター』を確認してみると、その画面には次のようなメッセージが。

『天界による補ほ塡てんシステムが発動しました。赤城大我が破いてしまったパンツと同じものが、ユニク○の店舗から赤城家のタンスに瞬間移動されました』

　は……いやいやいや、ちょっと待て。補塡してくれるのはいいが、そんな方法じゃ完全に犯罪じゃないか。

『ご心配なく。赤城大我の財布の中から、パンツ分の代金をユニク○のレジ内へテレポートさせました』

「なんで!?」

　確認してみると、たしかに財布から千円ちょっとが忽こつ然ぜんと消え去っていた……

「お、おのれ『ラブコメ魔法』め……」

「ご、ごめんね大我……あとで私も半分払うから」

　チャリーン。

『神代シンフォニアの優しさに対して、赤城大我の財布の中から相応の代金を彼女の財布内にテレポートさせました』

　どういう事だってばよ！

『バファリ○は半分が優しさで出来ていますね？　となると我々がバファリ○を購入する際、代金の半分は優しさに対して支払っているという訳です。つまりはそういう事です」

　だからどういう事だってばよ！

　チャリーン。

『赤城大我愛読の【月刊ラブコメスケベ】電子版、先払いで決済しておきました』

　余計なお世話過ぎるだろ！

　だ、駄目だ……早くなんとかしないと破産する。

　とはいえ、こんなフリーダムすぎるものが送られてきたんじゃ『ときめき』なんて感じられる訳がない。

「……シフォン、完全にコントロールするのは無理だとしても、送られてくるものをある程度限定する事はできないか？」

「うーん、どうだろ？　一生懸命念じてみればある程度は反映されるかもしれない」

「だったらパンを試してみてくれ」

「パン？」

「ああ、俺が常に思い描いているラブコメ理想のシチュエーションの一つだ。それを咥くわえて走ってきてもらえれば、『ときめき』を感じられるかもしれない」

「あ、この前言ってたやつだね。分かった、やってみる……パン……パン……パン……」

　シフォンが念じ始める事十数秒、

「あ、来た」

　そしてシフォンの手の中に、とある物体がテレポートしてくる。

「お、マジでパンが来たな！……でもなんだそれ？　なんか変な形だな」

　俺は説明を求めて、『ラブコメマスター』のメッセージを確認する。

『成形ミスでなんかエッチな形になってしまったチョココロネです』

　いや、たまにそういう大根とか人にん参じんとかニュースになるけど、コロネってお前……

『ちなみにコロネはそもそもがチン○みたいだからエッチじゃん、というツッコミは無しでお願いします』

　お前が言わなきゃ考えもしなかったわ！

　チャリーン。

『ちなみにこれ、工場内に廃棄処分されていたものですので、半額にまけておきます』

　捨ててあったやつなら料金いらねえだろ！

　く……だが惜しい所まではいっていた。シフォンの『念』がある程度反映される事は証明されたし、前進は前進だ。

「シフォン、パンはパンでも食パンを思い浮かべてみてくれ」

「ん、分かった。食パン……食パン……食パン……」

　そしてシフォンが念じ始める事十数秒。

「あ、来るよ」

　チャリーン。

　そしてシフォンの手に現れたのは某有名メーカーの食パンの袋。

「お、成功だな！」

　これならばラブコメシチュ再現の素材として申し分ない。ようやくの当たりだ。これは料金が発生しても納得できる。

　チャリーン。

　ん？

「あれ？　なんかまた食パン出たよ？」

　チャリーン。

「あ、また」

　チャリーン。チャリーン。チャリーン。

「え？……食パンたくさん」

　お、おいおい……

「うわ……こんなにいっぱい。ちょっと持ちきれないかも」

　わずか一分足らずのうちに、シフォンの手は食パンの袋で溢あふれていた。

　いくらなんでもこんなにはいらない。一体何を考えて──

『ヤマ○キ春のパンまつりに応募したいでしょうから、少し多めにしておきました』

　お前マジでいい加減にしろよ！

「大我、残念ながらこの時期はもうパンまつりの応募は締め切られてる」

　完全に支払い損じゃねえか！

「あ、パンが消えたよ」

『申し訳ございません……応募期間が締め切られていましたので、パンは戻しておきました。代金もお返しいたします』

　チャリーン。チャリーン。チャリーン。チャリーン。チャリーン。

　お、財布に重みが戻ってきた。

『更に、期待させてしまったお詫わびとして、我々が独自ルートで確保した、パンまつりの景品をテレポートさせます』

　え？　それってあの『白いお皿』だよな……まあもらえるならめっちゃ嬉うれしいけ──

「ん？……く、くせええええええっ！」

　な、なんだ！　臭っ！　急に辺りの空気がめっちゃ臭くなったぞ！

『申し訳ありません。人気すぎて「白いお皿」は確保できなかったので「グロいおなら」をテレポートさせました』

　お前ぶん殴るぞマジで！

『安心してください。お父様のですよ』

　不安の極地だわこんな臭い！　あの男絶対腸になにか患ってるだろ！

「大我、パン全部消えちゃったよ」

「マジか……いや一袋くらい残しとけよ」

「あ、またなんかテレポートしてきた……ってパンツ？」

　そしてなんでまた戻るんだよ……俺はうんざりしながらシフォンの手の中を確認し──

「っ!?　こ……これはっ！」

　思わず目を疑った。

「どうしたの大我。これ、そんなにすごいパンツなの？」

「す、凄すごいなんてもんじゃない……これは『水みな川かわ澄すみ音ね』のパンツだ！」

「『みなかわすみね』？」

　シフォンはその名前に首を傾かしげる。まあラブコメに触れていない人間が知らないのは仕方ないが、それは我々の世界では常識中の常識──というか知らぬは人に非あらずレベルの伝説的人物だ！

『水川澄音』……俺の熱愛する『ラブスロットル！』のヒロインの一人であり、『パンチラサレマスター』の称号を持ち、とにかく……とにかくパンチラされまくってかわいくて……うん、めっちゃかわいくて……そう、とにかくかわいい女の子なのだ！（語彙力の消失）。

　このパンツは彼女メインで話が進むコミックス二巻の発売時に、十枚という超限定数で作られた記念グッズだ！　小遣いとバイト代の全てを一冊一枚の応募券に注ぎ込んで申し込んだが当選には至らず、血涙を流した日の事は今でも鮮明に思い出せる。

　その夢にまで見た『澄音』のパンツが……今俺の目の前に！　オーラで分かる。これはパチモンとかの類いではなく紛まがう事なき本物っ!!

『これは当選した中の一人から暫定的に借り受けたものです。状態はパッケージの封すら切っていない新品です。お値段交渉次第では譲ってもいいとの──』

「払う！　俺の全財産で足りなければ内臓でもなんでも持ってけ！」

　チャリーン！　チャリーン！　チャリーン！　ブチブチィッ!!

「ぎゃあああああっ！」

『その方は大のワキ毛マニアでもあるので、足りない分はそれで勘弁していただけるそうです』

　さ、財布の中と脇の下がツンツルテンになってやがるっ……

「……まあいい、その位の代償で済むんなら安いもんだ。これで『澄音』のパンツは俺のものって事だな！」

「むう……」

「ん？　どうしたシフォン。そのパンツは対価を支払って正式に手に入れたんだ。ほれ、よこしてくれ」

「……やだ」

「へ？」

「だって、私の時より嬉うれしそう」

「な、何言ってんだお前？」

「私の時は、慌ててはいたけど喜んだり、照れたりはしてなかった……むう」

　なんで急にそんな事……ああ、そうか。ピュアリィもそうだったけど、女の子としてのプライドみたいなもんか。

「いや、あの時は『ラブコメ魔法』の存在を知らなかったから驚きの方が強かったし……そもそもあの状況で俺が喜んでたら気持ち悪いだろ」

「それはそうなんだけど……『水川澄音』ってマンガの中の女の子でしょ？　今、検索した……かわいいね」

「そうだろ！　そうなんだよ。『澄音』めっちゃかわいいんだよ！　いやーシフォンはやっぱり分かってるな」

「……大我は全然分かってない」

「は？　そんな事ないぞ。俺は誰よりも『澄音』の魅力を理解してる男だ！」

「……これ、破いていい？」

「なんで!?」

「それは冗談だけど……やっぱりこのまま渡したくない」

　ど、どうしたんだシフォンは一体……俺がもう一度交渉を試みようとした瞬間──

「きゃっ！」

　俺とシフォンの間を何者かが猛ダッシュで通り過ぎ、弾はじかれる形になったシフォンは、傍そばにあったコンクリート塀にぶつかった。

「い……たっ……」

「だ、大丈夫か、シフォン」

「あ、うん、ちょっとぶつけただけで大した事な──あっ……パンツが無くなってる」

　その言葉通り、シフォンの手の中からは『澄音』のパンツが忽こつ然ぜんと消え去っていた。

「ひ、ひったくりだったんだ……ごめん大我、とられちゃ──」

「待てコラアアアアッ！」

　俺は爆発的な速度で走り出していた。

　前身を黒で統一したそのひったくり犯は、十数メートル先を必死に逃走している。

　だが──

「待てって……言ってんだろうがあああっ！」

「う、噓うそだろ……は、速っ！」

　俺は瞬く間に犯人に追いついていた。多少は逃げ足に自信があるようだが、日々鍛錬を重ねる俺の身体からだ能力とは比べるべくもない。

「うげっ！」

　そしてその襟首を摑つかみ、

「来い」

「ぐ、ぐえ……放せ……放せって！」

　俺はその言葉を完全に無視し、そいつをずるずると引っ張っていく。

　そして犯行現場まで連れ戻した所で、投げ捨てるように解放する。

　それを見ていたシフォンが声をあげた。

「た、大我、もの凄すごく怖い顔してる……パンツ盗とられたの、そんなに悔しかっ──」

「謝れ」

　俺は、地面で尻餅をついている犯人に端的に告げた。

「そこの女の子に謝れ。お前のせいで怪我けがしてる」

「え？……怪我って手の甲のこれの事？　大丈夫だよ、こんなのほんとにちょっと擦すり剝むいただけで……」

「程度は関係ない。おい……女の子を傷つけといて逃げてんじゃねえよ」

「ひっ……」

　俺はひったくり犯の胸ぐらを摑み、強制的に立ち上がらせる。

「も、申し訳ありませんでしたあああああっ！」

　そいつは俺の手を振り払い、正に一目散といった体ていで逃げ出していった。

「ま、こんなとこだろ。シフォン、ちょっと手ぇ見せてみ……ああ、これなら雑菌が入ったりとかはしなそうだな」

「あ、ありがと……大我、私の為ために怒ってくれたの？」

「当たり前だろ」

「嬉しい……パンツ取り返したくて、あんなに必死なんだと思ってたから」

「ん？……パンツ？………………ああああっ！」

　そ、そうだ！　パンツ……『澄音』のパンツはどこいった！

「あ、あそこに落ちてるよ」

　シフォンが前方の地面を指差す。

　よ、良かった……価値も分からないであろう、あんな奴やつの手に渡らなくて本当に──

　ブロロロロロロ！

「……ブロロロロロ？」

　俺達の横を、トラックが通り過ぎていった。パンツめがけて…………パンツめがけて!?

「ま、待てええええっ！」

　猛ダッシュで追いかけるも時既に遅し。大型車輪の直撃を受けたパンツは──

「あ……あ……」

　見るも無残な姿になっていた。

「あ、あああああああああっ！」

　慟どう哭こく。

「うっ……ぐっ……ぐひっ……ぐひっ……ううう……おええええっ」

　そして嗚お咽えつ。

「オ、オロロロロロ……オロロロロロロ……」

「せ、せっかくかっこよかったのに……悔しがり方がとっても気持ち悪い……」

　シフォンが何か小声で呟つぶやきながら歩み寄ってくるが、こっちはそれどころじゃない。

「大我、私お裁縫は得意だから、よければ直すよ」

「ほ、ほんとかっ！」

「う、うん……結構汚れちゃってるけど、ちゃんとお洗濯してほつれを修繕すれば、ほぼ元通りな感じになると思う」

「て、天使だ……天使がここにいる……」

　デンプンで捕まったエセ天使とは違う本物の天使が降臨なさった！

「いや、これはもう天使を超えた現あら人ひと神がみだ！　ぐっ……畏れ多くて直視できないっ！」

「た、大我、それはちょっと大おお袈げ裟さ……」

　そんな事はない。現にシフォンの顔を見ると、心臓がバクバクして──

『赤城大我　ときめき　クリア！』

　そのタイミングで、スマホからファンファーレと音声が鳴り響いた。

「マジか……パンツも元通りな上にクリアとか、最高かよ」

「……マンガの女の子のおパンツ直して達成ってちょっと複雑」

　俺とは対照的に、シフォンはちょっと不本意な様子。

「ともかくこれで半分達成だ。後はシフォンの分を何とかすればこの『ラブコメ魔法』は解除され──」

　そこで唐突に、スマホからファンファーレが鳴り響いた。

「……え？　ど、どういう事だ？」

「【テレポート】はもう解除されたんだと思う。何かが飛んできそうな感覚が全然なくなってるから」

「え？　完全にクリアって事か？　でもシフォンはまだ全然ときめいてないだろ？」

「……ううん。多分、そういう事だと思う」

「そういう事？　シフォン、なんか心当たりがあるのか？」

「うん」

「お、じゃあ教えてくれ」

「……………………ここで大我にクイズです」

「へ？」

「私の『心当たり』とはなんでしょう？　当てられたら、超頑張ってパンツ直す。ほぼ、じゃなくて完璧に元通りにする」

「マジか！」

　こ、これは絶対に負けられない戦いだ……万が一にも間違える訳にはいかない。

　考えろ……といっても両名クリアとなっている以上、俺が気付かないタイミングでシフォンが『ときめき』を感じていたって事。それが何かを当てればいいだけだ。

「……………………………………………………………………………………………はっ!?」

　熟考の末、天啓が降りてきた。なんか恥ずかしがってたし……答えはこれしかない！

「実は臭いもの好きで、『グロいおなら』の臭いにちょっと興奮してた！」

「……………」

　シフォンの瞳が『無』になった。え？　何これ、どういう表情なの？　仏なの？　悟りを開いたの？

「……超頑張ってパンツ壊すね」

「へ？」

「でも百％手元が狂いそうな予感」

「あ、あの……シフォンさん？」

「知ってる？　昔のマンガで身体からだの後ろ半分の衣服が切れてて、お尻丸出しのキャラクターがいたんだよ。それは男の子だったけど……このパンツもそういう風になる予定、もとい確定」

「い、いや、ちょっと不安だからやっぱりそのパンツ返して……ってつよ！　力つよっ！」

　こ、これ以上無理矢理むりやり取ろうとしたら破けちまうっ！

「祈ってて。この子が明日どんな姿になってるかは、私のみぞ知る所だから」

「お、お願いします神様仏様シフォン様あああああああああっ！」





＊






　むう……大我のニブチン。

　あまりにも鈍いからちょっと意地悪して不安にさせるような事言っちゃったけど、安心して。

　ちゃんと心を込めて直すから。

　これは大我が本当に大切に思っているものだから。

　大我が私の為に怒ってくれた時、本当に嬉うれしかったから……そのお礼って訳じゃないけど、一生懸命元通りにするね。

　でも課題をクリアしたのは『私』にじゃなくて『マンガの女の子のパンツを直してくれる人』にときめいただけなんだよね……はあ……まだまだ先は長そう。

　大我じゃ、私が出したクイズの答えなんて絶対分からないだろうなあ。

　でもいくらなんでもあの答えはひどすぎるよ……私、おならの臭いが好きでもおかしくない女の子って思われてるのかな……うう。

　せめて、『シフォンの為に怒った時にときめいたのか？』とか答えてくれたらよかったのに……まあそれにしたって正解じゃないけども。

　たしかにかっこよかった。大我の気持ちが心に沁しみたし、本当にヒーローみたいだった。

　でも、その瞬間に課題をクリアした訳じゃない。

　私はあの時にときめいたんじゃない。あの時もときめいてたの。

　もう、課題が出た時点で私の方はクリアされてたの。

　だって……私は大我と一緒にいる時は、いつでもどこでもドキドキしてるんだから。
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「ふ、ふふふ……」

　ヤバい……

「か、カワユすぎる……」

　脳が……脳が溶ける。

　昼休み。俺は一人、中庭のベンチで『ラブスロットル！』を読み返していた。

「オフゥ……な、何回読んでもこのパンチラシーンはたまらん……グフ」

　幸せだ……『澄音』のパンツも無事に直りそうだって、今日の朝シフォンが言ってたし……そしたら今より更に『ラブスロ』にのめり込めるだろう。

「……大たい我がさん、普通に気持ち悪いからやめた方がいいですよそれ」

「はっ！」

　気付けば、ピュアリィが軽蔑の眼まな差ざしで俺を見下ろしていた。

「お、お前、盗み聞きしてたのかっ……」

「盗み聞きもなにも、それだけ大きい声でブツブツ言ってたら嫌でも聞こえますって」

「ぐっ……」

「オフゥとか実際に口に出して言う人、初めて見ましたよ。大我さんって普段はどっちかっていうとワイルド寄りなのに、ラブコメ絡みのお話になるとキモヲタさん化しますよね」

「……ふん。お前に『ラブスロ』の良さは分かるまい」

「いや、私も『ラブスロ』は名作だと思いますけど、さすがに現実と混同したりしませんって……ほらほらぁ、そんな二次元の女の子なんかより、生身でピチピチのかわい子ちゃんが目の前にいますよ」

「……ソウダナ」

「煩悩ゼロの修行僧みたいな目をしないでください！」

　声を張り上げたピュアリィは、一人で勝手にぷんすかし始めた。

「まったくもうっ……大我さんって本当に生身の女の子に興味ないんですね」

「それは誤解だ。『好このみ』とか『澄すみ音ね』みたいな子が現れるのと『パン咥くわえ少女』とかのシチュエーションが実際に起こるまで、操を立ててるだけだ」

「ひょ、表現が気持ち悪いです……ん？　あ、あれ？　なんか、精神的なものだけじゃなくて、なんだかお腹なかの辺りが気持ち悪いような気が……」

「む、それはまずいな……その予感バッチリ当たるからな。昨日もお前のドリアンがテレポートしてきたし」

「私のパンツの事ドリアンって言わないでください！　っていうか、その件は多分嫌な予感とは無関係です。昨日の朝に感じてからずっと断続的にお腹の辺りがモヤモヤしますし、何か起こるのはこれから………………え？」

　セリフの途中でピュアリィの動きが止まった。

「どうした？」

「お、おかしいです……今、急にこの辺りの魔力量が膨れ上がって……あ、まだ上がり続けてますっ……う、噓うそ。止まらない。あ、あり得ないですこんな量！」

　ピュアリィの顔面が次第に蒼そう白はくな感じになっていく。

「な、なんでこんな事が──あ、神様からです」

　ピュアリィは胸元から取り出した通信端末を耳に当てる。

「か、神様、これは一体どういう事で──ええっ！　また魔力災害が起こったんですか！　それで急にこんな異常な量の魔力が……それで、私はどうすればいいんで──あれ？　神様？　もしもし？　もしもーし！……き、切れちゃいました」

　端末から一度耳を離したピュアリィは何やら画面をタッチし始めた。

「だ、駄目です……天界との交信が完全に遮断されてます」

「おい、一体何が起こったんだ？」

「は、はい……私もまだ全然把握できてないんですけど、例の魔力爆発がまた起こったらしくて……その影響でここにもとんでもない量の魔力が集まってきています」

「とんでもない量って……今までの倍くらいか？」

「そ、そんなレベルじゃないです。このとんでもない濃度……この学校周辺──いえ、この世界に存在する全ての魔力が、今ここに吸い寄せられてきてます！」

「な、なんかヤバそうだな……でも俺には見えないからどうしようも──」

　そこで俺は言葉を止めた。

　──見えたからだ、魔力が。

「な、なんだこれ……」

　空間が、歪ゆがんでいた。

　ドス黒く歪んだその空間は、程なくして一カ所に集中し、歪いびつな球体を形成する。

「う……お……」

　こ、この禍まが々まがしさ……最も早はやここまでいくと魔力が感知できるとかできないとか、そういうレベルじゃない。

「こ、これって……」

「は、はい……超高純度の魔力の塊です」

「ど、どうすりゃいいんだこれ……」

　絶対に触れてはいけないものだというのだけは、本能的に分かった。

「わ、分かりません。ただ一つ言えるのは、魔力を体内に取り込んでしまうシフォンさんや静しずかさんを絶対に近づけてはいけな──」

「あ、大我とピュアリィちゃんだ、やっほー」

「「──っ？」」

　シ、シフォン……なんちゅうタイミングで登場するんだこいつは！

「シフォン！　危ないから離れ──」

　警告しようとするも時既に遅し。黒い球体は獲物を捕食する獣の如ごとき勢いで、シフォンに猛進していった。

「シ、シフォンッ!!」「シフォンさんっ！」

　球体がその身体からだに触れた瞬間、辺りは一瞬にしてドス黒い霧に包まれた。

「シフォンッ!!……だ、大丈夫かシフォンッ!!」

　霧をかき分け、駆け寄ったその先から聞こえてきたのは──

「ほえ？」

　いつもと変わらぬシフォンのとぼけた声だった。

　そのタイミングで霧も散り始め、ものの数秒もしない内に、中庭はいつもの光景を取り戻した。

「お、お前……何ともないのか？」

「え？　うん。普段通りのエレガントな私だよ」

　よかった……断じてエレガントではないが、完全にいつものシフォンだ。

「へ、平気ですか？　お腹とか痛かったりしませんか？」

「うん、全然問題ないよ。心配してくれてありが──ふがっ！」

　セリフの途中でお間抜けな感じの声を出したシフォンの口に咥くわえられていたのは──

「しょ、食パンだっ……」

　俺の目の前には……理想の食パン咥え少女が立っていた。

「う、うおおおおおおっ！」

　思わず声に出して叫んでしまう。

「シ、シフォン、ちょっと相談なんだが……そのまま『遅刻遅刻～』って言いながら走ってみてくれるか？」

　パンを咥えたままのシフォンは、俺の要請にこくり、と頷うなずき──

「ひほくひほく～」

「う……ぐっ」

　心臓に、稲妻が走った。

　ヤバい……どストライクだ。俺が理想とするラブコメシチュエーションだ。

「もぐもぐ……これでよはっは？」

　リスみたいにパンを咀そ嚼しやくしながら問いかけてくるシフォン。

「あ、ああ……完璧だ！」

「よく分かんないけど、大我が嬉うれしいんならよかった」

　パンを食べ終え、満足気な表情を浮かべるシフォン。その彼女の足元の辺りから──

「ひゃっ！」

　突如として突風が巻き起こった。

　その結果、スカートが結構な勢いで翻った。

　これでもかというくらいコテコテなパンチラシーンだったが──

「うおおっ！」

　それと同時に、いきなり発光が起こり、俺の視界を塞いだ。

　で、出た！　謎の光だ！　アニメなんかで見せちゃいけないシーンの時に不自然に発生する謎の光だ！

　その働きにより、シフォンのパンツは俺の視界に入る事はなかった……だが、それでいい。むしろそんなのを見てしまったらシフォンに申し訳ない。

　重要なのはこの後だ。スカートがめくれてしまった後のシフォンの反応は──

「………………エッチ」

　い、いただきましたああああああああっ！

「こ、ここはヘヴンか……」

　なんだこれ……パン咥え少女からの『………………エッチ』コンボとか……死ぬの？　俺死ぬの？

「……大我さん、そんなキラッキラな目で喜んでる場合じゃないですよ。これ、どう考えても『ラブコメ魔法』ですよね」

「はっ！」

　ピュアリィのそのジト目でふと我に返る。そ、そうだ！　浮かれてる場合じゃない。『ラブコメ魔法』──しかも特大級『魔力』の──だっていうのならすぐにでも解除しないと。

　正直、ちょっと惜しい気はするが……俺はスマホを取り出し、『ラブコメマスター』を確認する。

「な、なんだこれ……」

　そこに表示されていたのは、【魔法　不明】【解除方法　不明】の文言のみだった。

「ピュアリィ、一体どうなってんだこれ？」

「わ、分かりません……おそらく『魔力』の量が凄すごすぎて、アプリで観測できるキャパを超えちゃってるんじゃないかと……」

「マジか……」

　その事実が、急速に罪悪感を抱かせた。

「シフォン……なんかすまん」

「へ？　なんで大我が謝るの」

「いや、だってそうだろ。さっきから起こっているのはどっちも、俺がいつもこうだったらいいなって思い描いているラブコメ展開そのものだ。ついついはしゃいじゃったけど、俺のせいでお前に迷惑をかけてるわけだ」

「あ、そうか。大我はまだそういう勘違いしてるんだった」

「勘違い？」

「あっ……」

　シフォンは『しまった』みたいな感じで口を押さえた。

「なんでもない。気にしないで　ひゅー、ひゅー」

　そして目を逸そらし、ほぼ鳴っていない口笛を吹き始めた。

「私のエレガントごまかしによって大我の疑念は晴れた……あ、エレガントごまかしってなんかエレファントカシマ○みたいでかっこいい」

　……よく聞こえないが、ものすごく下手クソに何かをごまかそうとしているのだけは分かった。

「とにかく、そんなままにしておく訳にはいかない。なんとかして解除方法をつきとめなくちゃな」

「ううん、解除したくない」

「は？　お前解除したくないってどういう事だ？」

「……なんとなく」

「いや、なんとなくってお前……そういう訳にはいかないだろ。俺のせいでお前に変な事を強制してる訳だし」

「変な事じゃないし、大我のせいじゃない」

「え？……なんかさっきも勘違いとか何とか言ってたな。どういう意味なんだ？」

「む……それは……」

　そこで言葉に詰まるシフォン。何か説明しづらい事なんだろうか。

「………………分かった」

　そこで、何かを決意したように俺の方を見つめる。

「あ、あのね、大我……」

　その顔は何故なぜかほんのり赤くなっていた。

「これはね……私が望んだ事なの」

「え？」

「今起こってるこれは、本当に大我のせいじゃないの。私が『そうしたい』って望んだ事だからそういう魔法が発動しちゃってるの」

「シフォンが望んで？……マジか」

「うん……マジ」

　勘違いとか言ってたのはそういう事か。それだったらまあ俺の罪悪感も薄れるが……待てよ。シフォンの事だから、俺に気を遣ってそういう言い回しにしてる可能性もあるな。

「ピュアリィ、どうなんだ？」

「あ、はい。シフォンさんの言っている事は間違ってないと思います」

「そっか。そういう雰囲気の『魔力反応』が出てるんだな」

「いや、魔力反応とかじゃなくて……普通分かるでしょうに……」

　なぜかちょっと呆あきれた感じのジト目を向けてくるピュアリィ。よく分からんが、天使のお墨付きが付いたんならそういう事なんだろう……ん？　待てよ？

　今起こってる事をシフォンが望んだって事は──

「シ、シフォン、まさかお前……」

「……………………ん」

　真っ赤な顔で首をこくん、とさせるシフォン。

「あ、あはは～、私、ちょっと急用を思い出しちゃいましたー。す、少し席を外しますね」

　そこでピュアリィが唐突に声を上げた。なんか言い方がギクシャクしてるし、不自然な感じだな。

「ま、待って。ピュアリィちゃん居て。恥ずかしくてどうにかなっちゃいそうだから、居て」

「そ、そうですか？　まあ本人がそう言うなら……」

　二人のやり取りの意味は分からんが、シフォンの気持ちはよく分かった。

「そっか。そうだったんだな……シフォン、今まで気付いてやれなくてごめんな」

「う、ううん……直接言わなかった私が悪いの」

「いやいや、俺の察しが悪かったのがいけないんだ……でも、お前がそんな気持ちでいてくれたなんて……滅め茶ちや苦く茶ちや嬉うれしいぞ！」

「ほ、ほんと？」

「ああ、その気持ちについて、朝まで語り明かしたいくらいだ！」

「あ、朝まで……それはまだちょっと早いかも……でも、大我がどうしてもそうしたいっていうんならモゴモゴ……」

　シフォンの顔が、それまでにも増して真っ赤に染まる。ああ、そんなに興奮する程のレベルだったのか……

「シフォンお前…………隠れラブコメ好きだったんだな！」

　ずるううううううううっ！

「ん？　お前ら二人、なんでそんなマンガみたいなずっこけ方してるんだ？」

「た、大我さん……今、何て言いました？」

　よろよろと立ち上がりながら問いかけてくるピュアリィ。

「へ？　だから、シフォンが実はラブコメ好きだったって話だよ。自分でヒロインの追体験をしたい位なんだろ？　隠してないで早く言ってくれればよかったのに。ああ、そうか、女の子がラブコメ好きとか、中々言い出せないよな」

「……………………………」

「なんだ？　呆れてものが言えなくなったみたいな顔して」

「呆れてものが言えなくなってるんです！」

　声を張り上げた後、口に手を当ててシフォンの方へ視線を移すピュアリィ。

「うう……かわいそうなシフォンさん……」

「だ、大丈夫……大我だし、もしかしてこうなりそうかなーっていう予感はあったし……でも実際にそうなってみるとやっぱりダメージが……」

　その後、二人のジト目光線が俺に突き刺さる。

　うっ……どうやら俺は致命的に何かを間違ったらしい。

「はあ……でも、大我らしいといえばらしいかも。私も、その場の勢いで言っちゃっただけだし、もっとちゃんと伝えたいし、ある意味結果オーライって事で」

　シフォンは何やら自己完結した様子で、気を取り直すように両手をぽん、と合わせた。

「大我、理由はともかく、この『ラブコメ魔法』……私が嫌々してやってるように見えた？」

「え？　ああ、そういえば、恥ずかしがってはいたけど、本気で嫌がってるようには感じなかったな」

　だからこそ、実はラブコメ好きだったんだと思ってしまった訳だが……

「うん、だったらＯＫ。私も大我も楽しいし、何も問題ない」

　まあそれはそうなんだが……心配なのはシフォンに危険が及ばないかどうかだ。俺がピュアリィに視線を向けると、その意図を察したように口を開く。

「まあ今の所は、シフォンさんの体内の魔力から危ない雰囲気は感じられません。解除方法のヒントもないですし……問題ないって事はないんですけど、このまま様子を見るしかないかと」

「……そうか」

「……ねえ、大我」

「ん？」

　そこでシフォンが、なにやらモジモジした感じで問いかけてきた。

「……さっきの私の事、どう思った？」

「さっきのって『ラブコメ魔法』の時のか？　ああ、控えめに言って、めっちゃかわいかったぞ」

「──っ!?　か……かわっ……」

　シフォンの目が白黒した後、少し遅れて顔が真っ赤になる。

「きょ、今日だけは『エレガント』を忘れてもいいのかもしれない」

　だからそれは最初からお前の中に存在しないって……

「ちょ、ちょっと頭冷やしてくるね……」

「あ、おい！」

　シフォンは自分の手でパタパタと顔を扇あおぎながら、そそくさとどこかへ走っていってしまった。

「しかし……ラブコメ好きって訳じゃないなら、なんでシフォンの願望であんな『ラブコメ魔法』が発動したんだろうな？」

「はあ……はあああああっ」

　後ろにいたピュアリィが、わざとらしい感じで溜ため息いきを吐ついた。

「……大我さん、あなた本当にラブコメ好きなんですか？」

「は？　何言ってんだ、当たり前だろ」

　それは愚問というのも生なま温ぬるいくらいのふざけた質問だ。俺ほどラブコメを愛している人間は他にいない。

「鈍感系の主人公っていますよね？」

「？　ああ。いるもなにも、ヒロインが複数存在するタイプのラブコメの九割は、鈍感主人公だろ」

　正直、パターン化されすぎているきらいはあるが、それはラブコメの構造上、致し方ない事でもある。『その後』を描いたものもあるにはあるが、主人公とヒロインが付き合いはじめる事を『ゴール』と定めている作品がほとんどだ。その前提がある以上、主人公が敏感にヒロインからの好意に気付いてしまったら、話がそこで終わってしまう。

「そういうのって正直見ててイラッとしません？」

「ああ、するな」

　だがそれはあくまで作り手側の勝手な都合だ。作品全体のクオリティーや好き嫌いとは別の問題で、あまりにも鈍すぎる主人公に腹が立つ事はしょっちゅうだ。

「奇遇ですね。私も今、まったく同じ気分です」

「なんだ？　そんな『こいつ頭大丈夫か？』みたいな顔して」

「こいつ頭大丈夫かと思ってるんですよ！」

　……なんで俺、急にケンカ売られてるんだろう。

「うがあ～っ！　言いたい！　めっちゃ言いたいです！」

　頭を抱えてジタバタし出すピュアリィ……おまえこそ頭大丈夫か？

「うう……改めてかわいそうなピュアリィさん」

「？」

　シフォンといいピュアリィといい、女の子の気持ちを理解するのは難しいな。
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　やった。

　やったやったやった。

　大我がかわいいって言ってくれた。

　嬉うれしい……とっても嬉しい。

　いきなりマンガみたいな魔法が発動した時はちょっとびっくりしたけど、やってて楽しいし……何より大我が喜んでくれてるし。

　やっぱり『ラブコメ魔法』って、私の願望を現実にしてくれるものなんだ。『大我に好きになってほしい』って強く思ってたらさっきみたいになった訳だし。

　それにしても……うう～、まだ顔が熱い。

　かわいいって言ってもらえただけでこんなに真っ赤になっちゃうほど好きなのに、なんで気付いてくれないんだろう。むう……大我のニブチンさん。

　でも……私も面と向かって『好きです』って伝えた訳じゃないからなあ……おそらく大我はそこまではっきり言わないと気付いてくれない……言っちゃおうかな。

　……でも、怖い。

　大我がかわいいって言ってくれたのは『ラブコメ魔法』のおかげ。それがなくなった素すの私を好きになってくれるかなあ？　かわいいって言ってくれるかなあ？

　そう考えると、今の私ってちょっとズルなのかもしれない。『魔法』の力を借りて、一人で勝手に盛り上がってるだけ。

　そうじゃなくても、かわいいって思ってもらいたい。

　私の事を……好きになってもらいたい！




　ご……ぽっ。




「……え？」

　いきなり心臓の辺りから変な音がした。

　そして、次の瞬間──

「──っ!?」

　熱……いっ。

　心臓から、とてつもなく熱い何かが体中に送り込まれてるような感覚。

「う……あっ……」

　内側から身を灼やかれてるような気がした。

　な、なに？……一体……なにが起こってるの？

　私、これでなんで生きていられるのって不思議になるくらいに熱くて……黒いものが私の身体からだの中で暴れ回ってる！

「はっ……はっ……」

　これ……は……『魔力』？

　おかしい……どうなってるの？……おかしいよ。こんなのが一人の人間の中に収まっていいはずがない。

　逆に言うと、こんなものが内側に入ってて死なないならそれはもう……人間じゃない。

『魔力』と私が溶けて混ざり、私が私じゃなくなっていくような感覚。

「あ、シフォンさんっ！」

　そこでピュアリィちゃんの声がして、遠のきかけていた意識が引き戻される。

「だ、大丈夫ですか！　急にとても不吉な感じの魔力が感じられたんで、心配で……」

　──本能的に理解した。私の傍そばに来たら、とてもよくない事が起こるって。

「だ、駄目、ピュアリィちゃん。私に近寄っちゃ駄目っ」

「あ、はいっ！　シフォンさんの命令ならば、いくらでもどっか行きますっ！」

　…………え？

　ピュアリィちゃんは脇目も振らずに、ものすごい勢いでダッシュしていっちゃった。

　な、なんで？……たしかに私は近寄っちゃ駄目って言ったけど……いくらなんでも極端すぎるような──

「あらあら、ピュアリィさんは相変わらずエネルギッシュですね」

　背後から声がして振り返ると、君きみ影かげさんが穏やかな笑顔を浮かべていた。

　その周りには、君影さんのお友達もたくさんいた。

「き、君影さん……私、なんか変なの……おかしいのっ！」

「ふふ、そうですか。シフォンさんがそう仰おつしやるならば変なのでしょうね。間違いありません。貴女あなたはおかしな人間です」

「え？」

　私はそのセリフにぎょっとしたけど、君影さんはいつもの柔らかい笑顔のまま。

　や、やっぱりなんかおかしい……何がどうおかしいのかは分かんないけど……私の近くにいるとみんな変になっちゃうんだ！

「き、君影さん、そんなにニコニコしてる場合じゃないの。私の傍から──」

「あら、ニコニコしない方がいい──承りました」

　次の瞬間──

「ひっ……そ、そんなに見つめないでっ！」

「き、君影……さん？」

「だ、駄目なの。私、コミュ障なの人見知りなの陰キャなの……」

　だ、誰なのこれ？……君影さんからいつもの笑顔が消えて、なんかオドオドした感じの別人みたいな女の子が目の前にいた。
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　ま、まさかこれ……私が『ニコニコしてる場合じゃないの』とか言ったから？

「お姉様……」

　お友達の一人が、固い表情で君影さんに話しかける。そ、そうだ。私より付き合いの長いお友達だったら君影さんを笑顔に戻せるかも──

「それではまだ甘いですよ。シフォン様の命に背かぬよう、私達が、二度と笑えないようにして差し上げます」

「──っ!?」

　なんで…………なの？

　普段あれだけ君影さんの事を慕っている人達なのに……

「さあ御前……ちょっと痛いかもしれないけど、シフォン様の為ためなら我慢できますよね」

「や、やめて……お願いだからやめてっ！　元の……元の君影さんとお友達に戻って！」

「あらあら、シフォンさんが望むならその通りにいたしますね」

「お姉様、いつ見ても素敵な笑顔です」

　すぐにいつも通りの感じに戻ったけど……な、なんなの……なんなのこれっ！

「ご……ごめんなさいっ！」

　私は耐え切れなくなって、その場から逃げ出した。

　なんで……なんで？　『魔法』って願いを形にしてくれるものじゃないの？　私、こんな事絶対望んでなんか──

【魔法　チャーム】

　それを否定するかのように、私の脳内に魔法の名前が浮かび上がってきた。

【効果　相手を強制的に魅了し、自分の意のままに操る】

　なに……それ？

　ピュアリィちゃんが言ってた。万能に見える魔法にも絶対にできない事があるって。

　それは、『失った命を蘇よみがえらせる事』と『他人の気持ちを操る事』だって。もし、そんな事ができるとすればそれはもう、神を超越した存在だって。

　だから、そんな魔法が発動する筈はずがな──

「お、シフォン」

「っ！……た、大我……」

　だ、駄目……今すぐここから離れなきゃっ！

「あ……あれ？」

　足が地面に張り付いたように動かなかった。

　な、なんで？……じゃ、じゃあ大我に『向こうに行って』って言って強制的に遠ざかってもらおう。

「………………………………………………………………」

　ど、どうして？……私の口からは全く言葉が出てこなかった。

「…………おかしいな」

「どしたの、大我」

「い、いや、なんていうかだな……今更というか、改めて気付いたというか……」

「ん？　なにに？」

「お前って……めちゃくちゃかわいいよな」

「へ？」

「だってそうだろ？　性格はめっちゃキュートだし顔はアイドル級。髪もキラッキラでスタイル抜群。女の子として完璧じゃんか」

「ふ、ふふん……どしたの大我。そんなに持ち上げてもなんにも出ないよ」

　代わりに口をついて出たのは、全く思ってもいないような内容と──

「いや、そんな嬉うれしそうに否定されても何の説得力もないからな……ま、とにかくだ。お前がかわいいのは間違いない！」

　心の中をちっとも反映していない笑顔だった。

「あ、ありがと……まさか大我の口からそんな言葉をもらえるとは思わなかった」

「正直、今までの俺がどうかしていた。こんなにかわいい女の子がいつも傍にいたのに、何も感じなかったなんて、正気とは思えない」

「そ、それは言い過ぎな気もするけど……」

「そんな事はない。そして気付いてしまった以上、まだるっこしい事を言うつもりはない。俺の気持ちを聞いてくれるか？」

「う、うん……」

「好きだ」

「っ!?」

「お前と一緒にいると毎日が楽しい。お前と一緒にいると世界が輝いて見える。この先もお前の傍にいられたら幸せだ。シフォン、俺と付き合ってほしい」

「た、大我……」

「……迷惑だったか？」

「め、迷惑じゃない！　と、突然すぎたからびっくりしただけで…………とっても嬉しい」

「じゃ、じゃあ……」

「うん。私も大我の事大好き！」

「それは……付き合ってくれるって事か？」

「大我がいいなら、よろしく……お願いします」




　……なに？

　なんなの……この地獄は。

　私は勝手に心にも無い事を喋しやべり、頰ほおを染めているし、大我は目だけとろーんとしたまま、本当に嬉しそうに笑ってる。

　……分かってる。悪いのは私。この【チャーム】は私が『大我に好きになってもらいたい』って思ったから発動した魔法。

　みんなが私の言う事に従うようになっちゃったのはおまけみたいなもので、本命の力は大我を魅了して『私を好きにさせる』事。

　その最終目的の邪魔になるような言葉は言わせてもらえないし、行動もさせてもらえない……今の私は【チャーム】の一部みたいなものなのかもしれない。

　これまでと同じ。発動してしまった『魔法』は制御できないし、解除もできない。

　でもおかしい……こんなの絶対おかしいよ！

　だけど止まらない。

　私じゃない私と、大我じゃない大我の会話は止まらない。




「あ、あの、大我……」

「どうした？」

「わ、私達、恋人同士になったんだよ……ね？」

「あ、ああ……そういう事になるな」

「だったら……してほしい事があるの」

「なんだ？」

「……ちゅー」

「ぶっ！」

「……駄目？」

「い、いや、駄目じゃないけど、いくらなんでも急すぎるというか……こういうのはもっと段階を踏んでからだな……」

「大我………………駄目？」

「うっ……」

「私、ずっとずっと大我の事好きだったの。大我とこういう事になれて、とっても嬉しいの。だから……してほしいな」

「……わ、分かった。女の子にそこまで言わせて断ったら、男じゃないよな」




　駄目！　それだけは駄目っ！

　私はまだ自分の意思で大我に『好き』って伝えてないし、今の大我は正気を失ってる。

　そんな状態でこんな事したら……絶対駄目だよ！

　こんなの嫌……嫌だよ……

　でも、私の口から出た言葉は──

「嬉しい……」

　嬉しくない！

「えへへ、大我とちゅーするの、ずっと夢だったの」

　そうだけど……そうじゃない！

　もっとちゃんと……こんなズルなしでしなくちゃ意味がない！

「そ、そうか……そこまで想おもってもらってたなんて……俺もめっちゃ嬉しい」

　お願い気付いて大我！　正気に戻って！

「じゃ、じゃあ……いくぞ。は、初めてだから、うまくいかなかったらごめんな」

「ううん。大我がしてくれるんなら、どんな風でも嬉しいよ」

　だ、駄目だ……今、私の中にあるのはおそらく神様を超えるくらいの力を持った『魔力』……ただの人間の私が逆らえるわけない。

「……分かった」

　その両手が、私の肩に置かれる。

　や、やめて大我……お願いだからやめて！

「大我とラブコメできて……幸せ」

　大我の顔が、少しずつ迫ってくる。

　どうして……どうしてこんな事になっちゃったの？

　こんな事なら、大我の事好きになるんじゃなかった。

　大我にこんな迷惑をかけちゃうんだったら、関わらなければよかった。

　う……ううっ……

　表に出せない嗚お咽えつが、心の中に響く。

　遠くから見て、憧れだけで済ませておけばよかった。

　う……ぐっ……

　泣きたいのに、泣けない。

　ごめんね大我……

　う……あああああっ！

　好きになって……ごめんなさい。

「…………」

　大我の唇はもう、目の前まで迫っていた。

　やだ……やっぱりやだよ！

　好きだから！　もう好きになっちゃったものはどうしようもないから！

　こんな……こんな形で口づけしたくない！

　でも……私にはどうする事もできなかった。

　もう……駄目だ。

　顔を背ける事もできず、私はせめてもの抵抗として目を瞑つぶり──

「……………………………………………………………………………………………あれ？」

　いつまで経たっても、唇に何かが触れる感触がなかった。

「………………………………え？」

　恐る恐る目を開けた私の目に飛び込んで来たのは──




　知らないオジサンとキスする大我の姿だった。
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　シフォンの姿を目にした瞬間、急に『好きだ』っていう気持ちが爆発的に湧き上がってきて、その事しか考えられなくなった。

　頭がぼーっとして、シフォンかわいい、シフォン最高、シフォンと付き合いたい……それだけで脳が占められていった。

　そして、よく分からない事を勝手に口走っていた。

　でも、抵抗できなかった。

　尋常じゃない強制力に支配されて、抗あらがいようがなかった。

　身体からだも全く自由にならなかった。

　そうこうしている内に、思考する事すら困難になってきた。

　人ならざる何かに、完全に意識を乗っ取られそうになった。

　それはとても甘美な誘いだった。

　このままシフォンと付き合ってしまえば、最高の学園生活が待っている。相手は誰もが羨むような美少女。性格も馬が合うとなれば、恋人になって楽しくない訳がない。

　考える事を放棄しろ……このまま欲望に身を委ねろ……お前の望んだラブコメ生活が待っているぞ、と。

「ううん。大我がしてくれるんなら、どんな風でも嬉しいよ」

　ほら、本人も幸せそうにこう言ってるじゃんか。ていうか早くキスしたい……めちゃくちゃキスしたい。

「……分かった」

　シフォンの肩に手を置く。

　駄目だ……かわいすぎる。もうシフォンとキスする事しか考えられない。

　俺はとてつもない多幸感に包まれながら、シフォンへと顔を近づけていき──

「大我とラブコメできて……幸せ」

「──っ!?」

　そのセリフを聞いた瞬間、背筋にとてつもない寒気が走った。

　な、なんだ？……今の？

　だがその強烈な違和感とは裏腹に、俺の顔はシフォンにどんどんと近づいていく。

　俺の身体はシフォンとのキスへ向け、準備を整えていく。

　──が、脳は疑念を抱いていた。

　本当にキスして……いいのか？

　それは、さっきのシフォンのセリフがきっかけだ。

　どこの部分が引っかかったのかは分からないが、それまでピンク一色だった俺の頭に、疑念の黒が生まれた。

　このキスは本当にシフォンが望んでいるものなのか？

　ああ、でも駄目だ……このどうしようもないかわいさには抗えない。少しくらいの不安では俺の行動を止める事はできない。

　かわいい、かわいい、マジでかわいい。疑念よりも、キスしたいという欲求の方が遥はるかに強い。

　大体これ、なんかの『魔法』なんだろ？　今までは全部俺の願望が原因だと思ってたけど、今回のこれに関してはシフォンの願望だって本人も言ってたし、本人が望んだ事ならなんの問題もない。てかもうマジでキスしよ──




『大我とラブコメできて……幸せ』




「……………………」

　そこでさっきのセリフがまた脳内で再生され、俺の動きが止まる。

　まったくなんだってんだ……俺達の幸せなキスを邪魔して。

　なんの憂いもなくキスを進める為ためには……………………そうだ！

　俺には『魔法』を発動させる才能はないけど、『魔力』を集めてしまう体質ではあるらしい。

　だったらそれをシフォンに送り込む。キスがシフォンの願い通りなら、更にすごいキスになるような『魔法』が発動するはずだし、仮に……万が一そうじゃなかったとしたら、

　……いや、そんな事はありえないな。

　これは確認。気持ちよくキスする為の確認だ。

　今までは無意識にやってきたが、『魔力』を引き寄せる作業を意識的に行ってみる──お、いきなりは難しいと思ってたけど、実際やってみると案外スムーズにいくもんだな。

　そして集めまくった『魔力』を、肩に置いた両手を通してシフォンに送り込む。

　そんな作業をしている内に、シフォンの顔が、もう目の前に迫っていた。

　あ、これはタイミング的に間に合わないか。

　まあそれはそれで構わない。

　人生で一度きりのファーストキスだ。目に焼き付けたい気持ちはあるが、ムードを重視した方がいいだろう。

　俺もシフォンに倣って目を瞑り──

　唇と唇が触れ合う感触があった。

　お、おおおおっ！　女の子の唇ってこんなに柔らか……………………………くない？

　あれ？　なんかめっちゃガサガサしてるぞ？　シフォンの唇ってもっと見た目プルプルしてたような──

　…………え？




　目の前に、親父おやじがいた。




　何を言っているのか分からないと思うが、俺の眼前には親父の──実の父親の、どアップが拡ひろがっており……俺はそれとキスをしていた。

「お、おええええええええええええっ！」

　あまりの気持ち悪さに、四よつん這ばいになって空からえずきをする。

「お、大我じゃないか。状況はよく分からんが、そこまでこの父の事を愛していたのか。はっはっは。お前にキスされるのは三歳の時以来か？」

「なっ……なっ……なんで親父が？」

「はっはっは。よく分からんと言っただろう。だが一つだけ感じたのは、そこのお嬢さんの『お前とキスしたくない』という強烈な願い……お前、相変わらずモテないな。プークスクス！」

「うるせえ消えろおおおおっ！」

　俺の言葉と共に、親父の姿は跡形もなく消え去った。まるで魔法でもかけられたみたいに。

「ぐ……おえっ……まだ感触が……」

「今のって【テレポート】？……なん……で？」

　シフォンが目を点にしてこちらを見ている。なんで？　と問いかけたいのはむしろこっちの方だ。お前、なんてもんを発動させてくれてんだ……

　まあ、今はそんな事はどうでもいいか。

　親父のテレポートをきっかけにして、身体の自由が戻ってきた。

　──頭の方もな。

「悪かったな、シフォン」

「え……大我、もしかして正気に戻ったの？」

「ああ。俺もお前も『魔法』に半ば操られてるような状態だった……そうだろ？」

「う、うん……あ、そういえば、私も自由に動けるようになってる……」

「おそらくは、後発の【テレポート】と、シフォンが最初に発動したなにがしかの『魔法』の願いが相反するものだった……だから俺にかかっていた強制的な縛りが中和された……そんな所だろうな」

「そ、そっか……私の最後の願いが通じたから大我のお父さんが……よかった」

　……方法としてよかったかどうかは甚だ疑問だが、まあ結果的にいい方向に転んだのは間違いない。

「ほ、ほんとにごめんね大我。お父さんにも後でちゃんと謝りに──っ!?」

　そこでシフォンの顔色が急変する。

「だ、駄目！　まだ消えてなかった。大我、逃げ──」

　シフォンのセリフの途中で、またあの感覚が襲ってきた。

　う……か、かわいい……目の前のシフォンが突然光り輝いて見えた。

「ど、どういう事だ……さっきので中和されたはずじゃ……」

「た、多分『魔力』の量の違いだと思う。最初に発動した方が、圧倒的に量が多かったから……」

　そんなセリフを交わしている内にも、頭がぼんやりとしてくる。

　ああ……やっぱりシフォンってかわいいな。いや、このかわいさ、ちょっと尋常じゃなくないか？

「そ、そんな……また……さっきみたいになっちゃうの？」

　シフォンが脱力したように、ぺたんと座り込む。

「やだよ……あんなのもう……やだ……」

「だ、大丈夫だシフォン、俺はもうそんなもんに惑わされたりは──」

　ぐっ……かわいい……かわいい……かわいい……抗い難い『かわいい』で、思考が塗り潰されていく。

　そ、そうだ。また『魔力』を集めれば……

　──いや、駄目だ。いくら付け焼き刃の『魔力』を集結させた所で、最初に見たあの黒い歪ゆがみの強大さに対抗できるとは思えない。一時的に中和できたとしても、また同じ事の繰り返しになるだけだ。

　さっきより幾分か強制力は弱まり、シフォンは表情までは操られていないみたいだけど……抗えない事に変わりはない。

「私の……せい……だ」

　ち、違うぞシフォン。悪いのはお前じゃなくてこのろくでもない『魔法』だ。

「ごめん……ごめんね、大我。こんな事に巻き込んじゃって……ほんとにごめん」

　謝るな……こいつに屈しちゃ駄目だ……ぐ……あ、頭がぼんやりしてものが考えられなく……くそ……万事休す……か……

「私がっ……私が……『ラブコメ魔法』を発動させたばっかり……にっ……」

　そのセリフを認識した瞬間──

　俺の脳内で、爆はぜた。




　──怒りが。




「……おい、なんで俺がラブコメを好きだか知ってるか？」

　ピンク色の脳内が、真っ赤に塗り替えられていく。

「え？……た、大我、目に光が戻って……大丈夫なの？」

「いいから答えてくれ、シフォン」

「う、うん……えっと……イチャイチャする疑似体験をしたいから、とか？」

　それもある。ラブコメのいい所なんて星の数ほど存在する。とても一言で語りきれるもんじゃない。だが、一つだけ挙げろ、と言われれば、その答えは明白だ。

「女の子が、笑顔になるからだ」

　女の子は笑った顔が一番かわいい。色んな意見はあるだろうが、俺はそう思う。

　そしてラブコメは基本的に女の子がみんな笑顔になる。顔を赤らめながらの照れた笑みだったり、鈍い主人公に対するちょっと呆あきれたような微笑ほほえみだったり、満面の笑みだったり……パターンは色々あるが、話のオチで、ヒロインは大抵笑っている。

　途中、主人公争奪戦でギスギスしたり、主人公と結ばれなかったヒロインが打ちひしがれる事はあるが、最終的には前を向いて歩き出していく。

　女の子達が絶望したまま終わるラブコメなんて存在しないし、仮にあったとしても読みたいとは思えない。

　やっぱり女の子には笑っていてほしい。

「お前、泣いてんだろうが」

「え？……」

　その瞳からは、とめどない涙が溢あふれていた。

「さっきの違和感もそれだったんだな。俺は女の子が苦しんでるのを……そして泣いてる状況をラブコメだなんて──死んでも認めねえ」

　まだ脳内に残っているピンク色の妄想に命じる。

　──消えろ。

「ぐっ……」

　思考はクリアになったがその代償として──

「た、大我……血がっ！」

　口と鼻から、鮮血が滴り落ちていた。成程……『魔法』サマに無理矢理むりやり逆らうとこうなるって訳か。

「大丈夫だ。こんなの、大した事ない」

「た、大した事あるよっ！　て、手当しないとっ」

　駆け寄ってこようとするシフォンを手で制する。

「だったら笑え」

「……え？」

「シフォン、この『魔法』の名前はなんだ？」

「チャ、【チャーム】だけど……」

「ラブコメの【シチュエーション】は？」

「そ、そんなの分かんないよ。それよりも血をなんとかしな──」

「やっぱりな……テメエただの『魔法』じゃねえか」

　元々は『魔力』だったものが、俺の趣味嗜し好こうによって『ラブコメ魔力』へと歪ゆがみ、結果として『魔法』が『ラブコメ魔法』になった……いわば俺が生みの親だ。その了承も得ないで勝手な真似まねしてんじゃねえよ。

「た、大我、何言って──」

「俺がシチュエーションを追加してやる。【女の子の笑顔】だ。どうだ？　最高最強のシチュエーションだろ？　これが出来たら『ラブコメ魔法』だって認めてやるよ」

「た、大我、もうやめて、更に血がっ……」

「止めたかったら笑ってくれ、シフォン」

「い、意味分かんないよ。こんな状況で笑える訳ないよっ！　それに私が笑ったって、状況がよくなる訳じゃ──」

「分かってねえなあ。女の子の笑顔は世の中の全てを解決するんだよ。いわばそれ自体が『魔法』みたいなもんだ」

「そ、そんな事言われても……」

「男なんて極論、女の子の笑顔を見る為ために生きてんだよ。今の俺もそうだ。お前が笑ってくれたら、こんな血なんてあっという間に止まっちまうって」

「でも……でも私……」

「はあ……しょうがねえなあ……緊急事態だ。セクハラとか言わないでくれよ」

「へ？」

　俺は、シフォンの制服のポケットから、以前にも使った伸縮式の羽毛を奪い取って──

「こちょこちょこちょこちょっ！」

　シフォンの脇腹を思い切りくすぐった。

「ちょっ……や、やめっ……ぷ……ぷぷっ……あはっ！」

「はい、かわいい」

「た、大我、こんなに無理矢理笑わせるなんて──」

「無理矢理でもかわいいもんはかわいいんだよ。あ、ちなみにこれ、さっきみたいに『魔法』に言わされるわけじゃなくて、本心からそう思ってるからな」

「あ……あう……」

　真っ赤になって俯うつむいてしまうシフォン。

「まあたしかに、自然の笑顔の方が更にかわい──」




　その時、奇跡が起こった。




　それは『魔法』でもなんでもない、ただの自然現象。

　本当にただ偶然、突風がシフォンの下の方向から吹いただけ。

　そして、それによって巻き起こる現象は──

「きゃあっ！」

　……パンツさん、こんにちは。

「…………大我、見た？」

　ぶふうっ！

　返事の代わりに、俺の鼻からは鮮血が噴き出した。

「い、いやすまん！　わざとじゃないんだっ！……正直見た……見てしまったけど不可抗力だ！　すぐ忘れるから許してくれっ！　そしてこの鼻血もさっきみたいに『魔法』にやられてる訳じゃなくて本心からの鼻血だからな！」

　それを聞いたシフォンは一瞬きょとん、とした後──
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「ぷっ……ほ、本心からの鼻血ってなにそれ……大我って……ほんと馬鹿だね、ふふっ」

　笑った。

「──っ！」

　あ、あれ……なんだ、これ？

　シフォンの顔を見たその瞬間、心臓がどくん、と高鳴った。

　それは生まれて初めての感覚だった。

　強いて言えば、小さい頃にラブコメを読んだ時、ヒロインに対して抱いたものに近いような──いや、それよりも遥はるかに強い何かだ。

　これってもしかして……

　その答えが見つかりかけた所で──

「……あ、ヤバ……」

　身体からだから、力が抜けた。

　ちょっと……血を流しすぎたかもしれない。

「……大我？」

　あ、駄目だこれ……俺は直立を保つ事ができなくなって、その場に座り込んだ。

「大我！……どうしたの大我！」

「はは、大丈夫だって、単なる貧血だよ。でも悪い……ちょっと寝るわ」

　もう……意識が途切れそうだ。

　でも、そんなに心配そうな顔するなよ。

　俺は、お前の笑顔に──







『ラブコメマスター　更新』

　新たな『ラブコメ魔法』の発動を検知

【魔法　チャーム】×【ラブコメ　女の子の笑顔】

『解除方法　赤あか城ぎ大我が神かみ代しろシンフォニアに、『魔法』の力無しで恋する事』

『ラブコメ魔法』は発生とほぼ同時に解除されました。







「…………ん？」

「大我……」

　まぶたを開けると、そこには金髪碧へき眼がんの少女の姿があり──

　ぶわっ……

「うええええええええんっ！」

「お、おいっ……ど、どうしたシフォン！」

「ごめん……ごめんね、大我……私のせいで巻き込んじゃってごめんねぇ……ぐす……ひっく……」

「い、いや、俺は大丈夫だから泣くなって……」

「それなのに助けてくれてありがとぉ……う……うううっ……」

「お前が無事だったんならそれでいいからさ、泣かないでくれよ」

「うう……でも……ピュアリィちゃんとか君影さんとか、そのお友達にも迷惑かけちゃったし……ごめんなさい……うえええええっ！」

　だ、駄目だ……ぐずった子供状態で手が付けられない……

　っていうか俺が気を失う前、シフォン笑顔になったよな？　極度の貧血状態だったからか、シフォンが笑ってくれた直後からの記憶が曖昧なんだが……

「ど、どうすりゃいいんだこれ……」

　お、俺じゃどうにもできない。誰か力を貸してく──




「お、困っているようじゃないか大我。私でよければ相談に乗るぞ」




「え、それは助かる──って親父おやじ!?」

「はっはっは。よく分からんが、気がついたらまたここにいたよ」

　な、なんで？……また『テレポート』が発生したのか？

「てかなんでパンツ一丁なんだ！」

「これから一仕事する所だったからだが？」

「ずっと教えてくれねえけどアンタ一体なんの職業なんだよ！」

「はっはっは。それはトップーシークレットだ。だが犯罪的な汚いお金でお前を育ててきた訳ではないから安心しろ」

「アンタが今ここにいる事自体が犯罪なんだよ！」

「いや、パンツ脱がなきゃギリギリセーフだろ？」

「真顔で何言ってんだこの男！　余裕でアウトだわ！」

「はっはっは。真に受けるな大我よ。さすがの私も息子の前でムスコを出す気はない」

「ドヤ顔で最低な事言ってんじゃねえ！」

「で、どうする？　せっかくだからみんな集めてケイドロでもして遊ぶか？」

「ほんとの警察呼ばれる前にお願いだから消えてくれええええっ！」

　俺の想おもいが届き、親父の姿は一瞬にして消え去った。

「まったく……あの親父はほんとに何を考えて──」

「ぷっ……」

「え？」

「ぷっ……くっ……だ、駄目……反省しなきゃ駄目なのに……大我とお父さんの会話面白過ぎる……ふふっ」

　シフォンが、笑っていた。

「ご、ごめん……私、ちょっとツボかも……あははっ！」

　今まで見た事のないような、シフォンの大笑い。

「あははははっ！」

　いや、シフォンに笑顔が戻ったのは喜ばしい事なんだけども……なんで俺が必死になってシフォンを笑顔にしたのに、いきなり親父が出てきてふざけただけで、それよりも楽しそうにしてんだよ……なんか釈然としないわ。

　……というか、今の【テレポート】ってなんで発動したんだ？　さっきはシフォンが俺と無理矢理むりやりキスしそうになるのを拒んだからだったけど、またシフォンが何か望んだって事なんだろうか？

「……ん？」

　そこでスマホから、『ラブコメマスター』更新のメロディが。

　やっぱり……とすると、また【テレポート】を解除しなきゃならないのか……

　俺はちょっとうんざりしながら画面を確認する。




『ラブコメマスター　更新』

　新たな『ラブコメ魔法』の発動を検知

【魔法　テレポート】×【ラブコメ　薄着でドッキドキ！】

【解除方法　赤城光こう我がと赤城大我が協力して、神代シンフォニアの笑顔を取り戻す事】

『ラブコメ魔法』は既に解除されています。

　※今回の『ラブコメ魔法』の発動主は赤城光我。親子愛も立派なラブコメです。




「親父が三人目だったのかよ！」
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　……死にたい。

　めっちゃいい感じになってた……大たい我が君とシフォンちゃんがなんかめっちゃいい感じになってたあ～っ！

　今日の昼休み、シフォンちゃんに話しかけられた時の記憶がちょっと飛んでるんだけど……多分あれ、何かの『ラブコメ魔法』だったに違いないよ。

　だって放課後、付き合い立てのカップルみたいな雰囲気で一緒に帰ってたもん……朝見た時と全然違ってたもん！　終わった……私の──君きみ影かげ静しずかの恋は、終わった。

「ふ……ふえ……ふえええええっ！」

　やだ……やだよ……フラれるにしてもせめて、本当の私を見てもらってからじゃなきゃ。

　コミュ障で人見知りで陰キャで……絶対気持ち悪がられるだろうけど……表面を取り繕って噓うそついたまま失恋するなんて……後悔しかないよぉ。

　ありのままの私を、大我君に見てもらいたい。そう、強く願った瞬間──

　すぽーんっ！

「……すぽーん？」

　まるでマンガみたいな音が部屋の中に響いた。そして、唐突にやってくる解放感。

　そしてなんかちょっと寒い？　疑問に思った私は鏡を確認して──

「すっぽん……ぽん？」

　端的に言って、素っ裸だった。

「な、ななな、なんでえええええっ!?」

　ラ、『ラブコメ魔法』だ……こんな滅め茶ちや苦く茶ちやなの、『ラブコメ魔法』しか考えられない。

　ひょっとして……『ありのままの私を、大我君に見てもらいたい』とか思ったから？

　あ、ありのままってこういう事じゃないよぉ～っ！

　でも発動したのが部屋の中でまだよかった……脱げちゃった服もベッドの上にあるし。

「あ……あれ？」

　着られない……何か見えない力に邪魔されて、どうやっても服を着る事ができなかった。

　ひょっとして……大我君に『ありのまま』を見てもらうまですっぽんぽん？

　……死にたい。
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　物事を表面上だけで判断してはいけないよ、という話をします。

　僕はエッチな本を電子書籍で購入しています。

　その電子書籍のアプリなのですが、本棚を開きますと、購入済み作品のサムネイルが一覧で表示されます。このサムネは一作品につき一個。仮に30巻まで買っていた場合、『○○○　30』のように表示され、そこをクリックして初めて30冊分がばーっ、と表示される訳です。何巻まで買っていようが本棚上の表示は一個なんです……が、しかしそのエッチな本（月刊誌）は、各々が別作品として認識され、一つのサムネにまとまらないんです。図解すると──

『快○天７月号』『○楽天６月号』『快楽○５月号』『キングダ○　54』『○楽天４月号』

『快楽○３月号』『快○天２月号』『○楽天１月号』『○楽天12月号』『快楽○11月号』

　みたいな感じになるわけですよ！　これだと他人に本棚を見られた時に、「この人、エッチな本ばっかり買ってる～」と思われてしまう訳です。

　目に見える表層的な部分だけで、他人の本質を分かった気になるのは危険ですよと、この場を借りて警鐘を鳴らしたいと思──ん？　待てよ……そもそもエッチな本54冊以上は余裕で持ってるな……………………やっぱりこの人エッチな本ばっかり買ってますね。

　物事を表面上だけで判断してもいい場合もあるよ、という話でした。

　ここからは謝辞です。

　新担当Ｏさん（♂）。とても熱意があり、仕事の質も量も素晴らしい方で、創作における感性も春日かすか部べとかなり似通っているという、最高の編集さんなのですが……それらを全て打ち消す『美少女じゃない』という致命的欠点が。早急に転生してください。

　イラストを担当していただきました、悠ゆう理りなゆたさん。

　この絵すき…………………………………………………………しゅきぃ（語彙力の消失）。

　いやだってお世辞抜きにして最高すぎません？　絵柄があまりにもかわいすぎて、春日部の下ネタ文章と合わせるのが申し訳なくなるレベルです。※改めるとは言っていない。

　本書の出版・流通・販売の過程においてご尽力いただきました全ての方々に感謝を。

　そして、読者の皆様に一番の感謝を。

　それではまた、二巻でお目にかかりましょう。





二〇一九年　八月　春日部タケル





















このあと滅め茶ちや苦く茶ちやラブコメした




本ほん当とうはあなたのこと大だい好すきだけど、絶ぜつ対たいバレてるわけないよね!!








春日かすか部べタケル
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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